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( 一 〇 七. I 一  〇 九 頁) 


I、 昨日 者 今日 能 物語 


假名 草子 ミ いふの は、 江戸時代の 初期に 出來た 通俗的な 文學 を總稱 する 名で ある。 寬 永から 萬 治 *寬 文の 頃に 多く 現 はれて 居る が、 

未だ 充分に 小說ミ して 獨 立す るこミ が出來 す、 或は 訓蒙 的に 儒佛の 道を敎 へた もの， 或は 怪談 異閗を 集めた もの、 或は 軍記 物の 類 或は 

小説 的 地理 書， 或は 古物 語に 擬し たもの， 或は 滑稽な 小話 を 集めた もの， 或は 御伽草子の 流 を 汲んだ ものな^ の 類で ある。 

當 時の 作者が 大きい 傑作 を 作る だけの 才を 持って 居ない ので， た 、、、小手先の 器用で、 假名 交りの 面白い 讀物を 提供す るに 過ぎな かつ 

た 事 も， かう した 文學の 生れる 重大な 原因で あるが， 一般 民衆の 敎 養が 低くて、 文學を 鑑賞す る だけの 餘裕 のない こミ が， 假名 草子 發 

生の 最も 大きい 原因で ある ミ思 はれる。 訓蒙 的で ある こミ、 幼稚な 滑稽 味の ある こミ， これが 假名 草子の ニ大 特色で あらう。 

是 等の 假名 草子 を 種類に 分けて 見る ミ、 

M 軍書 物に は II 大坂 物語、 北條 五代 記 等。 

W 地理 書物に は II 竹齋 物語 東海道 名所 記、 京 童、 色 音 論 等。 

in 敎訓 物に は II 二人 比丘尼， 因果 物語， 百 八 町 記 等の 佛敎 的な もの， 淸水 物語、 堪忍 記 等の 懦敎的 臭味 多き もの， 可 笑 記、 

爲 愚痴 物語 等の 神懦 佛三敎 一 致の 立場 をのべ たもの。 

§ 外 國の翻 譯飜案 物に は —— 棠陰比 事， 伊 曾 保 物語， 伽婢 子等。 

§ 怪談 物に は —— 犬張子， 伽婢 子等。 

g 笑話 物に は —— 咋日は 今日の 物語、 醒睡笑 等。 

^ 戀愛 物に は II 恨の 介、 薄雪 物語 等。 

§ 擬 物語に は —— 尤の 草紙， 仁 勢 物語、 犬 つれづれ 等。 

^ 遊里 案內 物に は II そ？ ろ 物語、 あづま 物語 等。 

が ある。 作者 ミ して は、 淺井了 意、 鈴 木 正 三、 如 儡 子、 山 岡 元郯な _/.- がす ぐれた 方で あらう。 


二 

一、 恨  の  介 (uraminoauke) 

作者 未  詳 

體裁 美 濃 形 大本 二， 册 

出 版 寬永 時代に 木 活字本 あり- /.- いふ。 明曆ニ 年に 再扳 され， 更に 寬文四 年に 三板 行 はる。 著作の 年代 も 明かで はない が、 慶長末 

年の 頃の 作で あらう。 

內 容 足利時代のお 伽草子の 系統 を ひいた 戀愛 物語で ある。 葛の 恨の 介ミ いふ 者が 淸水 寺に 參詣 して 美人 を 見 染め、 切なろ 思に 堪 

へ かねて 觀 音に 祈誓 を かけ、 夢想に よって 美人の 乳 人の 在所 を 知り， 其の 女が 木 村 常 陸 之 介の 娘で ある こミを 知り、 乳 人 や 姫の 

友人 等の 手引に よって 文 を 贈って やがて 契 を 結んだ， しかし 人目の 閼 のために 思 ふま、 に 逢 ふ 事 も 出来す * 恨 之 介 は 焦れ 死 をす 

る _ その 最後の 時の 手紙 を 姫が 見て， これ も 亦 悲歎の ために 自殺し. 乳母， 腰元に 到る まで 姫に 殉 じて 自殺す るミ いふ 物語で あ 

る。 女が 殉死す ろミか 自殺す るミ いふ 所に 德川 初期の 世相が 見られる。 文章 は 粉飾 多くて 印象 不鮮明で あるが、 元 和偃武 以前の 

戀愛 物語で あろ 所に、 江 戶小說 史上の 價 値が 見られる。 

圖 錄 S 上卷  一丁 表 

I 一、 伊 曾 保 物 語 (Isoho  Monogatari) 

作者 未  詳 

體裁 美 濃 形 大本 三册 

出 版 寬永 十六 年 卯月 出版の 木 活字本 (なほこの 外 木 活字の 異 版が 數種 ある) 

萬 治 二 年 正月 出版、 繪入 本， 伊藤 三お 衛門板 (本書に はこの 方 を 取った) 

內 容 上卷ニ 〇， 中卷四 〇、 下卷三 四. 計 九十 四の 小話で あろ。 その 中 * 初めの 二十 九まで は • イソ ヅブ の傳を 書いた もので、 種 


種の 頓智 や 才覺を 所々 であら はした 事 を 語り、 後の 六十 五 章が イソ クブ 物語 を飜譯 した 動物の 譬喩 談 である， 西洋 文擧の 飜譯物 

ミ し て 注意す ベ き價 値が あ る。 

尙、 イソ ップ 物語 は、 すでに 文錄 年間に 於て、 口— マ 字 を 以て 邦語に 瞓譯 せられて るるが， それ ミ 本書 ミ は無闢 係で ある。 

圖錄 S 表 銑 S 上 卷目錄 の 一 部ミ 最初の 半 丁  s 中 卷廿七 丁 裏ミ廿 八丁 表 

三、 尤 の 草 紙 (Mottomo  no  ssshi) 

者 未  詳 

裁 美 濃 形 大本 ニ册 

版 寬永九 年 林 鐘 上旬 大宮通 三 條ニ丁 上 恩 阿 彌開板 

寬永十 年 六月 (再 板) 書 舍中野 氏 道 伴 板 

慶安貳 年中 春 (三板) 藤 井 吉兵衛 尉 板 

容 古の 物語に 擬 して、 これ を 滑稽に 作り かへ た擬 物語の 中 最も 古い 部に 屬 する • この 書 は 枕 草紙 をもぢ つて 作った もので， 所 

謂物づ くしで ある。 長き もの、 短き もの、 高き もの、 ひくき もの 等， 八十の 物づ くし を 上下 二 卷に收 めて ゐる。 例へば 『むさき 

物の しなぐ j に は * 「掃除せ ぬ 庭， ふるだ、 み、 はたご やの めし、 はけた るわん おしき  若衆の はがす み、 はなくそ、 目く 

そ. つまく そ、 まづ しうて へつら ふ 人、 何よりも きたなき は戀の 道。 戀ミ いふ そのみな かみ を たづ ぬればば りく そ あなの ふたつ 

なりけ り」 の 如く、 滑稽の 中に 江戸時代の 色 を 濃く 出して ゐる。  . 

圖錄 S 本文の 最初 三 丁 表 § 最後の 丁、 跋文 ミ刊記 

四、 竹 齋 物 語 (chikusai  Monogatari) 

者 烏 丸 光 *K の 作- A- いはる • 


裁 美 濃 形 大本 二 冊 

版 寬永 年中の 出版 • 作られた の は、 寬永 十二， 三年の 頃で あら 5 ミ いはれ る • 

容 山城の 國 の竹齋 とい ふ藪醫 者が、 一向に はかぐ しく 流行らぬ 故、 郞黨 のにら みの 介な ろ 者 を つれ、 名所 遊覽を 志して 家 を 

出で， 洛中 洛外の 名所 を 見物して、 樣々 の 面白き こ -M を 見、 それより 江戸へ 下る 道中 を 書き記した 道中 日記で あろ。 大體 上卷は 

京都 名所、 下卷は 東海道の 道中 を 記して ゐる。 中； 從が 到る 處で無 邪氣な 失敗 や 滑稽 を 演じて、 狂欤 をよ むミ いふ 風で、 一九の 膝 

栗毛 式な ものである。 此 物語 大に 時好に 投じ， これに 擬 して 作った ものに、 新 竹齋、 竹齋 行脚 袋 竹齋 療治の 評判 等が 出版 せら 

れた。 

圖 錄 S 本文 最初  一丁 表 g 竹齋が にらみの 介 ミ 談合. して ゐろ揷 捲 

五、 可  笑  記 (Kashski) 

者 如 儡 子 (如 儡 子 は 湯 村 式部 ミ い ふ 東國 武士 の戲號 である ミ いふ) 

裁 美 濃 形 大本 五册 

版 寬永 十九 年季 秋 大阪心 齋橋通 西 入 南 久寳寺 町 南側， 平野 星 九兵衛 板。 但し 本書 奥 書に 『于 時寬永 十三 孟陽中 韓江城 之 旅 治 

身 筆 作 之」 ミ あろから、 本書の 成立 は寬永 十三 年で ある。 

萬 治 二 年 京都 寺 町 三 條上ル 町 山 本 五兵衛より 繪入 風流 可 笑記ミ して、 繪 入に 翻刻して 居る • 同じく 五卷。 半紙 本で ある。 

容 隨筆 式の もので、 小説の 結構 を もった もので はない。 徒然 草な さに 摸した ので あらう。 支那の 格言 を 引き 古代の 逸話 等 を あ 

つめ、 武士た る 者の 心得 を 記し、 儒 弱 驕奢の 戒 むべき を說 き、 諷世警 俗の 敎訓 を主ミ して 說ぃ たもので、 間々 滑稽 を 交へ て讀み 

飽 くこと なから しめてる る。 や、 後の 心擧 道話に 似た 所 も あろ。 

この 書 頗る 世に もてはやされ、 流 打の 結果、 可 笑 記 跡 追， 可 笑 記 評判、 新 可 笑 記 等， これにち なんだ 作が 多く 現 はれた。 所謂 敎 

訓小說 の 詛と稱 すべき ものである • 


圍 錄 S 第 一 卷  一丁 表 序 g 第五 卷 最後の 丁 八十 四 丁 裏 W 八十 五 丁 表 

六、 清 水 物 語 (Kiyi  izu IVIOnoMfatarl) 

攀 

作者 朝 山 意 林 庵 

體裁 美 濃 形 大本 ニ册 

HL 版 寬永 十五 年 十月 版 (板 元 記されす)。 再 板 は 正 保 二 年 五月 * 出 雲 寺 和泉椽 板で あろ • 

內 容 上卷は 一巡 禮が淸 水 寺に 參詣 して、 一老 翁に 會ひ、 問答す る體 に、 下卷は 其の 巡 鱧が 下向の 途で 種々 の 談話 を 閗 いた 體 にし 

て 記して 居る。 內容は 儒 敎佛敎 の 問答で. 堅く ろしく、 小 說ミは 言 ひ 難い ものであって、 敎訓を 目的 ミし， 佛敎を 抑へ て や.， 儒 

敎を あけて 說ぃ たもので ある。 

この 書の 駁書ミ も 見るべき ものに 祇園 物語が あろ。 喑々 裡に 佛を贊 して 懦 を 貶して 居る。 その他. 此 書に 倣った もの：. 大佛勿 

語， 轧 物語 * 海上 物語 等が 出て 居る が * 何れも 堅く ろしく 小 說には 遠き もので あろ。 

圖錄 £ 表弒 g 上卷 本文 最初 二 丁 表 

七、 棠 陰 比 事 (Tsinhiji) 

作者未詳  . 

體裁 美 濃 形 大本 五 W 

出 版 慶 安二 年 十月 安田 十 兵 衛開板 延寳 元年に 再 板せられ 八 卷本ミ なる。 

內 容 支那の 裁判 小説なる 棠陰比 事 を翻譯 した もので， 五 卷に亘 つて 百 四十 四の 裁判 話 を 載せて ゐる。 漢文 を 和らけ た、 > けの もの 

であって 翻案で はない。 

五 
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この 書に 淤 つて、 本朝 櫻 陰 比 事 (西 鷂) 鎌 倉 比 事 (月尋 堂) な 亡が 出版され， 我國の 裁判 小 說の祖 をな した も S である。 文學的 

價値は 乏しい。 

圖錄 § 表紙 M 第一 卷 本文 最初 1 T 表 

八、 東海道 名所 記 (Tskaido  Meishoki) 

作 者 淺井了 意の 作-、 いはる。 

體裁 美 濃 形 大本 六 W 

出 版 禹治ニ 年頃 ミ いはる * 

內 容 江戸の 樂阿彌 陀佛ミ いふ 僧が 江戶 から 東海道 を 通って 京都へ 上ろ こミを 記した 道中記で ある。 竹齋 物語が 寓言 を主ミ して ゐ 

ろに 對 して， 本書 は， 驛々 の 里數， 宿々 の 駄賃な さまで を 記して， 東海道 旅行者の 便に 供した 地理 書の 趣が ある • 所々 の 名所の 

由來 * 名勝の 景色 等 を ものべ、 その 間に 即興の 狂歌 や 俳句 を はさみ， 文章 も輕 妙で， 當 時の 人情 風俗 等 もよ く 現 はれて ゐる。 名 

所 記 中の 傑作 ミ稱 すべき ものである。 

圚錄 S- 第四卷 表紙 ^ 第 一 卷 本文の 最初  一 丁 表 § 第 六 卷十丁 表、 r 山 科より 京 まはリ 宇治 迄」 の 條の挿 繪上は 清水寺の 遠見、 下 は三條 

大橋、 右端の 僧形の 人物が 樂阿彌 

九、 二 人 比 丘 尼 (Ninin  Bikuni) 

作者 鈴 木 正 三 

體裁 美 濃 形 大本 二 冊 

出 版 寬文四 年 三月 山 本 九 左衛門 板。 翌五年 正月 松會 によって 再 板 • 更に 寳永七 年に 井筒屋より 三板 を發 兌して 居る • 


P 容 佛敎 小説で 七 人 比丘尼に 次いで あら はれた ものである. 下野 國 住人 須田彌 兵衛の 妻女が， 夫の 討死の 跡 を 弔 ひ 戦場に たづね 

て 行き， 野中の 堂に 宿った 夜， 數 多の 骸骨が 無常の 耿を唱 へて 踊る を 見て 發 心し， それより あたりの 家に 宿 を 求め， 其の 家 lt.H 

る 女の 身の上 話を閗 き. 共に 怫 道に 入る こと を 約した が， 程なく 其の 女が 病歿し. 其の 姿の 變り ゆく 樣を 見て 盆々 無常 を觀 じ， 

後禪 尼に 就いて 修業し 頓 悟す るミ いふ 物語で， 文章 も かなり 巧に 最も 小說 的に 出来て ゐる。 東 玻の九 相 詩 なぞから 喑示を 得た 處 

も 面白い。 作者 鈴 木 正 三 は 三 河 武士で あつたが 後 禪佾ミ なって 佛 敎を廣 めた 人で. 本書 中に も禪 的な 心境 をのべ た 所が 見える。 

園 お g 上卷  一丁 表、 本文の 最初 g 十三 丁 表、 須田彌 兵衛の 妻が 骸骨の 踊な 見る 挿衋 

、  一 0、 伽  鎵  子 (otogibsko) 

作 者 瓢 水子 松 雲 (淺井 了 意の 別號) 

體裁 美 濃 形 大本 十三 冊 

出 版 寬文六 年 三月 京 寺 町 通 圓福寺 前 町 秋 田屋平 左衛門 板。 元祿 十二 年に 再摺 し、 文政 九 年 正月 半紙 本ミ して 三 版 を 出して 居 

る。 

內 容 所謂 怪談 小 說の祖 である ミ 共に， 支那 小 說の飜 案 物と しても 有名で あろ。 支那の 剪 燈新話 ゃ剪燈 夜話の 中から， 抄出し jg 案 

し， 又 中に 我國 俗間 傳 へる 處の 怪談 奇談 を も 交へ. 十三 卷に 六十 四の 怪談 を 載せて ろる。 支那の 怪談 を飜譯 した ものである-か • 

それ 等 は 何れも 近世に 我國 にあった 事の 如く， 其の 地名， 時日まで も あゆ、 人物な^ は 勿論 日本化して 作られて ろる。 文き 亦簡 

潔に して 巧で ある。 剪 燈新話 は 足 利 末に は 我國に 移入 せられて 居り， 慶長 年間に は 翻刻せられ て 居る から、 了 意 は それ 等に 依つ 

たもので あらう。 此 書の 流行 ミ 共に 犬張子. 玉 櫛笥. 玉 箒. お 伽 百 物語. 御前 御伽 婢 子等 相次いで 世に 現 はれた。 

圖 錄 ^第一 卷四丁 表 序文の 1 節 ミ五丁 表 本文の 最初 g 第三 卷 十七 丁 裏ミ 十八 T 表、 牡丹 燈 籠の 條 の挿撙 
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浮世草子 は 天 和 二 年の 西鷂の 好色 1 代 男から 始まろ。 浮世 は廣ぃ 意味の 人生 をい ふので あろが， 狹く 言って 好色 ミ いふ 意味に も 用 ひ 

られ る， 即ち 當 時の 世相 を， 當 時の 人情 風俗 を * ありの ま、 に 描き出し * 言語 文章 も 古文 古語の 古めかし さ を 捨て、 • 自己の 日常の 言 

語 を 以て 寫し たもので ある。 內容 形式の すべてに 於て 新しい 所に、 浮世草子の 意義が あり 價値 があった ので ある。 

浮世草子の 種類 は、 大體 から 見て 好色 物， 武家物， 町人物の 三種に 分ち 得る。 好色 物 は 性慾 V.- 戀愛を 中心 ミ して * 遊里 や 劇場が 其の 

背景 を 成して 居る。 これが 元祿 時代に 歡迎 せられた の は 無理 もない。 町人物 は 金の 世界 を 描いた。 金 を 中心 ミ する さまぐ の 生活， 葛 

藤， そこに は元祿 町人の 半面が 痛々 しいまでに 描かれて 居る。 「とかく 浮世 は色ミ 金」 ミ いふ 諺 は * 浮世草子の 性質 を も 道破して 居る の 

である。 武家物 は 武士の 義理 ミ意氣 地 を 書いた ものであるが、 前 二者に 比して 生彩に 乏しい。 

浮世草子の 作者 ミ して は何ミ いっても 西 鶴-か 偉い。 彼 は 新しい もの を 創めて、 しかも 最も 偉大な 作 を 成し ミ けた 傑物で ある。 彼に 文 

藝 意識 あり やな さ、 いふの は 野暮で ある。 彼程に 元 祿人を 明確に つかみ 得た 作家 はない。 我々 は 其 處を味 はへば 良い。 好色 物 V』 しての 

一代 男 * 一代 女、 五 人 女， 町人物 ミ しての 日本 永代 覼、 胸算用， 何れも 傑出した 作で ある。 

西 鶴に 追隨 した 作者に， 北條圑 水、 月尋 堂， 西澤 一風、 錦 文 流 等が 居る。 是 等の 作家 は觀察 筆力 共に 西 鷂には 劣る が、 又 西 鶴に 炔け 

た 全篇の 趣向な e k いふ 方面に 特色 を 見せた 處が ある。 圍 水の 晝夜 用心 記、 日本 新 永代 蔵 • 月尋 堂の 今樣 二十 四 孝， 鎌 倉 比 事。 西澤 一 

風の 亂 陘 三本 鏠 * 傾城 武道 櫻、 丹前 能。 錦 文 流の 棠 大門 屋敷、 熊 谷 女 編 笠な^, 何れも 代表作 ミ稱し 得る もので あろ。 

I  、^好色 一 代 男 (Ksshoku  Ichidaiotoko) 

作者 井原西鶴 

體裁 美 濃 形 大本 八 冊 

出 版 初 板、 天 和 一 一年 腸 月 中旬， 大坂 思案 橋 荒 砥屋孫 兵 衛可心 板。 再 板， 半紙 形 本 八卷、 W 享四年 九月 中旬， 江戸 日本 橋靑 物町大 


津屋四 郞兵衛 板。 挿 翥は菱 川 師宣。 これ を 江 戶板ミ い， V 

內 容 世 之介ミ いふ 好色 男の 一代の 生活 を 描き， 七 歲戀を 知り 初めてから 世に ある 程の 戀 をし 盡し * 六十 歳の 時 * 好色 丸に 乘 じて 

女 護 島に 渡る まで を寫 した もの。 全卷 五十 四 節に 分れ， 一 節 を 一 年に あて 、五十 四 年間の 記事 ミ して ゐ るが、 全體の 有機的 構想 

を缺 き， 個々 の 說話を 世 之 介- /.- いふ 主人公 を 以て 連ねた もので あろ • 三 都 は 勿！！. 西 は 長 崎 東 は仙臺 まで， 諸國の 色里 を 描き， 

遊女 野郎 其の 他 種 々の賣 色の こ ミ. 及び 素人の 情事 を も 記して る る。 

文章 は 俳諧 的で， 簡潔 遒勁。 觀 察する さく 冷やかで * 當 時の 世相の 表裏 を ありの まゝに 描いて ゐる。 浮世草子の 最初の 作で、 し 

かも 傑作と 稱 すべき もの。 後の 浮世草子に 甚大の 影響 を あたへ てゐ ろ。 

圜 錄 ^第 四 卷九丁 裏 、「夢の 太刀 風」 の條 ^第 八卷 最後の 丁 裏 ゆ 第一 卷四丁 表 「け. しれ 所が 戀の は-". しまり」 の條 の挿撙 ゆ 第四卷 

十 丁 表、 「夢の 太刀 風」 の條 の挿繪 

一一 男  色  大  鑑 (Nansholcu  okagami) 

作者 井原西鶴 

體裁 美 濃 形 大本 八 冊 

出 版 貞享四 年 正月 大阪伏 見^ 服 町 淀 屋橋筋 * 深 江屋太 郞兵衛 板， 京 ニ條通 * 山 崎 屋市兵 衛^: 

內 容 本書 一名 を 本朝 若 風俗-、) もい ふ。 題名の 如く 男色に 關 する 小話 を八卷 四十 節に わたって 記して 居る。 その 中 初め 四卷は 一般 

士 民の 若道關 係を寫 し、 後 四 卷は歌 舞妓 若衆の 男色 を 描いた もので， 何れも 個々 別々 の 短篇で ある。 著者が 好色本から 武家物へ 

移る 過渡期の 作 V." して 注目すべき 作で ある， 

文章 は * 同年 刊行の 武道 傳來記 や * 翌年の 武家 義理 物語に 似通 ひ， 彼の 好色本 中に 於て は 駄作の 部に 屬 すべき もの ミ思 はれろ。 

た、 >其 の 内容が 衆道ミ いふ 特殊の 世界 を寫 し、 若衆 氣質念 者 氣質を 描く ミ 共に， 忠義 凰實 義理 等 を 重んじ 果は 心中に 到ろ ミ いふ 

樣な所 を 描いて ゐろ 所に 特色が あろ。 本書に は 彼が 署名 (鹤永 松壽の 印) の 上 序文 を 出して 居る 點が， 從來の 好色本 ミ 一 寸異ろ 
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所で あろ， 

圖 錄 ぬ 第六卷 表紙 S 第三 卷五丁 表 「編 笠 は 重れての 恨」 の條の 挿搶、 近 江 國筑摩 祭の 翥 § 第八卷 最後の 丁 裏 

三、 好 色 産 毛 (Ksshoku  ubuge) 

作者 雲 虱 子林鴻 

體 裁 半紙 本五册 

出 版 刊行 年代 不詳。 種彥は その 好色本 目錄に 「梓 彫の 年號は 見え ざれさ 兀祿 初めの 印本なる べし」 ミ言 つて 居る。 京都 和 泉 星 

弘 之刊。 

內 容 好色に 闢 する 短篇 を 各 卷に五 つづ、 (卷五 だけ は 四 篇)， 合計 二十 四 篇を收 めた もので， 筆致 はあく^い 描寫 がな く， かなり 

輕妙淸 新の 趣に 富んで 居る。 西 鶴の 亞流ミ して は， 傑出した 作の 一つで あらう。 作者 は 堀江 氏， 似 船 門の 俳人- /.- して 名高く， 「京 

羽二重 j. 「あらむ つかし」 等の 著が あろ。 自ら 好色本の 筆 始め ミ して * この 書に 産毛と 題した 由 を 序に 言って ゐ るが、 この 外に も 

なほ 浮世草子の 作が ある ミ いふ。 「花見 車」 によれば 書 翥 をよ くした さ  <フ で * 種彥 はこの 書 も 自筆 自 讒 だら うミ 言って るる。 

圖錄^ 序文 g 卷之 一の 本文  一丁 表 §； 卷之三 中の 挿繪 

四、 女 大名 丹前 能 (onnadaimys  Tanzenns) 

作 者 西 澤次郞 冠者 (西澤 一風の こミ) 

體裁 美 濃 形 大本 八 冊 

出 版 元祿 十五 年初 春 京 押 小路 麸屋町 金星 市 兵衛板 

內 容 同人 作の 御前 義經記 (元祿 十三 年 扳)^ 續篇ミ も 見ろ べき もので， 太郞 冠者. か 殿の 御前で 御前 義經記 を 讀んで 賞美に ぁづか 


つ. こ 故、 次郞 冠者 も 作って 見よ- プミ いふので， 丹前 能 を 作り 腰元 衆に 役々 を ふりつけ， 思 ひっき を 八 段に 辍るミ いふ 意味の 序文 

が ある。 各 章の 題目 は. 謠曲 をもぢ つた もので、 妻 戀舟高 砂から， 御 祝言 鶴龜に 到る まで 二十 八 章 あり * 詞句も 多く その 曲の も 

の をもぢ つて ゐる。 そして 全篇 を 貫く 主人公 は 丹前 之 介. 女 主人公 は 男装した 千代 之 介で * それの 樣々 な戀^ 葛藤 を， 各 章に 謠 

曲もぢ りに 描いて ゐる。 頗る 念入りな 構想の 割に は 印象が 乏しい 憾が あろ。 

園 饯 め 第一 卷目錄 の i  g 第一 卷十丁 裏 十一 丁 表、 「男色 生田敦 盛」 の條の 本文 ミ挿搏 

五、 錢な身 大福帳 (？ 5 ョ 3  Daifukuchs) 

作者 唯樂軒 

體裁 美 濃 形 大本 七 冊 

出 版 元祿 十六 年中 夏 • 板 元は， 京 ニ條通 三崎庄 兵衛. 江 戶黑門 町 中 野 孫 三郞. 大坂 平野 町 三 崎 半 兵 衛の三 名 

內 容 西鷂の 町人物の 系統 を 引いた もので. 町人と しての 立身の 道を說 いた 教訓的な 物語で ある。 世智 辛い 商 賫の波 を、 正直 ミ才 

覺ミ儉 約 ミ で 泳ぎ 切ろ 行き方 を 示した もので * 西 鶴の やうな 奇警 さも 文の 妙味 もない が、 所々 に 人 をうな づ かせろ 面白味が あろ。 

一 卷 から 五卷ま では， 立身 者の 物語 V】 して、 川 里 善 兵衛， 丁稚 市太郞 * 手代 久三、 肥 後尾 茂 兵衛、 ロハ 右衛門の 五 人の 商業 術 を 物 

語 風に 描き、 六 七兩卷 には儉 約の 實際 を敎 へる ために， 钣の 焚き やう. 薪の 割り やう、 鍋す みの 取 やうから * 油 土器， 鼻紙 * 塵 

紙， 盃 な^に 到る までの 德 用法， 紙屑の 拾 ひだめ のこ- /.- まで 七十 五條 ほ^の 實際 問題に ついての， へて ゐる。 誠に 立身 大福帳で あ 

ろ。 

圖 錄 g 第二 卷 表紙 ^第 一 卷 本文の 最初、 一丁 表 g 第一 卷四丁 裏 「貧 編 は 14 が 本」 の條の 2? 

1 1 


ニー 

六、 魏^ 棠 大門 屋敷 (Karaihi  Daimonyshiki) 

作者 錦 文 流 

體裁 美 濃 形 大本 五 冊 

出 版 寶永ニ 年中 夏 浪花 本 町  一丁目 書林 松壽堂 豐屋彥 太郞板 

內 容 淀 星辰 五郞の 事件 を 脚色した 作で * 江 戸屋 初 五郞ミ いふ 名に してる る • 江戶 星の 基礎 を 作り あけた 與茂 四郞、 その子 與茂九 

郎の 豪遊 や 金 雞の怪 事、 遊女 大橋 のこ ミ等を 前半に 描き、 與茂 九郞の 一子 初 五郎の 遊蕩-こ 忠義 手代 藤 七 ミの爭 * 珍 齋の死 獲の 出 

現から 江戶 屋の沒 落に 到ろ こミを 後半に 記し、 全篇 一 貫した 筋の 物語で ある。 

淀 屋の闕 所 は寳永 一 一年 五月と いふから， 其の 事件 を 直に 描いて 際物 的に 出した もので あらう。 

文章 は 西 鶴に は遙に 劣り、 西澤 一風な さよりも 劣ろ ミ思 はれる。 ぎごちない 漢文 風の 所 や， 四 六 文 風な 氣 取った 文章 もあって， 

すっきり しな い。 

圜 錄 め 第一 卷 一丁 表、 本文の 最初 め 第二 卷六丁 表 f 方便の 借 座敷」 の 條の挿 精、 與茂 九郞が 都の さる 上臈の 許に 忍ぶ 菡 

七、 晝 夜 困 心 記 (Ch5ya  Ysjinki) 

作者 北 條圑水 

體裁 美 濃 形 大本 六 冊 

出 版 寳永 W 年 四月。 板 元は * 京都 井筒 星庄 兵衛， 萬 木 次 兵衛， 江戸 日本 撟南 一 丁目 須原屋 茂 兵 衛の三 名に なって ゐろ。 

內 容 各 卷を六 つづ、 の 小話 をのせ てゐ る。 內 容は繁 平の 序に 『世間に 謀計 子ミ いふ 者， 僞を たくみ 辯 舌 を 以て 人 を 誑し， 金銀 を 

掠め奪 ひし 方便、 古今の 間 語り 傳 へし を、 三十 六 種に 書き つらねたり。 這裏虛 あり 實 あるべし。 唯 だ 民家 ffl 心の ために 記して， 

SA 僞繋 悟の 種に 編める 者 也」 と ある 如く， 騙 盗の 種々 相 を 取り あつめた 物語で ある。 


此の 書は棠 陰^ 事 以後 流行した 裁判 小說の 傍系 ミも 見るべき もので， 西 鶴の 作ミ いはれ る 櫻 陰 比 事に 次で * 其の 弟子た ろ 園 水の 

晝夜 用心 記の 出た の も 偶然で はない。 圑水は 西鷂の 筆致 を 摸して ゐ るが， 其の 才師に 及ばす， 奇警なる 點の 足りぬ 憾が ある。 

圖錄 g 第一 卷 序文 w 目錄の 一 部 ^ 第一 二 卷七丁 裏 「東 山 は 諸圃の 開帳 場」 の條 の揷繪 w 八丁 表 

八、 今 樣 廿 四 孝 (Imay5  Nijashiks) 

作者 月 尋 堂 

體裁 美 濃 形 大本 六 冊 

出 版 寳永六 年 六月" 板 元は， 江 戶通石 町 十 軒 店 野 田 太 兵衛， 京都 寺 町 二 條下ル 町 書林 善 兵衛， 京 萬 屋次郞 兵 衛の三 名で 

あろ。 

內 容 支那の 二十 四 孝に 摸して 作った もので， 孝行 者の 小話 二十 四 を 六卷に 分載した ものである。 作者の 自序に 「郭 巨が 子 を埋む 

無分別， 老萊 子が よい 年しての あいだれ、 是れ 孝行 ミは 合點 まゐら す， 爰 になき さま ある 俤を 文盲に 綺語 をつ ひやし かける 所の 

六 冊、 物 知った 人の 目から は， これ もほんの こミ にある まじ …… .一 ミ のべて ゐる 如く， 大體當 時の 世相 を 背景 ミ して * 作者の あ 

る ベ かしく 想像した 作り物 語で ある ミ思 はれる。 

作者 は 西鷂を 摸倣した 人で あるが * 其の 文 孝 は、 西鷂 のす る ささ も 奇警 さもな く， その代りに 平淡で 條理 ず： つて 居ろ 所 は， むし 

ろ 八文字 屋の 作風に 近いと いふべき であらう。 

圖錄 § 第一 卷三丁 表、 本文の 最初 ぬ 第三 卷四丁 表 「善 惡吹 わくろ 薄 原」 の條の 挿繪、 上 は 孝子^ 惣 次が 母に 孝養^ 盡す s、 下 は彌惣 次の 

事^ 訴人， して 自分の 命^ 助からう した 善 次郞が 却って 並木 松 右衛門に 殺される 翥 § 第一 卷 一 「世の 人の 篛山」 の條 の揷讅 

九、 文武 君が代 さ、 >れ 石 (Bumbu  Kimigayo  sazareishi) 

作者 石 別 子 

二 1ー 
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體裁 美 濃 形 大本 六 冊 

出 版 正 德ニ年 正月。 板 元は. 京 大黑屋 德十郞 * 柏屋勘 右衛門 * 和 泉 星 茂 兵衛， 江戸 小川 彥九郞 * 大阪 須藤權 兵衛. 瀨戶 

物屋傳 兵衛の 五名： 

内 容 一 卷に三 つづ ゝゃゝ 教訓的な 臭味 ある 武家の 物語 をのせ * 全卷 十八の 小話 をのせ たもので あろ。 各 話の S3 目の 上に 智. 孝. 義 

理. 勇-仁-情. 甲義. 又は 非- 惡 等の 印 をつ け. 又 序文に 「文 を 抉に 武を 袖に して- 心の 帶の むすび， 別ろ  >- 道 は 五つの 常の 

外な し. され さそ の 端 を さぐり， 此綺語 をつ ひやして、 八 百日の 濱の まさご を ひろ ふ もの か」 ミ のべて ゐる處 に， 作者の 意 阖 も 

想像 せられる。 文章 は西餛 に似て 簡潔で あるが， 平淡で 奇警 さが 乏しい。 

武道 眞砂 日記 ミ改 題した もの は 本書の 第 六 卷を缺 いた ものである。 

圖 ま 1- 第二 卷表紙 g 第一 卷  一丁 W?  二  丁 表、 序文の 終ミ 目錄。 、、の 圖だ け は 後 刷 本 ^寧した ので 初版に は 「時に 正德 二つのと. し 千代の 春 

うら、 かなる 日」 さしてた、 > 石 別 子の 印. たけ ある。 再版の^ リ年號 ^削 リ月尋 の 作ミ僞 つれので あらう 抓 卷ニ 十七 丁 表、 「京 信^の 棒 

ざ や」 の條の 挿繪、 溟人白 石 角 之亟ミ 角峙又 右衛門 ミ信國 の 刀に ついて 口論す る衋 

一 o、  £饥 齔 脛 三本 譴 (Midarehagi  sambonyari) 

作者 西澤 一風 

體裁 美 濃 形 大本 六 冊 

出版 享保 三 年 京 寺 町 通 四 條下ル 町 菊屋長 兵衛板 

容 ニ卷に 一 篇づ x 都合 三つの 女敏 打の 話 を 描いて ゐ も 當 哮 の實 際あった 事件に 取材した ものである。 第一 は 雪 M 公江の ff;=y- 

宗義 が， 女房お かん 及び 密夫池 田 軍 次 を 討 取った 話- 第 1 1 は 作州津 山の 小 出 重左衛 門が 女房お しゅん 及び 密夫倉 橋 藤 九郞を 打取 

つた 話" 第三 は 丹波笹 山の 出 石 勘 右衛門が 女房お かね 及び 密夭水 島 小 八郞を 打取った 物語で ある。 この 三人 S もに 武十； で 所謂 槍 

一 筋の あるじで ある 所から， 三本 鐽ミ いふ 題名 をつ けた ものである。 近 松の 鐽權 三重 帷子 もこの 第 一 の 話に 取材した もので あろ。 


ダ 


圖錄^ 第三 卷 表紙 剁 第一 卷  一丁 裏 i  一丁 表、 目錄 の終ミ 本文の 最初 ゆ 第二 卷 二十 丁裹さ 二十  一丁 表、 「うつ、 のかけ は、 し」 の 條の择 

or  4?1 玉 井 宗義、 小 林彌七 郎の兩 人が 大阪藏 屋敷に 出頭， して 仇 討の 許. し^ 乞 ふ 所、 左 は 高麗 橋の 上で 宗義が 女 敵な 討つ 所 


五 


八文字 星 本 は 系統から 言へば、 浮世草子の 中に 入るべき 性質の ものであるが、 其の 版元 や 書物の 體裁 なさから * 特に かう した 名で 呼 

ばれて 居る ので ある。 八文字 屋は 書肆の 名で ある" 淨 瑠璃 本 や 役者 評判記の 版元 ミ して 有名であった が， 元祿 十四 年に 傾城 色 三味線 を 

出版した のが， 八文字 屋の 浮世草子の 最初で ある- これ は 役者 評判記の 體 裁に 倣った もので あろが 好評 を 得た • 作者 は 江 島^ 磧 であ 

る 

江 島 其磧は 放蕩の 爲に產 を 失った 人間 だけあって * よく 世態 人情に 通じ. 趣向の たて 方に も 長 じて 居た。 彼の 作風 は 西 鶴 ミ近松 を 交 

へた 所が あり * 人情 を寫 して 精し く 文章 亦 流麗で あり. 秩序 整然 ミ して 諄々 ミ說く 所. 大に 時好に 投じた" 浮世草子の 作者 ミ して 西 鶴 

に 次ぐ もの ミ稱し 得られる。 

八文字 屋 本の 好色 物ミ して は、 傾城 色 三味線、 風流 曲 三味線、 傾城 歌 三味線， 野 白 S 證鑑 * 傾城 禁短氣 * 傾城 傳授 紙子 等が 有名で， 

町人物 ミ して は， 善 惡身持 扇. 商人： 卓 配團、 時代物 S して は、 百姓 盛衰 記， 西 海 太平 記 等が 有名で ある。 なほ 其磧の 始めた 氣質 物に は 

世間 子息 氣質、 世 問娘氣 質、 浮世 親 仁氣質 等が あって、 西 鶴の 浮世草子 以外に 一つの 新しい 試 を 出した ものである。 ねら ふ 所 は 息子 • 

娘 • 親 仁な さの 通有性 を 描く にある が， それ 等 を 誇張して 描き出して 居る 處に 面白味が ある" 

其磧は 八文字 星ミ 不和- /.- なって、 正德四 年から 享保四 年に かけて II 立して 出版した が， 双方 共に 不利 をさミ つて 遂に 又 合同した 其 

磧 以外に 八文字 屋 本に 筆をミ つた 作者に、 增田圓 水 • 多 田南嶺 なさが ある" 作家 ミ して は いづれ も 其磧に 及び難い 

一 、 ^よ $ 傾城 色 ミ味線 (Keisei  Irojamisen) 

作 者 八文字 屋自笑 (實 際の 作者 は 江 島 其磧) 

體裁 潢本五 冊 

出版 元祿 十四 年 麸屋町 誓 顧 寺 下ル町 八文字 屋八左 衛門板 


內 容 五卷を 京の 卷 * 大 坂の 卷， 江戸の 卷 * 鄞 の卷. 湊の 卷ミし * 島 原 * 新 町 * 吉原， 伏 見， 大津 * 奈良， 堺 * 播州， 下閼 * 長 崎 

の 各 遊里に つき * 各 卷先づ 遊女の 名 寄を揭 け. 次に 其の 地に 閼 する 遊女 を 中心-、) した 小話 を 載せて ゐる 八文字 屋 浮世草子の 最 

初の もの ミ して 注目すべき である： 西鶄の 好色本 ミ 同じく、 遊里の 內幕 を描寫 した ものである。 文章 は 西 鶴の 奇警 さ， 鋭 さを炔 

くが、 語格 整 ひ穩和 流暢で、 秩序 整然 首尾 ミ、 の ひ、 西 鶴の 如く 風俗 習慣 を 描く よりも、 人情 をう つす こミ 精密で あろ。 その 點 

で大に 時好に 投じた もので あらう， なほ 本書が 名 寄を揭 け、 癀 本の 形で あるな さ 役者 評判記の 奪胎 である こミを 示して ゐる 

園 錄 W 京の 卷四丁 表 g 湊の卷 最後の 丁、 刊訊は 再版の^ リ埋 木" して 改めれ ものに らう、 水 谷 不倒氏 に よれば 元騄 十四 年 八月の 刊行；， ^い 

ふが、 今 その 刊^ あろ 初版 本^ 見る 事が ぉ來 なかつ わ g 京の 卷 二十 八丁 表 「花 さき 實のも 玉の 舆」 の條の 挿絵。 東の 大盡が 太夫 花 K と 

なじむ 霱 

一一、 a 流 曲 三味線 (Furya  Kyokujamisen) 

作 者 八文字 屋自 笑. (實 際の 作者 は 江 島 其磧) 

體裁 横 本 六 冊 

出 版 寳永ニ 年 (從 來の說 では 贅永 七年ミ なって 居る が 二 年 出版 ミ すべき 證が あろ) 京 麩屋町 誓願 寺 下ル町 八文字 屋八左 衛門板 

內 容 浮世の 隙 を 空樽ミ いふ 大盡 が、 洛西双 ヶ岡の 草庵 を 訪れ， そこの 老翁 老婆に 好色 物語 を閒 く- 、- いふ 發 端で、 六卷を 通じて 大 

體 二つの 物語 を 中心 ミ して 諸 國の 好色の 話 を 描いた ものである" 先 づ持丸 長 入の 息子 藤 内， 手代 城兵 衛 * 入 顰和甚 を 中心 ミ して 

樣々 の戀の 葛藤 や， 敵 討の 話 を 記し * 第三 卷の 半ばから 以後 は 淀 星辰 五郎の 一件 を ミらへ 来って， 佐 渡屋竹 右衛門 ミ 遊女 あけ ま 

き， 竹 右衛門の 子 竹 五郞ミ 遊女 吾妻の 情事 を 中心に， 忠義な 手代 藤 七 V:- 惡 手代 勘 兵衛を 配して、 褸雜な 物語 を 描いて 居ろ。 色 三 

味 線に 比して 筋の通った 物語で ある 點が 特色 をな して 居ろ。 文章 は 益々 圓熱味 を あら はして 居る- 

圖 錄 ^第二 卷 本文の 最初 第二 卷四 十六 丁 表 「模槌 見て 樂 L む 後家」 の條の 挿繪、 藤內島 原の 太夫 高機ミ 別れ^ 惜む S 
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ミ、 錢傾城 禁短氣 (Keisei  Kintal 

作 者 八文字 星自笑 (實 際の 作者 は 江 島 其磧) 

體裁 潢本六 冊 

出 版 寳永八 年 卯月 中旬 八文字 星 八 左衛門 板" 文化 十二 年に 再^^ 

內 容 序文に 『水詈 S に 笹の庵 を 構へ， 頭 は？ 梳り て殘， なし. 居士 衣の 袖 を 仔細ら しく， 名簇？ ちき. 不斷は 

精 進鳄 あるに まかせて 魚 鳥 も あまさす、 座禪 の夢 さめて は 美 妾に いざな はれ. 留 木の 薰 たえで 佛 壇に は佛 もなくて 女の 骞 

を 掛け， 世に 有難き 女 道 門 を あまねく 說き廣 めて、 衆 道 門の 蕭 なろ 物堅き 宗旨 を 破し、 老若 共に 女の 道に 赴かせん I 庵 を 出 

で. 洛東水 禁道盛 S に 於て 一 七 曰の 說法は 何 I 難い 事で はない か」 if 讓騰の |を借 り 用 ひて. 滑 I り 

に， 或は 女 道の 衆 道に 勝る こミを 述べ， 或は 傾城の 短 氣を いましめ、 或は 傾城の 客 を あやつる 手管 を敎 へ. 或は 遊 S ，なろ 

方 法を f  、 詹 はま I しんで は 面白から t いひ. 或は S は 一見 不實の 如き も 誠 II の あろ こ I 語るな ミ 遊里 

好色の 表裏の 消息 を 精細に 物語って 居る" 八文字 屋の 浮世草子 ミ して は 傑作 ミ稱 すべき ものである- 

圖錄ほ 表 紙 g 第 一璧丁 の 表 g 第一 卷五 丁の 裏 r 女郎 方便の 一枚 I」 の條の 择繪、 新 色 居士の 說 法談？ る さま 

四、 世間 息子 氣 質 (seken  Mgukokatagi) 

作者 江 島其碛 

體裁 美 濃 形 大本 五 冊 

出版 正 德五年 秋 ひしゃ 治 兵衛板 

內 容 題號の 示す 如く， 當 時の 若者の 種々 相 I いた もので. 一 卷に三 つづ、 合計 十五の 息子 氣 I 描いて 居ろ 二  1 に 親 苦 努. 

子樂. 孫 貧乏の f 引いて、 息子が 親の 財産 をつ かひ はたす 現狀 をのべ、 息子の 惡 いは 親 の敎育の惡 い 故で ある ミ說 き. それよ 


り滑樓 交りに 樣々 の 息子氣 質、 或は 法衣 星の 息子が 軍法に 熱中す ろと か， 或は 僞 心中で 親 を 騙ろ 息子， 町人の 子ながら 醫者ゃ 儒 

者の 眞 似して 勘當 さる、 子息. 佾の眞 似して 果は馎 奕打ミ なる もの， 町人の 子の 角力 狂 ひ 等 を 描いて るるが、 氣質 物の 特色と し 

て， 類型的. 誇張 的な 描寫が 多く、 一種の カリカチュア 式な ものである。 西 鶴の 日本 永代 蔵 や 武家 義理 物語な さも、 一種の 町人 

氣質， 武 f" 氣質 をう つした もの ミ 見られぬ こミ もない が， それ 等よりも 一 層せ まい 範 園の 氣質を 描き * 滑稽の 中に 敎訓を 寓し人 

情 をう つして ゐろ點 が， 其 碛の氣 質 物の 特色で あろ。 本書 は氣質 物の 魁で， 世間 娘氣 質， 浮世 親 仁 氣質， 世間 手代 氣質等 相次い 

で 出版され た。 

圖 錄 § '第 1 卷 序の 裏 w 1 丁 表目錄 § 第三 卷 二十 丁 裏 11 十一 丁 表、 「勘 略 は 世帶藥 き、 過た 始末 形氣」 の條 の挿搶 

五、 御伽 名 題 紙子 (otogi  Nadai.kamIko) 

作者 江 島其磧 

體裁 半紙 形 本 六 冊 

出 版 元 文 三年 正月 京 寺 町 松原 上ル町 菊 屋七郞 兵衛板 

內 容 其磧 序に、 『正 真の 普賢 菩薩に もせよ、 江 口の 妓美は 若き 男子 共の 爲には 仇なる 遊君の 戯れ を 始め 置れ しょり 以来， 諸國 その 

所々 の 遊女に ほ だされ、 身代 を 潰し 樣々 難義 にあへ ろ 人， その 數限 なし …… ただ 恐るべく 慎むべき は 此の 遊與， 世の 血氣 なろ 若 

人の 異見の 種に、 上手 役者の 狂言に せし 名 題の 男^も を 集めて * 親父 達の 敎訓の 足代 V.- する ものなら し」 と ある 如く、 當 時の 名 

優の 演じた 好色 男の 物語 を收 めた ものである。 卷 一は 小 倉屋源 兵衛ミ 遊女 吉野， 卷ニ は椀久 ミ 松 山の こミ、 卷 11. 一は 萬屋助 六ミ遊 

女 揚卷. 卷 W は 山 崎與次 兵衛ミ 遊女 吾妻， 卷五は 松 崎. 丸 市の 兩人 マ-遊女 花咲， 卷六 は藤屋 伊左衛門 ミ 遊女 夕霧の 事 を 描いた も 

ので ある。 何れも 金満家の 大盡が 紙子 一枚の 境涯に 落ちぶれ るまでの 徑路 を， 滑稽 交りに 教訓 を寓 しつ 上爲 して 居ろ。 

圜 錄 g 第一 卷三 丁の 表 本文の 最初 g 第二 卷五 丁の 裏 >丄 ハ 丁の 表 、「大臣^ そ、 リに 揚屋の 正月 事 は 若水 上の 大さ わざ」 の條の 挿抬、 稅< か 

卯月 半に 正月 事. し ズ贅^ 盡. し 遊興す る 所 

一九 


二 〇 

六、 鎌 倉 諸藝 i« 曰 記 (Kamakura  shogeisaenikki) 

作 者 八文字 屋自 笑. 其 笑 合作 (實 際の 作者 は 多 田 南嶺ミ いふ) 

體裁 美 濃 形 大本 五 冊 

出版 寬保 三年 正月 麩屋町 誓願 寺 下ル町 八文字 屋八左 衛門板 

內 容 題名 は淨 瑠璃の 縑倉袖 日記 を 借った ものであるが、 內容は 全く 異 つて、 鎌 倉 將軍賴 朝の 御前に、 土肥實 平， 朝 比 奈三郞 * 北 

條時 政， 和 田義盛 等の 宿將が 集まり、 各々 一條 づゝ 滑稽 談を 物語る とい ふ 趣向に なって 居る。 この 趣向 は 八會記 な^から 得た も 

ので あらう ミ いふ。 一 卷三 つづ、. 合計 十五の 小話から 成り、 何れも ー藝 にす ぐれた 者^も が， 奇癖 を 有して 失敗す ろ 笑話で あ 

る。 

本書 は 從來の 八文字 屋 本に 比して 頗る 異色が ある" 從來の ものに も 滑稽の 味 は ひ は あるが， 其磧 な^ は 人情の 機微 を 描く こミを 

主ミ して ゐ たもので あろ- しかるに 本書 は 其の 文章 叙述の 滑樓を 以て 人 を 笑 はせ るこミ を主ミ して. 人情の 穿ち を ねら はない 所 

に 特色が あろ。 これが 乂 時好に 投じて、 大系 圆 蝦夷 話 や * 敎訓 我儘 育 等の 類似の 作が 世に 行 はれた。 

園 錄 ^第三 卷四丁 裏 S 五 丁 表 、「比丘の 五 百 成 は 芝居の 看板」 の條 の挿繪 が 第五 卷 最後の 丁 


赤本 • 黑 本 • 靑 本 

赤本. 黑本. 靑本は 何れも 江戶に 於け る文學 である * これ ミ 次に 現 はれる 合卷を 合して、 草双紙 ミ 呼ばれろ. 赤. 黑. 靑. 黄 は， 其 

の 表紙の 色から 出た 名で ある。 體裁は 半紙 二つ 切りの 紙に 印刷した もので * 1 册 五枚ミ 定まって 居ろ 

赤本の 前身 は 所謂 本で， 唐 ^ 表紙の 繪 本であった が， その 表紙が 丹 表紙 ミ なった のが 赤本で ある。 小兒 玩弄の 繪 本で， 繪 解きの 

詞が 入った もの、 內容は 桃太郎 やかち く 山 や 金-牛 淨 瑠璃 な^を * 讒 本に 仕立てた ものである。 この 表紙が 享 保の 頃から 黑 表紙に 變り 

出した もの を 黑本ミ いふ： 內容は 赤本 式の もの、 他に * 軍記 物 * 敵 討 物， 妖怪 物 等が 加 はった が * 依然 ミ して 婦女 幼童の もて あそび も 

のであった。 寳曆の 頃に 到って 表紙に 薄萠黃 色 を 用 ひそめてから 靑 本の名が はじまり， それが 靑 みのす くない 黃色 表紙 ミ なって 黄表紙 

の 名が 起った。 今日で はすべ て 褪色して 黃に 見える が， 表紙の 折込な さに たまに 靑 みを存 する ものが あろ 一 そして 德川 時代に は 黄表紙 

もも 靑本ミ いふ 名で 呼びなら はして 居た ので あろ。 

草双紙の 發 達に、 赤黑本 時代 • 黃 表紙 時代， 合卷 時代の 三 段が 見られる。 赤黑 本に 就いては 前にの ベた。 所が 安永 四 年 戀川春 町の 金々 

先生 榮花 夢から. 其の 內容 に當 世の 洒落が 加 はり. 滑稽 諧謔の 味が 中心 ミ なって. 大人の 慰みの 讀物ミ なろ 傾向が 開かれた。 この 作 は 

靑本發 達 上に 一線 を 劃した ものである。 この 傾向 は 急 劇に 發 達して， 安永 天明 時代 は 洒落と 滑稽 ミ 時事 諷刺 ミが 中心 ミ なり * 輕快 奇警 

を縱 潢に發 揮す る もの ミ なつた- 寬 政に 入って 作風 亦 一 變 して 敎訓 物と なつた- 京 傳の心 學早染 草が その 魁で ある" これ は 松 平定 信の 

風紀 振肅の 結果で あろ かくて 黄表紙 は 洒落 を 失って * 再び 以前の 物語 的な もの ミ なり * 寬政七 年の 頃から， 銥討 物の 流行 ミ なった の 

である。 

黄表紙の 作者 S して 有名な の は、 戀川春 町， 朋誠堂 喜 三 二， 市場 通 笑、 芝 全 交、 唐來三 和， 山 東京 傳， 式亭三 馬な^で ある。 これ 等 

作者の 輕 妙な 文ミ， 繪の 面白さ ミ 相俟って * 一時の 流行 をな したが * 遂に 續き 物の 合 卷に壓 倒されて しまった 

二 一 


ニニ 

一 、 ^待^ とん さく 新地 口  (Tonsaku  shinjiguchi) 

•  とき 

作者 未  詳 

體 裁 一 册 (五葉) (赤 本) 

出 版 己の 年 (寬延 二 年か寳 1  曰 十一 年 かで あらう) 通 油 町 村 田 屋治郞 兵衛板 

內 容 題名の 示す ひう に、 地口の 頓作を あつめた もので， 四十の 地 口を出し， それに 各々 盡を 入れた ものである。 地口 は謠 曲、 古 

软 等の もぢり ケら、 諺、 人名の もぢ りな さまで あるが、 その もぢ りの Hi が 頗る 面白い： 赤本 v 一して 一寸 珍ら しい もので あろ。 

圖彔 g 表 欲 ^三 丁 裏 ミ四丁 表、 雀の 千萆、 舟 ケしぞ 思 ふ、 長々 の 一-浪人 等の 地口 

一一、 今 檬 女 景 清 (Imays  onnakagekiyo) 

作者 柳 川 桂 子 作 鳥居 淸經讒 

體裁三  册 (黑 本) 

出版 安永 五 年 通 油 町 鶴屋喜 右衛門 板 

內 容 ^暮の 妖術 を 使 ふ 越 中前 司 盛 俊、 日向の 勾 當を裝 ふ惡七 兵衛景 淸の兩 人-か， 賴朝を つけねら ふ 話に はじまり、 景淸が 岩 永 や 

wi- に 見 あら はされ， 盛 俊の 妖術で 遁れ るミ、 景淸の 妻の 阿古 屋ミ人 丸が 岩 永に 桷 はれ. 畠 山 重 忠の琴 貴め ミ なり、 梶 原の 阿古 

星への 黃戀 慕から 阿古 屋 親子 入牢と なる- 危き 所へ， 淸水觀 音 示現 ましまして. 親子 を 救 ひ 給 ひ， 二人 は 重忠の 情に て 許さ ォ 

景淸は 梶原を 殺し、 賴 朝の 衣 を豫譲 もさき に 切り裂く。 盛 俊 は 江 馬 小 四 郞に撺 はれる ミ いふ 筋で. 荒 唐な 物語で， よく 黑本ミ い 

ふ もの 、性質 を 示して るる" 

圖塞 § 表 紙 ゆ 第三 册ニ丁 裏 ミ三丁 表、 淸水觀 音の 利益で 牢が 自ら 被れて 人 丸 は 助かり、 殺さう- W. しれ 岩 永に 兩眼 潰れ、 梶原 大きに 驚 

いて &ろ圜 


三、 金々 先生 榮花夢 (Kinkinselsei  Eigwa  no  yume) 

作者 戀川春 町 (作竝 に 翥) 

體裁ニ  册 

出版 安永 四 年 江 戶大傳 馬 M  一丁目 鱗 形 星 孫兵衛 

內 容 片田舍 の 金 村屋金 兵衛が 江戸へ 出て 志 を 立てよう ミ， 目黑 不動まで たさり 着き. 其 處の粟 餅屋に 入り * 餅の 出來 あがる まで 

锊寢 をして 居る 中に * 夢に， 和泉屋 淸三ミ いふ 金満家の 養子に 貰 はれ、 それより 奢り 出して， 吉原ゃ 深 川で 大盡 遊び を 極め、 次 

第に 手元 不如意， じなり， 品 川に みす ほらし い 姿 を 示す やうに なり， 遂に 淸 三の 怒に ふれて 追 出され、 途方に 暮れて 目覺 める ミ， 

漸く 粟 餅の 出來 上った 所であった ミ いふ， 廬 生の 邯鄲の夢 をもぢ つた 作で あるが、 すべて 當世 虱の 寫實 S し， 今樣の 洒落 をつ く 

すミ いふ 所に、 靑本發 達 史上に 一 線 を 割した 新し 味が ある。 

『うつち つて 置け 煤拂に 出よ、 丄 ミ か 『ィキ マ 力 ニイ ケクコ 力 クラ マ コ チケナ コ ト ィキッ ケ テク コ ンケナ J な-?/ 當時 流行の 通 言 

や はさみ 詞 なさ 挿んで ゐ るの も 面白い。 

圖 録 ^上卷 表紙 §；1 丁の 表、 自序 g  二  丁の 裏、 金 兵 衛が粟 餅屋の 奥座敷で 一睡. して ゐる圖 

四、 SKitS 楠 無益 委記 (Kusunoki  Mudaiki) 

作者 戀川春 町 (作竝 に 蠭) 

體裁三  冊 

出版 安永 八 年 

內 容 『長生 見 度 記」 二 夫 從以來 記」 ミ、 もに 三 未來記 ミ 稱 せられ、 此書 その 先驅 をな した ものである。 題名 は 楠 未来 記の 洒落。 捶 

端な 想像に 滑稽 を 交へ て、 未来の 有樣を 龕いた もので， 大 通の 羽織 は 三尺 八寸 五分、 ひも は 踵へ と、 > き， 四ッ 手籠の か はりに 

二三 


二 四 

ッ 手車 出来 * 地震 空で 傜 つて 雷 地の 底で 鳴り， ばら 桑歲萬 樂ミ唱 へ るな さ , 洒落て ゐ る： 「坊主 天下 はれて 女郎 を 賈ひ俗 はか へ つ 

て 陰 馬を賈 ふ」 「新 惡原を 開いて 男郞を 出す- やりてば 、ァ はもら ひて ぢ  >- イミな り 禿 をぶ ろか ミ 呼ぶ』 『江戸 節 もま だ，/ \ ひくし 

ミ 高く ミ まって 神 樂催馬 樂を諷 ふ。 (何だか 御 法事に あ ふやう であります) (ィョ く 眠い ミ 申します ヒ 『陰 馬の 切 見 世 出来る， 年 

の 寄った を はけ ま V.- 呼ぶ。 (これよ つてい きな はれ) (よっても 大師な けれ さ、 まだ 弘法 へ 行く 處が あろ)】 等 頗る 人 を 喰った 而白さ 

である e 

圖錄川 八丁 裏ミ九 丁の 表 P 三 丁 裏 w 四 丁 表 

五、 鶴 鵡 返 文 武 二道 (omugaeshi  Bumbu  no  futamichi) 

作者 戀川春 町 作 北 尾 政美翥 

體裁三  册 

出版 天明 九 年 江 戶通油 町 蔦屋重 三郞板 

內 容 天明 八 年 朋誠堂 喜 三 二 作の 文武 二道 萬 石 通が 非常な 大 流行であった" め、 同じく 松^ 樂翁 公の 新政 を諧譃 的に 諷した 趣向 を 

以て、 萬 石 通の 後篇-二 も 見ろ べき 作ミ した ものである" 題名 も 文武 二道の 驟 S 返しの 意で ある" 

話の 筋 は、 延 喜の 帝が 臣下の 奢侈 を 直さう ミ思 はれ、 身 を 以て 範を 示さん と 茶 宇 縞 やさん ミめ 縞の 衣 を 召され (樂翁 公に 擬 して 

.ゐ る)、 政事 は菅 秀才に、 武術 は義 家、 爲 朝に、 馬術 は 小 栗 判官に 命じて 臣下 を敎 へさせる- 俄に 風儀 變り、 公家 も 木刀の 千 人 打 

や、 胄に 見た てゝ 茶碗 星の 鉢 を 射たり な^し、 馬術の 稽古 ミ いって は芳 町の かけ 馬に 乘り、 遂に は 往来の 女房にまで 乘るミ いふ 

脫線" そこで 文事 をす V め 大江廣 元 を 召して 九 管 鳥の 詞を敎 へしめ る。 文武 揃 ひし 御代 ミ なって 鳳凰が 來儀 する ミ いふ 頗る 滑稽 

な 時勢 諷刺の 漫蠭 的な 作で ある。 

園錄ゅ 中卷 表紙 W 十 三 丁裏ミ 十四 丁 表、 延 喜の 聖主菅 公の 賢 菌 房の 大儒 合體. して 學^ 勸 めれ ので、 上下 文な 心がける 翕 


弋、 lifiS  、ひ學 早染草 (shingaku  HayaNomegsa) 

SIS ム。 養 f  I 

乍 者 山 東京 傳作 北 尾 政美蠭 

體裁三  册 

出版 寬&;  二 年 江 戶大傳 馬 町 大和 田 出店 板 

內 容 一 編の 趣向 は、 人に は 善魂惡 魂が あって、 善惡 の 所業 をさせる にか も 人が 本心に あろ 間 は善 魂よ く 惡魂を 制すろ 力 T 

I  ^ んこ 3 安：、」 と E しう して m 魂 こ乘ぜ られぬ やうに せよ ミの理 を. 善玉 惡 玉の 繪^ に 面白く 

を 失 ふミ惡 魂が 勢力 を ふる ふ 故に 人た る 者 は、， -を 正しう して 惡魂 I 芽せ わす：  , ' 

書き あらよ した もので、 當時 流行の 心學 によった ものである. - 作者 は 序に S 双紙 は 理屈 臭？ 嫌 ふといへ f 今 その 冒く 

I！ 一  趣向と なし、 in  §ii  1011  011 

一新 虱 をた てた ものである。 話の 筋 は、 目前 蠢兵衛 の 一子 理太郞 が 晝寢の 間に、 謹が 善玉 I 出し， それより 理太郎 の 女郎 

0!  ififif、  00iiii2i, 道薩 謹茅場 町 

こ、 い 學の講 筵 を 開いた 中 澤道ニ 翁 をもぢ つた ものである" 

-.  ^  Lr?  m--^i^n» 夜半 目 ざめ て 後悔. し 家に 歸 らう さす も 時、 悪玉 は、、 れ^ 5 止め 善 

圈錄 }0 下卷 表紙 あ 五 丁 裏 ミ十丁 表 理 .KBRlss.lls-slnlluf  13 こ 

玉 は 家に つれて 歸 らう ミ引 張り合 ス霱 

七、 £IM 稗 荧億說 年代記 (KusaN5shi  Kojitsuke  Nendaiki) 

作者 式亭 三 馬 (作竝 に翥) 

體裁三  冊 

出 版 享和 三年 江 戶本 材木 町 西 宫新六 板  , „  l?f 

9 容 草双紙の 年代 I す i を 中心 ミし て. 磨 自ら 讓 8 を 摸し， 又 豪 S 子 t 傳へて 示した ものて あろ 全， 趣め 

1 1 r 


二 六 

はお 伽草子 以来 人口に 膾炙して るる 鉢 冠姬の 物語 を V』 り， それ を 各 T, 順次に 古代の 作家から 當 代の 作家へ ミ * 其の 龕 風 作風 を 

摸して 書いた ものである" それ ミ 共に 草双紙の 知識に 資すべき もの， 例へば 地 本 問屋 目印、 戯作者 名 寄 * 倭 讒師の 名盡. 名作 靑 

本 略記 ミ して 一 一十三 部の 傑作 を あけな e してる ろ" この 作 は 天明 三年の 草双紙 年代記 (岸 田杜芳 作) の 影響 をう け， それに 倣って 

一 工夫 こらした ものであって * 「又燒 直」 は その 意 を 示した もの ミ思 はれる。 草双紙の 變遷を 一目の 下に わかる 樣に H 夫した 所. 

參考ミ すべき ものが 多い- 

圖 錄 g 十四 丁 裏 ミ 十五 丁 表、 右 は 春英左 は弒翠 齋の衋 風^ 摸 L れ ので 寬政 末から 享和 初年の 作風 ^三 丁 裏 ミ四丁 表、 菱川吉 兵衛の 籙匦竝 

に 當 時の 作風^ 摸. しれもの 


洒落 本 は寳曆 頃から 行 はれて、 化 政 度に 專ら 流行した 遊里 文學 の生粹 であって、 その 特色 は 吉原ゃ 深 川の や、 フな 色里の 狀況を 寫實的 

に 描破し、 又 こゝに 遊ぶ 人々 の 風俗 心理 を 鋭く 穿った 點 にある" 全文が 狂言 本式の 會話體 に 書かれて ゐる こミ、 * 體 裁が いづれ も 小 本 

で、 中には 雅致 あろ 唐本 仕 立の ものが 多く、 序跋 共に 洒落 氣ミ 銜學的 臭味 ある こミも その 特徵 である 

世に 脔篛 本の 稱 あるの も その 形が 類似して ゐ ろからで あろ" 

かう した 片々 たる 文學 は、 すべて 浮薄な 時代の 波に 動いた 粹. H 墨客の 遊戯 氣 分から 生れた もので、 文 學上第 一 義の價 値 は 認められな 

いが、 その 純然たる 寫眞の 筆致 ミ， 犀利な 觀 察の 眼の 上に 唯一な ものが 存 すろ" も ミ江戶 に 行 はれた 歌舞伎 臺 帳の 拔書小 本に 摸した も 

のだミ いはれ てゐ るが， その 樣式 にさ こ-/】 なく 臺 帳の 句 ひがす ろ。 

この 起源 は寳曆 六年大 阪に聖 遊廓が 出で， 江 戶に異 素 六帖が 現れた の を 嚆矢ミ する が， それ 以前に も享保 十三 年に 兩 BJ 巵言の やうな 

同體 裁の 細見の 書物 も 出て るるから、 强ち 卒然 ミ して 世に 行 はれた もの ミ は斷定 出来ない 鬼 も 角 も 京阪 江戶 同時に 同樣の 作物が 出た 

ので あるが， すでに 東漸し つ、 あった 德川 文學の 趨勢 ミ， 今一 つ はかう して 諷刺 ミ 洒落 ミを 生命 ミ する 文舉 内容が、 江戸 人の 性格に 觸 

れる點 が 多い 故 か、 遂に 東都の 地に 繚亂の 美を呈 したので あろ： 殊に 山 東京 傳の 奇才 は 洒落 本の 世界に 自在 無碍の 活躍 を 示した が， 寬 

政 三年の 禁令 は これらの 輕 佻な 內容を 厳重に 封鎖した ので 作者 も 作品 も 共に 凋落し， 寸鐵人 を 刺す 潑剌 たる 筆 も、 方向 を轉 じて 敎訓人 

情 を 旨- /.- する 平板な 績 き物ミ 化し 去り、 後に 來る爲 永 春 水 一 派の 人情本 を 胚胎す ろ や- フに なった ので ある 

一、 泉 臺 冶 惰 (sentaiyajs) 

作者 樗故齋 

體裁、 小  本 一 W 

出版 不  詳 

二 七 


二八 

內 容 これ は 上方の 洒落 本で、 寬延ニ 年 大晦日の 序が ついて るる〗 俳優 中 村 松 江が 病死して. 冥土から この 世の 顧客へ 送ろ 手紙の 

文章に なって るる" 閻魔 王が 松 江ミの 別れに、 名殘を 惜んで 愁歎に くれたり、 阿 彌陀が 金色の 顔に おしろい をぬ り、 莲葉染 の 道 

服 姿で 現れたり する 趣向 は 頗る 奇拔 である" 地獄 めぐりの 趣向 は 西鷂の 小夜 嵐な さの 作意に よった ので あらう が， これ は 滑稽な 

漢詩， 和耿、 俳句 を 交へ て 多少の 寓意 も砜 はれる。 

普通 洒落 本の 鼻祖 ミ よばる、 『聖 遊廓 j  (寶 暦 六) は、 この 害の 趣向に 喑示を 得て ゐる こミは 明かで， ミも かく も粹 W の 發祥地 は 

上方に 求めなくて はならぬ やうで あろ 

作者 樗故齋 は 何人 かわからぬ。 

圈錄 g 序 文 W 發端第 一 丁 

一一、 異 素 六 帖 (uorokuj5) 

作者 中 氏嬉齋 

體裁小  本 二 冊 

出 版 贅曆六 年 正月 板 

內 容 江戸 洒落 本の 濫觴 ミ して 有名な もので あろ， 名 題は義 楚六帖 のもぢ りであって， 上卷に 儒者， 歌舉 者， 佛 者の 色道 論 をのせ 

て ゐる點 は、 同年 六月に 出た 上方の 聖 遊廓に 類す るが、 趣向 筆意 共に 後者 ほさの 妙味 はない。 下卷は 『太夫の 揚屋 入」 「工面の あ 

しき 女中」 な e いふ 項目の もミ に、 一 々挿 讒 をのせ 輕 妙な 短評 を 加へ て ゐるノ 例へば、 「俄に 客のへ つた 女郞」 ミ 題して、 空山不 

見 人、 伹間 人語 響， -じ王 維の 詩句 を 書き、 更に 『あまりて な^か 人の こ ひしき」 とい ふ 歆句を 添へ てるる。 

作者 中 氏 嬉齋は 書家 澤田東 江の こミだ ミ蜀 山人が 麓の 塵に しるして ゐる。 序 者 無々 道人ミ あるの も 同人で ある。 

圆錄 W 表 紙 ^± 亍裏ミ 士-于 表 g 序 文 


I 一一、 港 子 放言 (Yluhlhsgen) 

作 者 田舍 老人 多 田 爺 

體裁小  本 一冊 

出版 不  詳 

內 容 刊行 年月 は 不詳で あるが， 明 和 七 年頃の 作ミ いはれ てゐ る。 著者 田舍 老人 多 田 爺 は， 多 田屋利 兵衛ミ いふ 者 だ ミ平秩 東 作の 

莘夜 茗談 にしる して ゐろ" この 粹 害が 大きに 流行した ので、 後に は 書肆 須原星 市 兵衛の 手から 譲りう けて 作者 自身が 寶 出した ミ 

いふ こ 7; である。 いふまで もな く锾 子方 言の 洒落で、 すべてが 江戶吉 原の 寫 生で ある- 

中の 町、 夜の けしき *  .W の ほさ 更 ての 體、 しの.' め 頃， ミ いふ 見出しが ついて ゐる。 當時 流行の 自稱 通人の 嫌味な 樣子を 描破 

して、 諷刺の 意 を、 さ こまで も寫實 風な 會 話で 利かせて ゐる あたり は、 後世 洒落 本の 典型の やうに 推賞され るの も 強ち 無理で は 

ない。 

騸錄^ 序 文 ^本文 


TOI、 穿 當珍話 (sentoohinwa) 


作者 不 


詳 

本 一 冊 

出版 竇曆七 年 書林 汲 古堂、 滄浪亭 、 文 英堂ミ あり。 

內 容 これ は 上方の 洒落 本で 寶曆七 年 正月の 板 行で、 有名なる 聖 遊廓の 翌年 世に出た 譯 である。 素より 明の 小 說剪燈 新 話に よった 

名稱 であろ が、 三 馬の 船頭 深 話よりも 遙に 先立って ゐる" 序に 八幡 大名 又は 黑白 主人の 名が 見える が 何人 かわからない。 文^ は 

すべて 京阪の 柔らかな 會話體 で， 語呂. 口 合の 先生の ミころ へ 弟子が 集って 口 合の 稽古 をす るミ いふ 筋に なって るろ。 000 

二 九 


三 〇 

(老少) 不定の 世の なら ひ j 『隠元 (綸言) 汗の 如し」 な^い ふ銜學 的な ろ もの も 交って ゐ る。 並木 正 三-か 芝居で はやらせた トコ キノ ヤノ ハ 

ノ モノ ミぃ ふ寳馨 三年の 疫病の 呪文が 載って るろ のが 目につく、. この 霄比言 指南 ミ 題した もの も ある 

園錄^ 表 紙 网序 文 卿 最後の 一一 十一 T 裏 ミ奧附 

五、 世 說 新 語 茶 (sesets  shingoza) 

作者 大田南 畝 

體裁小  本 一冊 

出版 不  詳 

內 容 世說 新語 補 をもぢ つた 唐本 じたての 小册 で、 新語 茶 は 新 五 左 ミの音 通で ある 安永の 板 本で， 江戸 上野 山 下、 深 川， 音 羽、 

谷 中 いろはの 遊里の 諸相 を 描いた もので、 登場人物 も田舍 武士、 坊主 客な さそれ ぐに 地方色 を 配して ゐる。 

序に 「今 山の手の 馬鹿 人が 著す ミころ の 一 篇 は南繚 一片に まさる こミ 遠し j 云々 ミ 書いて ゐる。 馬鹿 人は蜀 山人 大田南 畝の S 名 

なるこ-こ はすで に 論定 せられて ゐる。 

圈 錄 ^見返 ミ 序文 ^本文の 最初 變 語の 條の開  一丁  W 坊 客の 條の開  一丁 

六、 仕 驟 文 庫 (shikake.bunko) 

作者 山 東京 傳 

體裁中 形 本 一冊 

出 版 寬政 三年 江 戶蔦屋 重 三郞板 

內 容 大礒 風俗 ミ銘 うって 有司の 眼 を ごまかし， 文治 長久の 昔ミ筆 をお ろして ゐ るが、 讀み もて ゆく ミ、 會我 十郞も * 朝比奈 も， 

悉く 文化 文政の 通り 者 や 遊び人で あろ。 『青砥 屋 にて 藤 綱 さま まるる j ミ いった 文句が 至ろ ところに 出て 来る。 


『し. A し 文庫 ミ いふ は 子^もの 着換を いれても たせて 來る 文庫な り。 大礒 にも 着物 をし かけ ミ いふ】 ミ あるので 外題の 由来が ォカ 

る 

寬政三 ¥ の 出版で、 その 爲に 京傳は 厄に 遭 ひ、 作者 ミ しての 方向 を 敎訓讀 本の 方へ 轉 じたので あ 7- 

體货 ま. 中 本に 近い 大形な 洒落 本で， 形の 上に も 過渡期の 姿 を 示して ゐろ。 

園 録^ 表狨 見返， し ^ 本文 最初の 開  一 丁 

七、 IF  妓 絹 蘢 (shsgikinuburui) 

作者 山 東京 傳 

體裁小  本 一冊 

出版 寬政 三年 江 戶蔦重 板 

內 容 これ は 京 俸が 幕府の 忌諱に 觸れ、 £5 十日の 刑 をう けた 洒落 本で、 仕 I 庫、 錦の 裏と 同じく 寬政 三年の 出版で ある" 妃 

妓を 將棊に 洒落れ たと ころが 趣向で あるが、 筋 を 梅 川 忠兵衛 に 採り， 大阪新 町 を その まゝ吉 原も^ きに、 作者 一流の 筆意で やつ 

てゐ る。 近 松 6 作品 ミは閼 係な く、  ロハ 身重に なった 梅 川が 忠兵 衛 ミニの 口村へ 匿す るミ いった 程の 博 もない ものであるが、 會 

話に はすで に 人情本 式^ r ころが 現れて ゐる。 lc  i の ゆく ま、 かきつ、》 り、 色情に 身 を？？ もがら の- すこし は戒 

ミ もなら んミ 蔦の 唐 丸が もミ めに まかせ j  、云々 ノ ミ敎訓 の 一 一字に かくれて ゐる ミころ が 皮肉で ある 

圔錄^ 表紙 超塞 ^ 目 錄及發 端 ^挿 衋 

八、 猫 謝 羅 子 (Nekojatshi) 

作者 正德 馬鹿 鞾 

體裁小  本 一冊 

1  一二 


三 二 

出版 不  詳 

內 容 これ は 本 所 猫 茶屋の 世界 を 穿った 洒落 本で、 未の 舂ミ あるの は寬政 十一 年の 板 本ミ思 はれら 序に 馬 琴 門人 くわいら いしま 

署 して ゐる點 から、 馬 琴の 戯作で あらう ミの說 も あるが， 一名 正德 馬鹿 輔は 狂趺師 東西 菴 南北の 匿名で ある。 南北 は 朝 倉 藤 八と 

よぶ 剞劂師 である 挿 讒も正 德衋ミ してる るから 自衋 であらう。 この頃 は 馬 琴 も 作家と して 旣に 相當の 著作 も 出して ゐ ろから， 

曲亭 門人の 語 も强ち 不自然で はない。 本 所の 色 茶屋 通 ひの 粹客ゃ 半可通 を點 出して 何の 趣向ら しい もの もない 寫生 である。 

圔 錄 g 序の 六 丁目 開 ^序 文 ^本文 發竭 

九、 家滿 安樂 志 (Yamaarshi) 

作者 柳 亭種彥 

體裁小  本 一冊 

出版 不  詳 

內 容 山 あらし は 柳 亭種彥 の 唯一の 洒落 本で たつの 春- /.- あるから 文化 五 年の 作ミ 認められる。 表に 山 あらしの 看板 を揭 けて、 內 

に は 猪 一 蹄 をつな ぐ 見世物 はこれ この 册 子の 如し ミ 作者 は 卑下して ゐる" 趣向 はすべ て 草双紙 風で， 奇拔 な觀察 もない が、 和漢 

の 故事 を つらねた 凝った 書き出し ミ、 茶屋の 段、 かこ はれの 段、 淨 るり 菜 葉 蝶ミ三 段に 書き分けた 正本 製の 趣向 ミは、 よくこの 

作者の 氣質ゃ 好み を 現 はして ゐ る" 

終りに 『この 小 册ぉ氣 に 入り 書房の 米 匣 を- フる ほさば、 後篇 はいかな ろ こミゃ 書く。 こ、 で 仕舞 ふが ナソレ 狂言の 山お ろし J ミ 

ある 通り、 筋 は 完結して ゐ ない" 

團錄 § 表紙 SI-  W 發 9 


讀  本 i 

元 綠享保 頃の 小說 は、 大抵 近代の 俗語 を 用 ひて、 現實の 人間 や 社 會の寫 生 を. 試みた ものであるから. 常時の 漢擧ゃ 國舉と は， 殆ぞ 

沒 交渉であった。 また 漢擧ゃ 國舉の 方で も， 小説の 內容ゃ 文體の 方面にまで， 甚大なる 感化 を 及 ほす 程に は、 その 研究が 進歩して 居な 

かった。 然るに 寶曆明 和 頃、 八文字 屋 本が 衰 へてから の 上方 小說 は、 著しく 兩 者の 影響 を 受け、 漢文 直 譯體ゃ 雅文 擬古 體の 文章で 以て 

歴史的 浪漫的 事件 を 取扱 ふ樣 になつ た： 

從來の 漢學者 は 主として 修身 齊家 とか、 經世濟 民 ミか云 ふ 實際的 方面の み を 尊重し、 詩文 小說の 如き 純文舉 は、 之 を輕視 すろ 風が あ 

つた。 所が 荻 生 徂徠ゃ 伊藤東涯 等 は， 經術を 說くミ 共に、 また 詩文 を も 講じた。 徂徠の 門に は、 學 說道德 を； i 議す るより は、 寧ろ 詩 酒 

風流 を娛 しむ ミ いった 風の 服 部 南郭が 居り， 東涯の 門に は， 支那の 稗 史小說 の 類 を、 新たに 研究す る 人々 が 居った" かくて 寳曆明 和の 

頃から は、 經學を 離れて 純粹の 支那 文舉に 親しむ 者が， 漸く 多くな つて 來た ■ 『通俗 忠義 水滸 傳」、 『小 說讀 法」 の 著者 岡 島 冠 山、 「小說 精 

言 r 『小 說奇言 .- の 編者 岡 白 駒 等が それで ある. 此の 風潮に 刺戟され て、 「英 草紙 r 「繁 夜話 r 「 莠句册 j の 著者 近路 行者が 出た ので ある。 

近路 行者 は 支那の 『剪燈 新 話」 ■ 「今古 奇觀」 なさに 喑示を 得， 遒 勁なる 漢文 句 調で 以て、 好んで 南北朝 頃の 歷 史的 人物 や， 浪漫的 架空 的 事 

件 を 描き， 所謂 讀 本の 基 を 開いた， その 小説 は 內容も 形式 も 共に 支那 的で あるが， 次の 上田 秋 成 ミ建部 綾足 は， 之に 國 文の 軟か味 を 加 

へて、 和漢 雅俗 折衷 體 とも 云 ふべき、 後の 讀 本の 文 體を 創始した ■ 

國文學 者で 初めて 小說を 書いた の は， 『白 猿 物語 j 二 落 合 物語」 の 著者 荷 田在滿 である 逑部 綾足 は黉 15 十三 年、 平賀源 内-こ 共に 眞 淵の 

門に 入り、 その 復古主義 を 小説に 適用して、 明 和 五 年に 『西 山 物語」 を 書き、 次いで 「本朝 水 滸傳」 を 書いた ので ある。 「雨 月 物語 r 『春雨 

物語】、 『癎 癖談 」 の 著者 上田 秋 成 も、 眞 淵に 私淑し， 綾足の 紹介に よって， 眞 淵の 門人 加 藤 宇 萬 伎に 就いて， 國學を 修め、 晩年 は 小說を 

放擲して、 專ら 國擧の 研究に 耽った 程で ある。 

鬼に 角 以上 述べ 来った 近路 行者 . 上田 秋 成 • 建 部 緩 足の 三人 は、 或は 支那 文學 或は^ 文舉の 影響の も-、. -に、 讀本 V- 稱 する 一 種の 小說 

を 創めた ので ある： 元來讀 本ミは 本に 對 すろ 名 稱で. 廣義に 解 すれば 假名 草紙 も， 浮世 草紙 も. 八文字 屋本も 包含 さるべき 箸で ある 

三 三 
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が， 普通 は 右の 如く， 狹ぃ 意味に 用 ひられろ， 

秋 成 . 綾足 以後 暫 らく 讀本は 雌伏す ろ： 

上方で は 優秀な 作家が 居なかった からで あり、 江戸で は 新興の 黃 表紙. 洒落 本に， K 倒された からで ある， ミころ が 松 平定 信が. 寬 

政の 改革 を斷行 する に 及んで、 時事 を 諷し， 風敎を 素ろ 黄表紙. 洒落 本が 禁止せられ， 作者 や 版元が 多く 罰せられた 事が、 江戸 小說界 

に。 再び 讀 本が 進出す る 動機 ミ なった ので ある ふ 黃 表紙. 洒落 本界の 籠兒山 東京 傳が， 寬政十 年の 「忠義 水 滸傳」 を 以て， 讀本界 に 復活 

したの を 始め， 旣に寬 政 八 年の 「高 尾 船 字 文」 を 以て、 此の方 面に 將來の 飛躍 を喑 示した 曲亭馬 琴が、 享和 三年に は 「月 氷 奇綠」 を 著 はし 

益々 健筆 を 振って、 京傳の 壘を衝 かん ミ する あり、 斯界 は 急に 色めき 出した- 京 傳は淨 瑠璃. 歌舞伎から 多く 材を 採り、 挿繪 その他に 

意匠 を 凝して、 讀者を 釣り、 馬 琴 は 支那 小說. 軍記 物 等に 題材 を 求め、 整然たる 結構と 堂々 たる 文章に よって、 讀者を 引きつけ たので 

あら 前者に 「復簪 奇談 安積 沼」、 「優曇華 物語」、 「櫻 姫 全傳曙 草紙」， 「昔 語稻妻 表紙」、 「梅花 氷 裂 I， 「善 知 鳥 安方 忠義 傳」， 「本朝 醉 菩提」、 

「双 蝶 記」 等の 作が あり， 後者に 「復 簪稚枝 鳩」、 「小夜 中 山 石 言 遺 響」， 「棬說 弓 張 月， T 「壘田 川 梅 柳 新書」、 「雲 妙 閒雨丧 月.！， 一 賴豪阿 闍梨怪 

鼠 傳」， 「三 七 全 傳南柯 夢」、 「松 沛佐用 媛 石 魂 錄」， 「旬 傳實々 記」， 「俊寬 僧都 島 物語」、 「夢想 兵衛 胡蝶 物語」、 「昔 語 質屋 庫」、 「靑砥 藤綱投 

稜案. r 「服々 鄉 談」、 「八 丈 綺譚」 等の 諸 作が ある" 彼 一作 此 一作、 互に 鎬を 削った ので あるが、 京傳は 終に 力 及ばす、 文化 十三 年 五十 一 

歳 を 以て 死んだ" その後 は 馬 琴の 獨 壇場で あり， 「八 犬 傳」， 「巡 島 記」， 「美少年 錄， r 「俠 客傳」 等の 大作に 筆 を 染め、 天 保 十一 一年 「八 犬傳」 

の 完結 を 以て、 その 文藝的 生涯 を 終った， 

さて 此の 江戶讀 本の 黄金時代 は、 文化 年間で あり" 文政から 天 保へ かけて は， 次第に 衰微し、 弘化 以後 は 全く 不振と なり， 他の 小說 

-、J 共に 忘れられて 了 ふので ある： 

之 を 要するに， 江 戶讀本 は、 忠孝の 觀^、 善悪の 觀念を 人格化した 一種の 觀 念小說 である" 善人 榮ぇ惡 人 亡ぶ ミ いふ 道 德的 因果律 を 

說 明した 倫理 小說 であり、 勸 慾小說 である， 從 つて 人物 も， 極 惡か極 善 かの 孰れ かで あり、 善で もな く惡 でもない 普通の 人情 を 具へ た實 

在の 人間 は， 少しも 描かれて 居ない。 個性 描寫ミ か， 性格 描 寫ミか は、 之 を 求める 方が 間違って 居る。 何ミ なれ ぱ、 それ は 人生の 縮圖 

ミ しての 小說 ではなく * 作者の 倫理 觀道 德觀 を小說 的に 表現した 理想 小說 であるから である 


事 牛も餘 りに 架^ 的であって、 現實 味に 乏しい が， それ も平氣 である 文章 も 流麗 彫琢の 妙 を 極めて 居る が、 桷 して 古典的で、 ^等 

の 創意な く、 淸 新の 趣 致を缺 いて 居る- けれ^も 卷を 重ねろ 事 堂々 數十 百. しかも それ を， 福狹 では あるが 一つの 堅い 信念に よって 貫 

いて S3 ろ點 は、 S に 感嘆に 値する。 

一、 本 朝 水 滸 傳 (Honcho  suikoden) 

作者 建 部 綾足 

體裁美 濃 版九册 

出版 安永 二 年 (但し 初 編十卷 だけ： ニ篇 十五 卷は寫 本) 京 版 

內 容 本書 は 別名 を 「吉野 物語」 ミ いひ、 發端は 柘枝傳 說に據 り、 士 n 野の 里の 味稻ミ いふ 男が， 仙女 ミ 契って 百 人の子 を 生み、 その 

子が 或は 貴人 或は 英雄 ミ なって、 幾年 かの 後、 父母の 棲む 山に 集る ミ いふ 筋" 水滸は 琵琶湖、 梁 山 伯 は 伊吹山、 宋高は 惠美押 勝 

高梂は 道鏡ミ なって 居る。 「水 滸傳」 I 譯の初 は， 岡 島 冠 山の 「忠義 水滸傳 」" 飜 案の 初 は 本書- 佐々 木 天 元の 「日本 水滸 傳」， 伊丹 

椿 園の 「女 水滸 傳」. 京 傅の 「忠臣 水滸 傳」， 岳亭丘 山の 「神 稻水滸 偉」 は、 孰れ も 本 W の 系統 を 引く： 馬 琴 は 本書 を推獎 して、 江戶 

讀 本の 嚆 矢だミ 云った。 文章 は 雅言 古語の 間に， 往々 俗言 俚語 を 交へ て 居る が、 それだけに 親しみ 易く 成って 居ろ 

圈錄 §- 第一 册 表紙の 見返 ミ序 ^ 第 一 冊の 挿 槍 (味 稻ミ柘 枝 仙女が、 雲に 乗って 立 去る 所) 

一一、 甬 月 物 KS  (ugets  Monogatari) 

作者 上田 秋 成 

體裁半 紙 本五册 

出版 安永 五 年 夏 京 寺 町 五條 梅 村 判 兵衛板 

內 容 秋 成 は 初め 「諸道 聽耳 世間 猿」. 「世間 妾 形氮」 なさ、 八文字 屋 風の 小 說を 書いて 居た が、 後 加 藤 宇 萬 伎に 就いて 國舉を 修め， 

三 五 
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近路 行者の 「英 草紙」 に 倣って 雅文 體の 小說を 書いた。 それが 本書で あろ。 時に 明 和 五 年。 白 峰. 菊花の 約. 淺 茅が 宿. 蔡應の 

鯉 魚 . 佛法儈 • 吉備津 の 釜 . 蛇 性の 淫 . 靑 頭巾 . 貧 福 論 等。 敦れ も幽靈 怪異の 話。 ^世 草紙 や 八文字 星 本の 現實 的寫實 的なる に 

較 ぶれば、 著しく 浪漫的 神秘的で ある。 その 幽玄 II 渺-、 - して、 讀者 を夢ミ 現の 境に 彷徨せ しめろ 點は、 眞に 古今 獨步 である。 文 

聿は 漢文-/. -國 文の 妙味 を コンデンスし 簡約の 裡に 意を盡 し、 玲瓏 玉の 如き ものが ある。 その 藝術的 香氣の 高い 點に 於て は、 京 

傳馬琴 等 の 遠く 及ぶ 所ではない 

園 錄 S 第三 册の 表紙 § 第一 册 序の 終 w 本文の 始 W 白 峰の 揷镥 (崇德 院の亡 靈ミ西 行 法師 問答の 所) 

三、 高 尾 船 字 文 (Takao  selxiimon) 

作 者 曲 亭馬琴 • 榮松齋 長喜翥 

體裁中  本五册 

出版 寬政八 年 

內 容 馬琴讀 本の 初 作。 半紙 本で はない。 半紙 本 は享和 三年 「月 水 奇緣」 から。 併し 內容 は讀 本め いて 居る。 即ち 「千代 获」 に 「水滸 

傳」 を附會 した ものである。 「水 滸傳」 に 「洪太 尉 誤 走 妖魔」 -、) あるの を， r 洪氏 あやまって 實 方の 廟を ひらく」 ミし、 松 島瑞巖 寺な 

る 藤原實 方の 廟 から、 勇士が 出て 來ろ 事ミ して 居る。 支那 小說 「水 滸傳」 は 上方の 讀本は 勿論、 江戸の 黄表紙 や 洒落 本に も， 旣に 

翻案され て 居る が， 之を淨 ^璃 風に 移した の は、 馬 琴が 最初で ある- 京傳の 「忠臣 水 滸傳」 (前編 寬政十 一 年， 後編 享和 元年) は， 本 

書に 刺戟され て 出た もので あらう。 所詮 幼稚な もので は あろが. 馬 琴 習作 時代の 讀本ミ して、 注目すべき である。 

園 錄 § 五 冊 目の 表紙 § ー册 目の 口 繪 ミ 本文の 始 

四、 音 話稻妻 表紙 (Mukasttigatari-inazumal>y5shl」 

作者 山 東京 傳： 欹川 豊國盡 


體裁半 紙 本五册 

出版 文化 三年 版元 伊賀屋 勘 右衛門 

內 容 大和 國佐々 木 判官 W 國 のお 家 騒動 を 骨子- /> し、 それに 不破伴 左 衛門ミ 名 古屋山 三郞の 話、 佐々 良 三 八郞ミ 浮世 又 平の 話， 軍 

舉者 梅津嘉 門の 話な さ を、 按配した ものであるが， 人物の 出入 繁く， 事件 鉛 雜し， 個々 の 話に 有機的 統一な く、 且つ 餘 りに 芝居 

めいて 面白くない。 畢竟 讀本は 京傳の もので はない： 併し 挿繪 その他に、 歌舞伎 趣味， 錦繪 趣味の 意匠 を 凝らし、 藝術味 豊なも 

のミ したの は， 馬 琴 等の とても 及ぶ 所ではない。 此の 點で 京傳 はもて たので ある。 文化 五 年， 此の 趣向 を 其 儘、 大阪 芝居の 舞臺 

にかけ て 好評 を 博し、 同年 更に 續編 「本朝 醉 菩提 」( 十册豐 國翥) を 出した。 

圈 錄 s 第一 册序 g- 第五 册の 終奧附 川 第 1 册 表紙 見返 

五、 南 緦里見 八犬傳 (Nans5  Satomi  Hakkenden) 

作者 曲亭馬 琴。 翥 ェ 溪齋英 泉、 初代 柳 川 重 信， 一 一代 柳 川 重 信 

體裁 半紙 本 (全篇 九 輯通卷 百 六册) 

出 版 自 文化 十一 年 春 至 天 保 十二 年 秋 

內 容 前後 二十 八 星霜 を 費して， 大成され たもので， 日本 小說 中の 最長 篇 である。 筆 を 嘉吉の 役、 結 城 城の 沒落， 忠臣 里見季 基の 

戰 死に 起し， その子 義實が 房總ニ 國を經 略し， 孫義 成に 至って * 家運 愈々 繁昌す るミ いふの を， 大體の 骨子 ミし • それに 所謂 里 

見 八 犬士を 配し、 その 忠勇 義烈 を 描いて、 以て 勸善 懲惡に 資せん ミし たもので ある。 人物が 槪ね超 人間的で あり， その 性格が 倫 

理 的に 凝固して 了って 居る 憾は あろが. 而も 結構 雄大 * 詞藻 絢 ST 史實 精確， 脚色 自在なる 諸點 は， その 缺を 補、 クて餘 りが あ 

る。 

圜 錄 § 第二 輯卷 二の 表紙 ？ 第一輯 卷 一の 口 繪のー (鯉に 乘 つて 居る の は 、虽見 義實) W 第 八輯卷 一の 本文の 始 (之 は 馬 琴 自筆の 稿本) 
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滑稽本 ミは膝 栗毛. 浮世 風呂 等の 如き * 滑稽 を主ミ した 江戶 後期 文舉の 一 種 を 呼ぶ 名稱 である。 しかし この 名稱は 江戸時代から^ し 

て 居た ので はなく、 當時は その 體 裁から 一般に 中 本- /.- 呼ばれて ゐ た- 即ち 是 等の 書 は， 普通 糊 入み よし 紙 半截で * 半紙 本 ミ小本 ミの中 

間の 大 さであった からで ある。 然るに 實 はこの 中 本の 體裁 以外の ものに も， なほ 當 時の 滑稽 文學 -/』 して 見ら るべき もの は 多い ので， 明 

治 以後 是等 を總稱 して， 滑稽本の 名目が 汎く行 はれる やうに なった。 

かう した 意味の 滑稽本 は， 先づ その 源 を 賨曆頃 盛んに 行 はれた 所謂 談義 物に 發 して 居る ミ言 へよう。 この 談義 物 中 最も 古く 且つ 名高 

イマ ャゥ 

いのは， 寶曆ニ 年に 刊行され た 靜觀房 好 阿の 「當世 下手 談義」 で， それ は 警世 諷 俗の 意 を 面白 を かしく 書 綴った ものであった。 その他 

「敎 訓雜長 持- r  r 錢湯新 話」、 「滑稽 雌黃」 等の 類、 すべて 滑稽の 筆 を 行って はゐる もの、， 志す 所は耍 する に敎訓 にあった j ミころ が寶 

曆 末年のに 頃 至って * 風來 山人の 「根 無 草」 * 「志 道 軒傳」 等の 如き， 漸く 敎訓の 意 を 離れて、 鈸譃 を專ら とする もの を 生じ • 遂に 一九. 三 

馬 等の 所謂 中 本が 現 はれる やうに なった ので ある： 而 してな ほこの 中 本へ 直接の 系統 を 引く ものに 洒落 本が あった。 洒落 本 は 元来 遊里 

岡場所の 遊び を寫 すの を主ミ した ものであるが * 中には 禹象亭 の 「田舎芝居」 の 如き、 全く 遊里 以外に 題材 を 求めた もの もあった。 是等 

は その 內容 から 言へば * 寧ろ 滑稽本に 屬 すべき もので、 かの 一九. 三 馬 等の 作が. 努めて 寫實 的に 描かう ミし * 又會話 以外の 地の文^ 

を 割 書に する 等の 體裁 は， 全く この種の 洒落 本から 學び來 つた もの ミ いふべき である- しかも それが 中 本と して， 一 つの 獨 立した 別種 

の 文學ミ 認められる や 5 になった の は， やはり 享和 以後の 事であった。 「江戸 作者 部類」 の 著者 は， この 變遷を 「洒落 本旣に I 變 して^: 

世物眞 似め きたる えせ 物語 流行す」 ミ 言 つてる る. 

滑稽本の 作家 ミ して 最も 名高 いのは * いふまで もな く 一  九ミ三 馬の 二人で ある" 一 九 は 夙く 寬政 年間から 靑本 なさの 作 を 多く 出して 

るた が， その 作家-、) しての 名 聲を馎 したの は * 享和ニ 年 かの 膝 栗毛の 初篇を 出して からの 事であった" この 書 は單に 一 九の 文壇 的 地位 

を 重から しめたば かりで なく. 中 本の 發達 展開 史上に 一 紀元 を 劃す る ものであった： 膝 栗毛の 大人 氣を 得た のに 刺戟され て、 京倬. 三 

馬 等 もまた この 方面に 活躍の 道を拓 かう ミ した- 特に 三 馬 は 文化 元年 「狂言 綺語」 を 出して 以来， 「酪 耵氣 質」， 「戯 揚粹言 幕の 外」. 「小 野 


J 愚譃 字盡」 等の 作 を相續 いて 公に し， 遂に 文化 六 年 「浮世 風呂」 の 作 を 見ろ に 至った" この 害 は 當時膝 栗毛と 名聲相 若き、 つ、 > いて 二 

篇. 三篇. 四篇 ミ續刊 され. その 間にな ほ 「浮世 床」 も 新たに 稿が 起された。 かくて 前者 は 文化 十 年に 完結し， 後者 は 文化 九 年に ニ篇ま 

で 出した。 その後 も 彼 はな ほ 「四十 八 癖」， 「一 盃綺 言」、 「古今 百 馬鹿」， 「人心 颯機 關」， 「大 千世 界樂屋 探」 等の 作に 滑稽の 趣向 を 凝ら 

し， 文政 五 年 正月 年 四十 七で 歿した。 丁度 その 年に は 一 九が 嚮に膝 栗毛 完結 後， 更に 稿 を 起した 「續膝 栗毛」 の 十二 篇が满 尾して， 享和 

二 年 以来 二十 一年間 好評 を つ^けた 作に， 一 ミ先づ 筆を撋 いたのであった。 一九 は 膝 栗毛 正 續篇の 出版され てるろ 問 も • なほ その他の 

戯作に 筆 を 執り， その 満了 後 も 天 保 二 年 歿する に 至る まで. 二三の 作 を 出して 居り. 特に 又 「鑌々 膝 栗毛」 の 稿 を 思 ひ 立って その ニ篇ま 

で 出版され た。 かう して 1 九が 一生の 間に 著 はした 中 本の 數は 頗る 多い が， 趣向 は屢々 くり 返して 蹈襲され、 實は膝 架 毛 以外に 見ろ ベ 

きもの は あまり 多くなかった： 

1 九 • 三 馬の 後， 瀧亭鋰 丈. 梅 亭金鶩 等が 中 本 作者- /.- して 知られて 居る 二 鋰 丈の 著で は 「花 麿 八 笑 人」 ミ 「滑稽 和合 人」 が 最も 名高く、 

又 三 馬の 浮世 床 二 編の 後 をつ いで、 その 三 篇をも 著 はした。 金鵞 はや ゝ遲れ て 出で， 安政 四 年に r 妙 竹林 話 七 偏人」 の 作 を 出してから W 

に 名 を 知られた， 彼等の 作に は 茶番の 趣向が 頗る 多く、 そこに 天 保 以後の 爛熟に 過ぎた 太平 氣 分が 見られて， 些か 時代の 影 を 反映す る 

もの ミ して、 一九. 三 馬 以外の 境地 を拓 いて は 居ろ が， 要するに 滑稽本の 全盛時代 は 文化 文政の 間にあった ので、 天 保 以後 は 同じ 中 本 

形の 人情本 に 盆々 顏廢氣 分 を 濃厚 にして 行った。 

一、 根 南 志 具 住 (Nenashiguso 

作者 天竺 浪 人 (平賀 源 内) 

體裁半 紙 本十册 

出 版 前篇 寳唇 十三 年、 後篇 明 和 六 年， 江戸 岡 本 利 兵衛板 

內 容 俳優 荻 野 八重 桐の 溺死 一件 を 脚色した もので、 閻魔 王が 瀕川 菊^ 丞の繪 姿 を 見て その美 色 を 愛し， 水 虎に 命じて これ を 地獄 

に拉 して 来させよう-/〕 する。 そこで 八重 桐が 菊 之丞の 身代りに 人 水す る 事で 前篇 は 終り、 後篇 は その 續き 物語 7) して， 市 川雷猱 

三 九 


Mo 

ミ坂東 彥三郞 の 死 を 趣向の 種ミ して ゐる。 その 題 號は當 時 辻 談義で 名高かった 深 井 志 道 軒の 著 「元 無 草」 の 名 を 利用した ので あ 

る。 時事 をミ つて これに 架空の 想像 を 加へ • 滑稽 化すろ の は、 源內の 最も 得意 ミ する 所で あつたが * 本書の 如き は その 代表的な 

もので あらう。 特に 前篇 は 彼の 奇才が 最もよ く發 揮され、 出版 當時 三千 部 を寶盡 した ミ傳 へられて ゐる 位で ある。 

圖 錄 g 前篇 五之卷 中の 揷繪 M 前篇 一之 卷 本文  一丁 表 

一一、 針 の 供 養 (Hari  no  kuys) 

作者 畠 中銅脉 

體裁半 紙 本五册 

出版 安永 三年 

內 容 閻魔 王が 色に 浮れ て 失敗し， 冥途の 住居 も 成り 難くな つて， 娑婆へ かせぎに 來るミ いふ 筋で、 風來の r 根 無 草」 なさから 趣向 

を 得た もので あらう。 しかし これ は 女色 を主ミ した もので、 且つ 黃 表紙 や 洒落 本 風の 傾向 を 多く 帶 びて 居る。 銅脉は 狂詩 作家 ミ 

して 汎く 知られて ゐ るが. 本書 や 「風俗 三 石士」 の 如き 作 も あり. 上方に 於け る 滑稽本の 作者 ミ しても * 亦 注目すべき である。 

圖錄 m 序文 二 丁裏ミ 本文 一丁 表 g 卷之 一 五 丁 裏 ミ六丁 表 揷槍 

三、 古  朽  木 (Fuskuchiki) 

作 者 朋誠堂 喜 三 二 

體裁半 紙 本五册 

出版 安永 九 年 正月 江戸 西 村 傳兵衛 板 

內 容 秩父屋 與九郎 の 子 八十 八ミ 山川 桃 右衛門の 女お 犬ミの 婚約から、 八十 八の 思 はく 買の 失敗， 桃 右衛門の 家 來黍藏 の 惡事等 を 

仕組み， 最後 は地藏 菩薩の 靈驗に ひきつけて 目出度く 結んで ゐる。 その 間 桃 太郞. かちく 山. 花唉爺 等のお 伽 S をから ませ， 


當 世の 風俗 流行 等 を 取 入れて ゐる點 は， 全く 黃 表紙 虱な 行き方で ある しかし 全篇に 亘 つて 敎訓 的な 態度 を 取り、 殊に その 卷ニ 

の 如き は、 「下手 談義」 の卷ー 一の 趣向 を その ま ゝ假り 用 ひて 居る 程で， すべて 談義 物から 滑稽本に 移って 移って 行った 變遷 のぁミ 

を， 最もよ く 見る 事が 出来る。 但し 作者 は 勿論 黃 表紙が その 本領であった ので， この 書の 如き は 寧ろ 不成功の 作で あら、？。 出版 

當時も 不評判で * 僅かに 三 四十 部し か賣れ なかった ミ， 「江戶 作者 部類」 には傳 へて ゐる 

園 錄 m 見返 ミ 序文 IT 表 W 五丁褢 1 ハ丁 表に 亘ろ春 町の 自讒 

四、 田 舍 芝 居 (Inaka&hibai) 

作者禹 象 亭 (森 島中 良) 

體裁小  本 一 册 (享和 版 は 半紙 本 四册) 

出版 天明 七 年 (莩和 元年 再版) 

內 容 越後の 片田舎 を 舞臺ミ して， そこで 催された 田舍 芝居の を かしみ を ねらった 作で ある- 洒落 本の 寫實 的な 描寫法 を， 遊 M 岡 

場所 以外に 用 ひて. 一 生面 を拓 いた もので * これが やがて 洒落 本から 所謂 中 本ミ稱 する 滑稽本 を 派生すべき 緒 を 開いた ので あつ 

た。 この 書 は その 新しい 試みの 爲に， 當時も 評判が よかった ものと 見えて， 享和 元年に 京都で 再版され， 天 保の 外暧 がへ 翻刻 本 

も あり、 又 三 馬の 「田舍 芝居 忠臣蔵」 、「狂言 田舍 操」 等 を はじめ * その 趣向 を 踏襲した 滑稽本 も 多かった 

圖錄は 後 序 ほめ 言葉 開き  一丁  2 序 開 ぷ 再版 本奧附  - 

五、 道中 膝 栗毛 (D5chs  HiNakurige) 

作 者 十返舍 一九 

體裁中  本 十六 册 (文 久版は 一 一十 四册) 

出 版 享和 一 一年 I 文化 六 年 (文久 一 一年 版 其 他 後 刷が 多い) 

KI1 


四 二 

^ 容 一九が 中 本 作者 ミ しての 地位 は， 本書に よって 定まった ミ いふべき その 代表作で ある： 彼が この 書の 初篇を 出した の は享和 

二 年で， 江 戶の村 田 屋治郞 兵 衛を板 元-、) した" 然 ろに 豫想 外の 好評 を 得て， 翌年 直ちに 後篇 ニ册を 出し， 爾來三 篇* 四篇ミ 相つ 

いで 出版され * 文化 六 年 八篇に 至って 終った。 しかも 讀者 はな ほこれに 倦 かす. 摸倣の 書 も 色々 あら はれた ので， 一九 は 更に 續 

膝 栗毛の 稿 を 起して， 文化 七 年 その 初篇を 出し • 年々 これ を 書きつ いだ： その 間に 文化 十一 年に は 一, 東海道 中 膝 栗毛 發端」 を 出し 

て * 主人公 彌次郞 兵衛. 北 八 二人の 素性 を 書き 加へ た" かくて 膝 栗毛の 正篇は 全部 出来 上った ので ある W 本書 は 汎く行 はれた、 

め 後 刷 本が 甚だ 多い が * 特に 文久ニ 年に は 序の 大部分 や 附言.^ 例 等 を 除き， また 挿繪も 全部 かき かへ， 內題も 「消稽 五十 三 

驛」 ミ 改めて、 全體 を十篇 二十 四册 にして 出版した： 殘存 して 居る もの はこの 十篇 本が 最も 多い： 

圖 錄 "初篇 序文 ^初篇 ロ繪ミ 本文 一丁 表 

六、 奇 妙 圖 彙 (Kimyszui) 

作者 山 東京 傳 

體裁小  本 一 册 

出 版 享和 三年 正月 江戸 須原屋 市 兵衛板 

內 容 安永. 天明 以來 盛んに 流行した 手拭 合. 浴衣 合. 小口 合 等の 見立て や こじつけ は * 滑稽本の 趣向に も 及んで * この種の 見 立 

て圖を 生んだ。 特に 機 を 見る に敏 な京傳 は， 早速 新造 圖彙. 小紋 新法. 小紋 稚話等 を 出して， この 流行に あて 込んだ。 本書 も そ 

の 一 種で * 文字 を 以て その 文字の 現 はす 繪を 描いた ものである。 勿め I それ は へ マ ム シ 入道 や 山水 天狗 等から 思 ひついた もので、 

自ら も 是等を 古法 V.- して 卷 頭に 揭 ゆて ある 位. たが、 京傳の 趣向 は 所謂 古法に 比して 頗る 巧みに 出来て 居り. 又 文字ば かりで なく 

松 位 (寫 眞參 照) の やうに、 簡 S 単な 繪で 他の 形 を あら はした もの も ある。 繪に 添へ た詞書 もまた 輕 妙で 氣 がきいて 居る 

圜 锡 ^見返 ミ 本文 二 丁 表 ^十 丁 裏ミ十  一丁 表 ^十八 丁裏ミ 十九 丁 表 


t、  g 洋 世 風 s  (ukiyoburo) 

作者 式 亭 三 馬 

體裁中  本九册 

出版 文化 六 年 II 同 十 年 

內 容 三 馬の 滑稽本 中 浮世 床ミ 共に. 最も 代表的な もの ミ して 知られて 居ろ。 全 體四篇 から 成り， 初 篇には 男 湯. 二-三 篇には 女 

湯. 四 篇には 又 男 湯の さま を 記して 居ろ" その 趣向 はも ミ寶曆 四 年刊の 「錢湯 新 話」 や 享和ー 一 年刊の 「賢愚 湊錢湯 新 話」 (京傳 作) 等 

から 得た もので あらう が. その 日常 茶钣の 事に よって、 各人 物の 特徵を 巧みに 描き 分ける 寫實 的な 筆致 は、 全く 三 馬ぎ 特の もの 

-、. 、ふべき である。 江戸 作者 部類に よれば. この 書初 篇出づ る や. 評判が その 年 第一で. 遂に 四篇 まで 續 出し、 なほ 看官 飽かす 

ミて 浮世 床の 刊行 を 見る に 至った v 一い ふ。 當 時から 三 馬の 傑作と して、 世に 迎 へられた さまが 知られろ。 

圜 錄  ^初篇 の 見返 ミ序文 一 丁 表 ゆ 初篇の 口 槍 § 三 編 表 ¥」 題簽 

\ 、風 俗  一二 石 士  (FSNOku  Sangokushy 

作者 帛中銅 脈 

體裁小  本ニ册 

出版 弘化 元年 冬江戶 丁子 屋平兵 衛等板 

內 容 貧乏で その 癖 茶屋 遊びの 好きな 三人の 公家 侍が， 川原へ 凉 みに 行って * ある 茶 星で 藝子を あけて 遊興した さま を 描いた もの 

である。 その 間に だまして 金 を 捲 上け た 女が 押し かけて 來 たり， 方々 の 茶屋で 無 あしら ひに 逢ったり する さまが、 輕 妙に 且つ 皮 

肉に 富され て 居る。 當 時の 見え 坊で しかも 貧乏な 所謂 三 石 侍の 實狀 を， よく 穿った もので あつたの だら う。 銅 脈が 狂詩の 餘才 を 

見るべき 作で. その 歿後 遺稿 ミ して 出版され た。 

H 三 


四 四 

園 0  ^上卷 の 表紙 ミ 題簽 § 上卷 ロニ  丁褢ミ 本文 IT 表 W 下卷 十.； ハ 丁裏ミ 十七 丁 表挿繪 ^上 卷三丁 表 ミ 四 T 裏 禅箝 


人情本 は 滑稽本 ミ 共に、 洒落 本から 分岐し * 安永 七 年 田 蝶 金魚 作 「傾城 買 虎の 卷， r 及び 寬政十 年梅暮 里^ 峨作 r 傾城 買 二筋道」 の 系統 

を 引いて， 段々 ミ轉 化して 來 たもので ある。 文化 十四 年 東 里 山人 作 r 籬の 花」. 文政 元年 同人 作 「廓 鶯」， 同 二 年 一九 作 「淸 談峯の 初花」 な 

さは 洒落 本から 人情本への 歩み寄り を， 著しく 示して 居ろ" 次いで 「假名 文章 娘 節用」 や 「娘 太平 記 操 早 引」 を 書いた 曲 山人が 出て， 人情 

本ら しい 人情本 を 作った。 曲 山人に はさ こか 天才 的な 所があって， その 作品 は 今日の 人が 讀ん でも、 相當に 面白い ので あろが、 惜しい 

事に は 早世した。 

天 保 三年に は 爲永春 水が、 「春色 梅曆」 s 初 編. 二 編 を 出して， 一躍 江戸 人情本の 元祖 ミ なり， 次いで 「春色 辰已の 園」、 「春色 春告 鳥」 

等 を 出して， 益々 その 名聲を 高めた。 

文化. 文政. 天 保の 頃 は， 江戸の 文化が 爛 熱頹廢 した 時代で ある。 武士 も 町人 も 太平に 馴れ、 人生に 返 屈した 時代で ある。 彼等 は 極 

度に 生活 を 享樂し * 强ぃ 刺戟 を 求めろ 事に よって， 苦しい 倦 忘から 脫 しよ-フミした。 下らない 茶番狂言が 流行した の も， 遊蕩 的氣 分が 

高潮した の も， 皆 それが 爲 であった。 寬政 改革の 結果， 黄表紙まで か 道義 臭くな つて * 面白く なくなつ たので， 人々 は 自由な 淫蕩な 遊 

鉞氣 分に みちた 讀み物 を 要求した。 この 要求に 應 じて 出た のが， 人情本と 滑稽本- /.- であった。 その 頃 は 吉原ゃ 深 川 其 他の 岡場所が 非^ 

に 繁昌し * 公娼の 外に 藝者. 踊 子. 水茶屋 女 なぞの 私娼が， 市の 內 外に 跋扈した。 

春 水 は 自ら 相當 遊里の 經驗を 積み， 當 代の 通人 津國屋 藤次郞 (「梅 曆」 の 中に 出て 來る 人) の 驥尾に 附 して， 吉原深 川な^に 度々 遊ん 

だ。 その他 藝者. 踊 子. 淸 元の 師匠. 霜 間. 落； 詰 家な さ、 親しく 交り， 自ら 寄席へ 出て 講談 を やった 經厫も ある 程で， •  さ うした 社會の 

事情に 通じ * 而も その 感情 や 趣味が， 自然 頹廢 期の 江 戶人を 代表す るに 適して 居た ので ある。 彼が 人情本に 成功した 理由 は其處 にあ 

る。 

さて 人情本の 特質 は、 デカダンな 江戶 人の、 遊里 または 市井に 於け る戀愛 生活 を * 寫實 的に 描き出す に 在る" デリ ケ— トな會 話に よ 

つて 綿々 ミ して 盡き ざろ 男女の 痴話 ゃロ說 を， 極めて ヴィヴ "ッド に 表現す るに 在る。 見た ミころ 洒落 本ミ 同じ 樣で あるが， 洒落 本の 主 
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人 公 は 半可通で あり， 遊里 や 遊女の 說明 をしたり * 通人 氣 取りで 失敗して， 滑稽 を 演じたり する。 之に 反して 人情本 は、 餘程眞 面目で 

必ずしも 可 笑 味 を 狙 はない。 之 は 愛する 男の 爲に、 張ミ意 氣地を 通さう ミ する 女 を 中心 ミ する" 洒落 本の 主人公が. 女に 愛せられよう 

まする のに 封して. 人情本の それ は. 女に 愛せられて 困る ミ 云 ふ 風で ある" 即ち 大家の 若旦那が 勘 { おされて、 女の 仕送り を 受けて 怠惰 

な 日 を 送って 居る， その 色男 を 中心に、 二人 以上の 女が 懸愛 合戰を 始める。 出入よ ろしく あって 一人 は 正妻に， 他 は妾ミ なって 目出度 

く 納まる ミ いふの が， 共通の プロット である。 「春色 惠の 花」 の 中で 春 水 は 言 ふ。 「此の 如く 譯も なき 事 をく さく 云って、 泣いたり 泣か 

せたり する のが 人情の 道に て， なかく 理屈 も 評議 もな きも S なり」 ，こ- この 言 を 以て 見ても， 人情本 は 大いに 理屈 や 評議の ある 設本 

の 反動で ある 事が 解る： 讀 本が 窣想的 廐 念 的で， 結構に のみ 腐心し， 人物 は 道 德的觀 念の 傀儡で， 勸懲を 目的- /.- する のに 校べ ろ 人情 

本 は 別に 筋ら しい 筋 もな く， 人物 も 生きた 血の 通うた 普通の 人間で あり， その 人間ら しい 人間が * 惚れた はれた で 泣いたり 笑ったり す 

る だけの もので、 其處に 何等の 道德的 分子 もない。 道德的 分子 さ ころ か， 寧ろ 誨淫 的な ボル ノゲラ フィックな 所が ある。 然るに 春 水 は 

自ら 稱 して 狂 訓亭ミ いひ、 吾が 描く 所の 女 は • たミひ 野合の 者で あっても、 皆 一人の 男に 信實 を盡 すから、 貞操が 無い ミは 言へ ない な 

さと * 詭辯 を 弄して 自らの 立場 を 辯 護した。 けれ^も 當局者 は それ を 見逃さなかった。 天 保の 改革 は、 春 水 を 手 鎖の 刑に 處し、 且つ 人 

情 本の 絕版を 命じた。 春 水 は 失望の 極， 自暴自棄に 陷り， 日夜 痛飮 して * 天 保 十三 年 七月に 死んだ。 彼の 流 を 汲む 者に， 松亭金 水が あ 

る。 「閑 情 末 摘 花」 以下の 諸 作が あるが、 すべて 駄目で ある" その他 「花 封 じ 文」、 「春色 江戶 紫」 なさ を 出した 山々 亭 有人， 「柳の 潢 櫛」 

「春宵 新 話 風見 草」 を 出した 梅亭 金鵞、 春 水の 爲に 「いろは 文庫」 の 大部分 を 代作した 染崎延 房 等 も 居る が * 何ミ 云っても 人情本の 作 は 春 

水に 盡 きる。 「檢 1 曰」 ミ 「娘 節用」 を讀 めば * それで 充分で ある。 

一、 I？ 談峯之 g 花 (ひ eidan  Mlnenohatsuhana) 

作 者 十返舍 一九 

體裁中  本 五 册 (前編 ニ册、 後編 三册) 

出 版 前編 文政 二 年 春 後編 同 四 年 春 江戸 人形 町 通 乘物町 鶴 屋金助 板 


內 容 人情本の 嗨矢 である。 主人公 捨五郞 はさる 西國浪 入の 孤兒 であった が， 地主 福 松 尾 福 六の 養子 ミ なり， 許婚のお 薰 とともに、 

幸福な 日 を 送ろう ちに、 妾腹 なれ，？」 實子福 太郞が 生れた。 妾 ゆなの 心 を 察して， 福 太郞に 家督 を讓 らんが ために、 捨五郞 は態ミ 

身 を 持ち崩して 勘當 され， 上 州 繪絹屋 の 番頭 ミ 成る" 娘お はしに 言 ひ 寄られて、 江戸へ 歸り、 更に ある 大家の 後室に 惚れられた 

が * 童貞 を 守り. 同じく 福太郎 にロ說 かれて 貞操 を 守り 通した ぉ薰 改めお りし ミ 結婚す る。 それと 同時に 武. H なる 祖父に 邂逅し 

その 跡目 を相續 する ミ いふ 筋。 相 當賣れ たらしい。 

圖錄; 前編 上目 錄の 終ミ 本文の 始 (帳場に 居る のが 捨 五郎、 女 は 娘お は. し) s 前編 上册の 表紙 

一 一 、 ^五 ^ 假名 文章 娘 節用 (icanamajiri  Musumesetsuy5) 

作者 曲 山 人。 作者 自盡 歌川國 直寫盡 

體裁中  本九册 

出 版 初 編 天 保 二 年 二 編 同 三年 三 編 同 五 年 

內 容 斯波 家の 臣， 假名 屋 文字 之 進の 惣領 文之丞 は， 腰元 玉章 ミ龃 落し， 京に 侘 住居して， 一 子 金 五郎 を 儲けろ。 金 五 郞は長 じて 

本家の 養嗣ミ なり， 娘お 雪に 娶 される。 許婚のお 龜は跡 を 追って 鎌 倉へ 下り， 小 三 ミ名乘 つて 左 棲 を 取ろう ち， 金 五郎に 邂返ひ 

受け 出されて 一子 金 次 郞を產 む。 文字 之 進 はお 雪 可愛 さに * 小 三に 金 五郎 を 思 ひ 切って 吳 れミ賴 む。 金 五郎 を 愛する が 故に、 小 

三 は眞心 こめた 書 置を殘 して， その 薄倖の 一 生 を 終る ミ いふ 筋。 小 三の 胸中 を 察すれば， 泪 無くして は讀 まれないで あらう。 本 

書 は 初 編 上の 序に. 誰かの 原作 を 補綴した まで だミ あるが， 瓦な 變 じて^ ミ なした 功 を. 認めざる を 得ない つ 「梅 曆」 vr もに， 

確かに 尺 情 本 中の 最 傑作で ある。 

圖 錄 § 第一 冊 ロ繪の 1 一 一 ミ 本文の 始 ^第一 冊 ロ繪の 一 

四 七 
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三、 春  色  梅  翳 (shunshoku  umegoyil) 

作 者 狂 訓亭爲 永 春 水。 盡ェ柳 川 重 信 . 同 重 山 

體裁中  本 ±ー 册 

出 版 初 編. 二 編 天 保 三年. 三 編. 四 編 同 四 年 

內 容 唐 琴 星の 養子 丹 次郞， 故あって 中の 鄹に侘 住居。 唐 琴屋の 女郎 米 八 は， 姉 女郎 此絲ミ その 客 律 藤の 計ら ひで， 自前の 藝妓ミ 

なり 丹 次郞に 貢ぐ。 丹 次郞の 許婚お 長 も、 故あって 女俠 客： i のお 由に 養 はれ， 竹蝶吉 ミ名乘 つて 女 義太夫 V.- なり， 同じく 丹次郞 

に 貢ぐ。 津藤は 本 田 近 常なる 侍の 內意を 受けて、 米 八の 貞節 を 試さう とて ロ說 くが、 米 八 は此絲 への 義理 立ミ， 丹次郞 への 操 立 

のた め、 頑ミ して 應 じない。 朋輩 仇 吉ミ女 だてら の 立 引 も. 皆 丹次郞 故で ある。 やがて 本 田の 情に よって， 丹 次 郞は實 父 榛澤六 

郞に邂 返し、 その 名跡 を繼 ぐ。 長吉は 本妻、 米 八 は 妾， お 由は津 藤へ、 此絲は 思 ふ 男へ * それぞれ 目出度く 納る。 

圖 錄 ^初 編 上の ロ繪の 1( 丹 次 郞ミぉ 長) W 梅曆 後編の 袋 

四、 いろは 文庫 (Iroha-bunko) 

作者 爲永春 水 (五 編 位 迄 y 後 は 二世 春 水 代作。 翥ェ 英泉. 英 一 . 鶯齋. 芳虎. 芳幾 

體裁中  本 十八 册 五十 四卷 

出版 自天保 七 年 至嘉永 元年 

內 容 人情本 中の 最長 篇。 未完で ある" 體裁は 人情本で あるが、 內容 及び 文章 は 全く 讀本 めいて 居る。 第一 册の 始， 版元 三 林 堂の 

口上に *  r 戯 墨の 奇を 愛して， 實傳を 誤り 傳 ふる も 少なから す。 仍て卷 端に 義士の 像 を， 溪齋 子に 獏讒 させ * 四十 有 四 人の 略傳を 

春 水 翁 正史に よりて 是を 記せり。 復警 のために 粉骨碎 身の 辛苦 を 厭 はす * 姿 を やつし 名 を ® て、 終に 本望 を遂し 光景 を寫 せぱ、 

その 事實 について、 婦 烈女の 事な も 出せり。 姦 惡臆祸 をい ましむ る も， 勸善 懲惡の 一 端なら ざらめ や は」 ミ ある。 猶 本書 は 明 


治 初年， 亞米利 加 人 Edward  Greey 氏に よって、" Royal  ronins  " ミ して 飜譯 され- 

圈 錢 ゆ 第 十五 冊の 表紙 § 第一 冊 口 0? の終ミ 本文の 始 


黄表紙 は寬 政の 風紀 振肅 以来， 時事に 閼 する 記事 等な 憚って， その 作風 一 變し， 教訓的の 物 や， 赤本 時代 G 化物 咄 やが 行 はれた が， 寬 

政 七 年 南 仙 笑楚满 人が 敵 討 物 を 始めてから * この 趣向が 專ら行 はれ、 文化 初年に は黃 表紙の 大部分 は敏討 物だミ いふ 程 盛んになった。 

然るに 從來黃 表紙 は 1 册の紙 數を五 丁に 限り、 1 1 册 若く は三册 から 成って 居た もの だが， 畝 討 物の 如き 內容の 褸雜な ものに なって は、 

十 丁 乃至 十五 丁 位で は 盛ろ に堪 へない ので， 享和 三年 出版の 楚满人 作 「銥討 巖問鳳 尾 草」 は五册 物に 綴り， 爾来 五六 册績 きものが 段々 多 

く 現 はれ 来た。 かくて 文化 三年の 春 * 式亭三 馬が 「雷 太 郞强惡 物語」 十册を 出版す るに 方り、 これ を 前後 二 編に 分ち 五册づ V 合 綴して 寶 

出してから、 大いに 世に 行 はれ， その 翌年から 草双紙 は 殆んさ 合 卷の體 裁に なって しまった" 合 卷の體 裁が 三 馬に 始まる 事 は， 彼 自ら 

「式 亭雜 記」 の 中に， 「合 卷ミは 五 册物を 一 卷 に合卷 して 賫る 也、 されば 合 卷の權 輿 は 作者に て予が 工夫、 板 元にて 西宮が 家に 發る」 ミ言 

つて 誇って 居る の だが、 實 はこれ より 先 文化 元年 版 一 九 作の 「復 簪歸花 再度 譽」 も 合本 一 一冊 物であった らしく， 又 同じく 一 九 作で 文化 三 

年 出版の 復謦矢 指 浦 前編の 序文に よれば、 全部 十二 卷を 合本 一 一冊に 編んだ 由が 見えろ" だから 合 卷の體 裁も必 しも 三 馬の みの 創意 ミは 

言へ ない が * その 作 「强惡 物語」 が 最もよ く 行 はれた ので， 自然 その 功が 三 馬に 歸 したので あらう" 

かう して 合 卷が發 生して 以来、 文化 W 年刊 京傳の 「於 六 櫛 木 奮 仇 討」 に は ロ繪を 加へ， 漸次 圖 II 彫刻 も 精巧- /.- なり， 表紙 を 錦 精に する 

等， 體裁は 益々 美麗 を 競 ふやう になった。 しかし その 內容 はすで に黃 表紙 時代 ミ 全く 面目 を 異にし， 讀本 ミ 殆ん^ 同樣の もの ミ なって 

しまった。 唯 その 讀 者が 多く 婦 幼であった 爲に、 文章に あまり 骨 を 折らす， 筋 を 運ぶ の を主ミ した 點が異 るく らゐ で， 結局 讀 本の 附麇 

的な もの ミ なって しまった。 且つ 讀本ミ 同じく 頗る 長編の 績き物 も 出， 特に 種彥の 「田 舍 源氏」 は十數 年に 亘 つて 出版され， 最も 世評 を 

高く した。 その他 笠 亭仙果 の 「八 犬傳 犬の 草紙」， 柳 下亭種 員の 「白 縫物 語」、 二世 春 水の 「北 雪 美談 時代 鏡」 等の 長 篇物も 出， これらの 中 

に は 明治 初年に 至る まで 續刊 された もの も ある。 又 明治に 入って は 新聞種 を 新たに 合卷に 仕立てた もの も 出来た。 しかし 要するに 合卷 

の 生命 ミ する 所 は、 その 揷繪 に存 した。 そこに 草双紙- /.- しての 本質 を 最後まで 持って ゐた譯 である。 その 文學ミ しての 價 値に 至って は 

多く 說 くまで もない。 却って 作 中に 歌舞伎から 多く 材料 をミ り、 挿繪 に舞臺 のさ まや 役者の 似顔 を 描いた 點 なさで、 演劇^に 多大の 寄 


與を窗 す もので あらう。 翥ェ i して は豊國 . 國貞 . 英泉 等が 最く 多く 描いて 居り. その他 常時の 名 あろ 浮世 繪師ば 殆んさ 筆 を 執って 居 

ない もの はない 位で ある。 

一、 雷 太 郞强惡 物 露 (Ikazuchitars  Gsakumonogatari) 

作者 式亭三 馬。 轟ェ 歌 川豐國 

體裁中 本 (合 卷) 二 册 

出版 文化 三年 江戶 西 宮源六 板 

內 容 武藏國 調 布の 里 近くに 住んだ 吾妻 武藏の 烨 來太郞 ミ* その 友 無理 太郞ミ が. 强惡 非道の 所行 を數々 はたらいて， 遂に 孝子 忠 

僕 等の ために 滅 ほされる ミ いふ 筋で， 合卷 物の 趣向 ミ して は 取 立て 、いふ 程の 物で はない。 唯 この 書は黃 表紙の 數册分 を 一 册に 

合せて. 所謂 合卷ミ した 最初の もの ミ して 知られて 居る。 即ち 全體黃 表紙に すれば 十册分 五十 丁 を， 前後 ニ册に 分けて 出版した 

もので あろ。 但し 本書 もまた 普通の 黃 表紙 ミ 同じく， 十册に 仕立て、 出版され たもの も 別に 存 する。 

園 0  ，前篇 一 丁 表 W 五 冊 目 二十 五 丁 裏 § 同 五 冊 目 二十 二 丁 裏 ミニ 十三 丁 表 

一一、 浮世 形 六 故 屏風 (ukiyogata  Rokumaibysbu) 

作者 柳 亭種彥 。翥ェ 歌 川豐國 

體裁中 本 (合 卷) 二 册 

出版 文政 四 年 

容 三つ紋の 佐 吉-、 ニーつ 櫛の 小 松-、. -の 情事 を 仕組んだ 作で， 一般の 合卷的 作風に 比して * 人情本 的な 色彩 を帶 びて 居ろ。 本書 は 

力って ra 化 四 年 场 太利國 維納で 飜譯 出版され • 又慶應 三年 五月. その 略 筋 を 英文に 譯し たもの を 松 囿梅彥 が 出版し、 明治 二 年 十 

月 更に 再版され た。 ために 世界的に 汎く招 介され て 居る。 
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圖 錄 § 松 園 主人 飜譯 本の 見返 ミー 丁 表 f  二十 八丁 裏 二十 九 丁 表 § 最後 一一 1 十 丁 裏 

一一 一、 傻 紫田畲 源氏 (Nisemurasaki  Inakagenji) 

作 者 柳 亭種彥 。蠭ェ 歌 川國貞 

體裁中  本 三十 八篇. 百 五 士ー册 

出版 文政 十二 年 — 天 保 十三 年 江戸 鷂屋喜 右衛門 板 

內 容 所謂 合卷仕 立の 草双紙 中 最も 名高い もので， 名の 如く 源氏物語の 翻案で ある。 源氏物語の 通俗化 は十帖 源氏. を さな 源氏 等 

以來屢 々試みられて 居る 事 だが、 種彥が これ を讀本 風の 趣向に 引 直して、 しかも 合卷ミ して 國 W の 艷麗な 揷繪を 加へ た 事 は， 本 

書が 大衆 的に 最も 汎く迎 へられた 所以であった。 本書が 好評 を 得た 逸話 や， 作者 翥ェの 苦心談 等 は 今 多く 說 くまで もなから う。 

種彥は 四十 篇 まで その 稿 を 了へ てゐ たのだった が， 一 朝 筆禍に あ ひつ、 V いて 病歿した ので、 三十 九篇 以下 は 稿本の ま 、で 出版 さ 

れ なかった。 (近頃 この 稿本 も 日本 名著 全集 甲に 翻刻され た)。 

圖 0  § 初篇 上下の 繪 表紙 ぼ 初 篇上四 丁 裏； 九 丁 表 £ 十二 編 序種彥 自筆 草稿 (これ は 版本で おいが 参考 のれめ 加 へれ) 


德川 寺^の 小, ま， きに よって 濃淡の 差 は あるが， 必す 教訓的 色彩 を帶 びて 居る。 これ は 幕府の 施政方針の 哲舉 的根據 が、 懦敎に 在 

つたから である。 即ち 家康を 始め 代々 の將軍 は * 儒教の 道德 主義 を 以て， 世 道 人心 を 統一し、 封建的 統制 を 保持しょう とした。 

その 影響が 早く も寬文 頃の 假名 草紙に 及んで， 多くの 敎訓物 を 生じた。 初期の 敎訓物 は 大抵 懦敎の 修身 齊家說 や * 佛敎の 因果 應報說 

を 平易に 解釋 した ものであるが， 朝 山 意 林 庵の 「淸 水物 語」 や、 如 儡 子の 「可 笑 記」 は， 儒怫の 說ゃ處 世の 訓戒 を說き 示した ものであって 

後世の 敎訓 物の 祖ミ云 はれる。 

15 ^力 浮世 草 跃ミ、 享 保の 八文字 屋本は * 元来が 遊^ 野郞を 中心 ミし、 遊里 劇場 を， 背景 ミ する 享 樂文學 であるから. 敎訓 力ら は 殆^ 

解放され て 居る。 けれ，？」 も 浮世 草紙の 町人物 及び 八字屋 本の 氣質 物に は、 多少 教訓的 要素が 見える。 それ は 世人が， 淫靡な 遊蕩 文舉に 

飽きた からで も あらう が. また 將軍吉 宗の享 保の 改革に もよ る點が 多い。 

士ロ宗 は元祿 奢侈の 弊風 を 一 掃せ んミ し、 特に 道義 觀 念の 養成に 意 を 用 ひた。 一例 を擧 ける ミ， 室 鴻巢譯 一六 讒衍義 大意」 を 刊行 頒布し 

之 を 寺小屋の 教科書に、 採用せ しめた 如きが それで ある。 內容は 孝順 父母、 尊敬 長上， 和睦 鄕里， 敎訓 子孫， 各 安 生理， 毋作 非違の 六 

項目に 分れて 居る" 

更に その 頃 心學の 開祖 石 田 梅巖が 出て、 江 戶初朗 以来の 三敎 1 致說 に， 宗敎 的體系 を與 へ， 之 を 1 つの 實踐 道德ミ して， 主ミ して 町 

人の 精神 生活 を 指導した。 彼 は 「都鄙 問答」 や， 「齊家 論」 を 著 はして， その 敎旨を 明らかにし、 屢々 市井に 講筵を 開いて、 その 主義の 宣 

傳に 力めた。 

また 筑前福 岡の 碩儒 貝 原 盆 軒 は、 貞享四 年に 「家訓」 を 著 はし. 正德 三年に 「養生 訓」 を 出す まで， 前後 二十 七 年の 間に、 所謂 盆 軒十訓 

を 述作して、 社會敎 育に 盡瘁 した。 

その他 禪 門の 名 儈白隱 も、 「遠羅 天 釜」、 「辻 談義」 なさ を 書いて、 訓 蒙の 一 助ミ した。 以上 諸家の 著述 は、 積極的に 倫理 を說 くもので 

小說 的な 讀勿 ではない が. その 言行 ミ 相俟って、 直接 間接に 談 穀物 流行の 機綠 をな して 居る。 かゝる 風潮に 觸發 されて、 八文字 屋 本の 


五 四 

教訓的 要素 は 急に 增 大した。 「商人 家職 訓」， 「善 惡身持 扇」， 「渡世 身 持 談義」 な-どの 出現が * それ を 物語る。 けれ e も 是等は • その 本質 

が 遊戯的な ものであった から， 滑稽 諷刺が 主であって， 敎訓 は附燒 » たるに 過ぎなかった。 

ホ n ラサ-力 シ  ， • 1 1 

敎訓 物ら しい 敎訓 物、 談義 物ら しい 談義 物 は， 增穗殘 口の 「艷道 通 鑑」、 「有 像 無 像 小社 探」、 井澤 長秀の 「廣益 俗説 辨」， 「武士 ik-T 斜 

田 白 龍 子の 「本朝 武家 義士 訓」， 「本朝 童子 訓」， 丹 羽 佚齋の 「田 舍莊 子」， 「地 藏淸談 漆 刷毛」 なさで あらう。 孰れ も正德 から 享 保へ かけて 

の出阪 である。 

以上の 後 を 承け て， 資 i 一年に 「ug 下手 談義」 が 出， 同 三年に， 「教訓 讀 下手 談義」 ミ. 「敎 訓雜長 持」 の 二 書が 出た ので あろ。 けれ e 

も是 等の 敎訓は 著しく 消極的で あり， 且つ 多分に 滑稽 的 要素 を 含んで 居る。 その 保守的 小乘 的な 點を、 嗜に 反駁した ものが， 資 © 三年 

嫌 阿 作 「當風 辻 談義」 である。 嫌 阿 は 何人 か 不明で あるが， 好 阿に 對抗 する 名ミ 見える。 寳曆 四 年の 「下手 義聽間 集」 は， 全く 「當世 下手 

談義」 の 延長に 過ぎない もので あろ。 是 等の 諸 書に 次いで、 敎訓物 談義 物の 類 は、 年々 夥しく 出版され たが、 その 多く は 江 戶の開 版で 

あり， 文運の 東遷 を 物語る。 

最後に 談義 物の 末 はニ途 に岐れ る. - 初 は 敎訓の 方便に * 諸國の 珍事 異閒を 集めた のが、 後に は それ 自體が 目的 ミ なり， 終に 安永 八 年 

の 「和莊 兵衛」 の 如き ものが 出る に 至った。 次に 色慾の 愼 しむべき を說く 事から 鞾 じて， 專ら 遊里 遊女の 記述に 耽り、 終に 寶曆四 年の 

「當世 花街 談義」， 同 五 年の 「禁現 大福帳」， 「花菖蒲 待 乳 問答」 S. 類 を 出す に 至った。 是 等の 書 は 孰れ も 半紙 本で あるから， 後の 洒落 本ミ 

は 違 ふが， その 內容は 全く 洒落 本 的で ある。 

要するに 談義 物 は • 京阪 小説が 旣に衰 へ、 江 戶小說 が 未だ 興らない 時に 當 つて * 寂寥なる 讀書 界を賑 はした 一種の 倫理 小說 である。 

一、 教訓 續 下手 談義 (Kyskun  zoku-hetadangi) 

作 者 洛陽沙 彌靜觀 房 好 阿 (江 戶兩國 橋畔の 寺小屋の 師匠 山 本 善 五郞) 

體裁半 紙 本五册 毎册 十四 五 丁  * 

出版 寶曆 三年 芝 神明 前 奥 村 喜 兵衛板 


內 容 前年に 出て. 談義 物に 一時 朗を 割した 「常世 下手 8ff  (半紙 本 五册) の 續繍 である。 寫眞 おの 總目錄 の 通り。 當時 は享保 改革、 

益 軒. 梅巌. 白隱 等の 敎訓の 影響 を 受け * 民心が 元 祿の華 を 去り * 漸く 實に 就かん ミ する 時 故 * 特に 倫理 小說 風の 讀 物が 喜ば 

れた。 本書 は 此の 風潮に 乘 じて 現 はれ、 「益 軒 十訓」 ミ 八文字 屋の氣 質 物 を 打って 一丸 ミし、 娛樂 の锂に 道を說 かん ミ したので 

ある。 終卷總 廻向 は， 正 鑌十卷 の 敎訓の 結論で あるが， 夫 を 更に 約め て， 法然の 一枚 起請の 擬 作を揭 け、 「町人の 身持此 一 紙に 至 

極せ り」 ミ、 自負して 居る。 

圖 錚 M 初卷の 表紙 は 同揷繪 の 1C 八 王 寺な ろ 臍 翁の 隱 居所へ、 扛戶の 本家の 手代 共が、 お 談義な 聽 聞に 行く 9 ゆ同總 目^- w 本文の 始 

一一、 教 0 雜 長 持 (Kysssn  zsnagaichi) 

作者 伊藤 單朴 

體裁半 紙 本 五 冊 

出版 寳曆 三年 天明 四 年 再 刻 江戸 板 

內 容 序に よれば， 江戸 土産の 新 板 「下手 談義」 を 見て 感 すろ 所 あり. 「いで や 西 施が 顰 になら ひて， 彼の 房が 說き殘 せし を、 里の 童 

や江 戶の 所綠の 少年 等が 敎 にせば ゃミ、 心に 浮び 口に 出ろ ま、、 手に まかせて 取り込み ぬれば， 雜長 持ミ は名附 つ」 ミ あろ。 そ 

の內容 は、 天狗が 總會を 開いて. 世上の 不心得者 を 慾すべく 決議す る 話 * 淺草寺 內で奴 さもが 主人の 謗り 講を 始める 話 • 精靈等 

が盂陶 盆の 待遇が 惡ぃミ て 不平 を竝 ベる 話、 及び 乞食が 互に 身の上 を 懺悔す る 話 等で あるが、 その 敎訓 は. 「下手 談義」 ミ 同じく 

著しく 消極的で， 且つ 多分に 滑稽 的 要素 を 含んで 居る。 著者 は 別に 「錢湯 新 話」. r 楚古良 探」 等の 著-か ある。 

圖 錄 2 第一 冊 序の 終ミ 本文の 始 £ 同揷繪 の 二 (海 鹿の 九藏ミ 土器 阪の喜 作が、 山の 觀音 堂で、 天狗 連の 决議^ 聽 かされる 所) 

三、 下手 談義 聽聞集 (Hetadangi  ch5monshG) 

作者 臥 竹 軒 (傳 未詳) 

五 五 


五六 

體裁半 紙 本 五 册* 1 册 十四 丁 乃至 二十 丁 

出 版 寶曆四 年 春 江戸 日本 橋 松柏 堂 板 

內 容 本書の 跋に、 「下手 談義の 書 は、 人の 爲に 頗る 釋 尊の 說 法に 等し ミ、 予 ありがたく 聽閗 すろ。 夫が 上に も 凡 心の 得度せ ざる 事 

も あれば、 迷 ひの 種ミ、 愚意の 思 ひ を 口走りて， 上手 談義の 法の 場に、 さし 出た るの み」 ミ あれば、 「雜長 持」 の 作者 伊藤 單朴 ミ 

共に、 靜觀 房の 後塵 を拜 する ものである。 卷 一、 折 越與三 治ェ藤 祐經へ 返狀の 事。 卷ニ， 足 屋道千 神明へ 參詣の 事。 卷三、 鵜 殿 

返ト 伊勢 物語、 知 道 軒 後 座 講談の 事。 卷四、 蜈足 齋圓名 夢噺の 事。 卷五、 八 王 寺 臍 翁 葬送 竝蓬萊 屋富責 右衛門 江の 島辨財 天より 

寳を授 りし 事。 以上の 目錄を 見て， も、 それが 「下手 談義」 の數衍 である 事が 分る。 噺の 調子 も 眞而目 さを缺 いて 居る。 

圖 錄 ^第一 冊目錄 の終ミ 本文の 始 


室町 江戶兩 時代の 分水嶺に 立って、 獨り喑 黑の耿 壇 を 照らす 者 は、 細 川幽齋 である。 戰阈亂 世に 虚して、 よく 歌道 を 支持し， 之 を 後 

世に 傳 へた 功 は、 認めねば ならない が、 ニ倏 家の 正系 を傳 へた その 歌風 ミ耿論 は、 さまで 椎獎 すべき 程の もので はない。 

その 歌 系 は、 中院通 勝， 烏 丸 光廣、 三條西 實條， 智仁 親王， 後水尾 天皇、 稍 下って は 武者 小路 實陰 等， 堂上の 人々 に傳 はろ- /.- ともに 

また 松 永 貞德， 北 村 季吟、 儈元政 等、 地下の 人々 にも 傳 はった。 

载德ミ 同時代の 木 下 長 嘯 子 は， 詞藻 も豐 富で あり， 歌風 も 自由であった。 けれ^も ニ條 家の 傳統 から、 解放され て 居た ので， 堂上 派 

人々 の 批難な 受けた。 何ミ 云っても， 元祿 以前 は、 耿壇 S 中心が 堂上に 在った からで ある。 

さて 元祿 時代 は、 舊慣 打破の 時代で ある" 自由 討究の 時代で ある。 漢學を 始め、 戯曲. 小 說* 俳諧 その他 凡ゆる 文藝 は、 教れ も傳統 

の 迷 蒙 を 掃蕩され て， その 面目 を 一新した。 此の 革命的 思潮が、 歌壇に も 及んで， 此處に ニ條家 歌學の 沒落ミ なる ので ある。 その 第 一 

線に 立った 者 は. 江 戶の戶 田茂睡 であった。 

茂睡は 堂上 派の 權威 を、 微塵に 粉碎 したが、 彼 自身 積極的に， 新 歌論 を 建設す ろ 事 は 出来なかった。 

同じ 頃の 下 河邊長 流-、】 釋契沖 は * 共に 禹 葉 研究に 1 家 を 成した、 やけで、 之 も 特筆すべき 歌論 ミ耿風 を， 有しなかった。 

舊 歌論の 破壞 から、 新 歌論の 建設へ、 一歩 を 踏み出した 者 は， 「國家 八 論」 (寬保 二 年) の 著者， 荷 田在満 である。 彼 は 歌は詞 花言葉の 

上に あろと 考へ、 「萬 葉 集」. 「古今 集」 より は、 寧ろ 一. 新 古今 集」 を宗ミ した。 また 和歌 を 政治 道德 の奴隸 たらしめ る 事の 不可 を 論じて， 

その 藝術的 性質 を 明らかにした。 併しもう 1 步 突っ込んで， 和歌 は藝 術な りミ、 主張す るまでに は • 至らなかった。 

次の 加茂眞 淵 は、 萬 葉 虱の 古語 を 用 ひ， 萬 葉 調 を 基調 ミ して、 之に 古 <h 調、 新 古今 調 を 加味し、 藝術味 豊かな 作風 を 示した。 

その 門人 田 安 宗武、 楫取 魚彥， 荒木 田 久老， 加 藤 美樹等 は， 主ミ して 雄渾 蒼 古な 萬 葉 調を繼 承し， 加 藤 千 蔭， 村 田 春 海， 本 居 宣長等 

は主ミ して 典 稚優麗 な 古今 調、 乃至 幽玄 繊細な 新 古今 調を繼 承した。 殊に 宣長 は、 その 作品 こそ 秀逸に 乏しい が * 歌の 本質 を 物の あは 

れに歸 するな e、 卓拔な 歌論 を 樹立して、 同門 竝 びに 後進に， 非常なる 影響 を與 へた。 


五八 

江戸に 魚彥， 美樹， 千 蔭 * 春 海 等、 所謂 縣門 和欧 四天王が 存在した のに 對 して， 京に は 平安 四天王が 存在した。 儈澄 月， 同 慈延、 小 

澤蘆庵 * 伴蒿溪 等で ある。 孰れ も 堂上 派に 育まれた 秋 人で あるが、 蘆 庵ミ蒿 蹊は， 終に 舊 套を脫 して、 新風 を 創めた。 

薦庵 ま眞 淵の 尙古 趣味 を 批難して、 た、 V こと 歌 を 主張した， た^こ ミ馱ミ は、 自らの 簾： 情 を， 自らの 言 集 を 以て 馱ふ事 を 意味す ろ。 

さう 言 ふた、 > こミ 歌が， 何故 人 を 感動せ しめる かに 言及して、 同情！ i ミ新情 論 を 提唱し， 作歌の 方法論 を耍 約して、 r 古今 集」 を 舉べミ 

言って 居る。 歌論 ミ して は相當 整備した ものであるし， 且つ 自ら 其の 說を， 作品の 上に 具現し， 時に 平板 葷 調に 流れる 嫌 は あるが， 兎 

に 角淸新 自由な 詠草 を殘 して 居る。 

蒿縘 はまた まご 、ろ を 尊び， 蘆庵ミ 同じく 「古今 集」 に範 を^-つた。 

蘆 庵の 後 を 承け て 新風 を唱 へ， 當 時の 歌壇に 一時期 を 劃した 者 は * 香 川景樹 である。 景樹は 歌の 本質 を しらべに 歸し， 理屈 や 技巧 を 

捨て V, 自然の 感情 を 自然に 詠め ミ說 いた。 而 して しらべ ミは 內容ミ 表現の 調和 を 意味す る 外に， 宇宙に 旁礴 する 自然 s 諧調 を も 意味 

する。 自然の 諧調 は 言葉で 說 明し 得ない、 自ら 感得すべき もので あり， それ を 感得し 得る 者が， 眞の 歌人で ある ミ云 ふので ある U 

かくて 內容の 自然と、 表現の 優稚を 求めた 彼 は， 古今 集に 倣 ひ， 優麗淸 新なる 歌風 を 以て，  一 ffi を 風靡した" 但し 繊巧に 過ぎて、 平 

弱に 流れた 嫌 は ある。 その 門人に は、 熊 谷 直 好、 木 下 幸 文、 八 田知紀 等を數 へる 事が 出來 る。 

その 頃 江戸に は， 春 海の 門人 淸水 濱臣が 居り， 伊勢に は宣 長の 實子春 庭， 養嗣大 平が 居った。 その他 藤 井高 尙， 萩原 廣道等 は， 孰れ 

も 鈴屋 大人の 舉 統を繼 ぎ、 詠歌に も相當 見るべき ものが ある。 更に 自ら 一家 を 成した 者に は *  土 佐の 鹿持稚 澄， 江戸の 懾守 部， 長 崎の 

中島 廣 足が あり、 薆國 慷慨の 志士に して 歌才を 有した 者に は， 佐 久間象 山， 平野 國臣， 久 坂玄瑞 等が ある。 

儈良寫 南 翥家田 能 村 竹 田、 公卿 千 種 有功 等 も， それぐ 獨 自の 歌境 を 開いて， 幕末の 歌壇 を 飾った ので あるが、 中に も 最も 異色 あ 

る 者 は、 福 岡の 大隅言 道ミ、 福 井の 橘 曙覽ミ である。 言 道 は 勤王の 女丈夫 野 村 望 東の 師 であり、 その 歌は觀 察の 精 総 着想の 斩 新ミ 

而 して 格調の 平淡なる 點に 於て、 崭然 群を拔 くもので ある。 曙鬵 は始 •？」 獨擧 で， 萬 葉の 心體を 得、 取材 も 用語 も 格調 も、 極めて 自由で 

あるが， その 高潔な ろ 人格 は， 自ら 作品に 慘み 出て、 犯し難い 氣品を 添へ て 居る。 彼の 如き は 幕末の 歐人ミ 云 ふより は， 寧ろ 明治の 歌 

人ミ云 ふべき である。 何故 なれば、 彼 は 正 岡 子規の 短歌 革新に、 絕 大の喑 示を與 へて 居ろ からで ある。 


I  、 擧  白  集 (Kyohakush5) 

作者 木 下 勝 俊 

體裁 美 濃 形 大本 八 冊 (十 卷を收 む) 

出 版 慶 安二 年 三月 門人 公軌 編輯の 後 を 承け て、 同門 山 本 春 正が， 之 を 刊行した。 

內 容 第一 冊より 第三 冊まで が 歌集。 第 四 冊より 第 八 冊まで が 文集。 この 文章 中， 「扶桑 拾 葉 集」 に 入って 居る ものが 多い。 芭蕉の 

「嵯峨 日記」 の 中に. 「客 は 半日の 閑 を 得れば. 主 は 半日の 閑 を 失 ふ」 V.- あるの は， 本書 「山家 記 J 中の 言葉で あり， 「鶉 衣」 の 「百蟲 

譜」 の 中に、 「紙魚 は 長 嘯 子に 憐れまる」 ミ あろの は、 本 害 「しみの こミ ば」 を 指した ので ある。 本書の 出版 筏翌 三年 二月 尋舊坊 の 

「難擧 白 集」 が 出、 更に これに 對 して 「難々 舉 白蕖」 (作 若 不明) が 出た。 

圖 0  ，第 七 冊 目の 表紙 ^第一 册 本文の 始 

一一、 梨  卞  集 (Nashinomotosha) 

作者 戸田 茂睡 

體裁半 紙 本 二 冊 

出版 元祿 十三 年 

內 容 序文 は 寬文五 年に 出した 宣言書の 文を揭 けて， 歌 語の 自由 を 主張し， 「入の いふ 程の 詞を欧 によ まれす と 云 ふ 事な し」 まか， 

r 詞に 多く 闊を すゑて， 人の 赴き 難き やうに、 道を狹 くす る」 から， 歌道 は 日々 に衰 へる のだミ * 喝破して 居る。 詞に閼 をす ゑろ 

と は， 1 P 五 文字に 置く ベから すミ いふ 詞、 2 終に 云 ふま じき ミ いふ 詞 *  3 遠慮すべき ミ いふ 詞， 4 ぬし ある 詞， 5  1 ^むま じき 

ミ いふ 詞 等で あるが， それ 等 は總て 不合理で ある ま 述べ， 一 々例證 して 居ろ。 

園錄印 上卷 本文 二 丁目 裏 W 三 丁目 表 o 初 五 文字に 置かれぬ 詞、 「ほのぼの ミ」 の 用例^ 示して、 その 謂れな き^ 說く所 M 下 卷の終 開  一 丁 

五 九 
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三、 志 濃 夫遒舍 歌集 (shinobunoya  Kash お 

作者 橘 曙覽 

體裁 美 濃 形 大本 五 冊 

出版 明治 十 一 年。 出版者 は 息 井出 今滋 

內 容 第一 卷 松籟 艸。 第二 卷 襁褓 艸。 第三 卷春 明艸。 第 四卷君 米艸。 第五 卷白 蛇艸 ミ福壽 艸。 いづれ も僞ら ざる 生活の 歌で あり、 

純真な 眼に 映った 自然の 歌で あろ。 用語 も 自由で あり， 歌風 も淸 新で ある。 

圖 0  W 第二 卷の 表紙 g 第一 卷 本文の 最初 g 第一 卷々 頭に もる 背 像 


淨 瑠璃 はわが 室町 時代に 出来た 語り物であって、 江戶 時代の 歌謠 及び 戯曲 S 大きな， 源泉 をな す もので あろ。 

その 起源に ついては、 柳 亭種彥 の考證 (還 魂 紙 料、 足 薪 翁 記) が 動かぬ ミころ であらう。 宗長 日記 享祿四 年の 條に， 八月 十五夜 駿 河の 

宇津山で 小 座頭 を 招き 淨 瑠璃 を 歌 はせ たミ いふ^ 事 や， 又 守武千 句の 中に 見えて るろ。 

ぃミク だに ざミ うまが ひの 仗つ きの 

淨^ 璃か たれ- i し 火 の も-/ J 

こよ ひ はや 時 は 丑 わか ふけ はて V 

の 句に よって、 その 內容 はすで に 牛 若 丸ミ淨 瑠璃 姫 ミの戀 物語、 即ち 現存の 十二 段 草子 ミ 同じ もので あろ こまから 推して， 淨 瑠璃 ミぃ 

ふ稱 呼の 根據 まで 略 ほ 斷定が 出来る ミ思 ふ。 高 野 博士 は 能 樂の書 「猿轡」 の 記事 を あげて、 文 安 年中 宇田 勾當ミ いふ 盲人が 「やすだ 物語」 

ミ いふ 十 一 一段の 語 物 を 語り はじめた ミ いふ 說を あけて ゐられ るが、 その 事實 はミも かく も， 時代の 見當は 享祿を 遡ろ 事な ほ 七 八十 年の 

文 安 頃に 出來 たもの S 見て よい-こ 思 ふ。 さすれば これ も 東 山の 罷流 のた、 f 中に 培れ た藝 術で ある。 素より その 始は犟 な も 語り物 ミ して 

琵琶 を 伴奏に 用 ひる か 又 扇 拍子に 合せる ほさの もので あつたが、 これに 古く 王朝 時代から 民間に 行 はれて ゐた 傀儡の 伎 (夷舁 ミ もい ふ， 

今の 操 人形で ある) が 結びつき， 更に 新 渡来の 樂 器なる 三鉉ミ 合せる やうに なって、 そこに 樂劇ミ しての 動かぬ 地盤が 出來 たので ある。 

この 三者の 提携 は文祿 頃から 慶 長へ かけて 次第に 完成し， 恰も 歌舞伎の 鼻祖なる ぉ國 かぶきの 出現- /.- 略 ほ 同時代に 相 竝んで 世に もて は 

やされ たので ある。 その 發祥の 地 はも ミ より 京 坂で あるから、 その 土地の 柔軟 繊細な 氣 風に 染み * 且淨 瑠璃の 一 母胎なる 古 說經節 (佛 

菩薩の 本 緣を謠 ふこ-、) から 始 つて 悲哀な 佛 臭い 傳說を 語った もの， 所載の 「かる かや」 は その 代表的の ものである。」 の 曲節， 筋 立に 準據 

した 曲 風で あつたが * 慶長 末年 は， すでに 天下の 覇府 たる 江戸に 行 はれ * その 剛健 勇武な 氣 象に 接 觸 して 漸次 硬化した。 特に 寬永 年中 

江 戶薩摩 太夫の 盛名 は 1 世に 轟き 名人が 門下に 輩出した が， 就中 和 泉 太夫 (櫻 井 丹 汲掾) が， その 天性の 强勇ミ 時代の 趣 勢 ミに乘 じて 創 

始 した 所謂 金平 筘 は 暴戾ミ 空想 ミの 所産であって， 人形の 上に も 曲節に も 怪奇 荒 唐の 新 趣 を 出し * 更に それが 京阪に 逆流して そこに 剛 


六 二 

柔 二つの 曲 風が 互 ひに 融合す ろ 機運 を 生じた。 一 方 これに 竝 行して 加速度の 發 達を遂 けて 来た 歌舞伎の 豐麗な 色彩が、 又淨 るりに も 加 

味せられ る やうに なって、 き 享元祿 明に は * 井上 播 磨* 宇治 加 賀掾. ついで 竹 本 筑後掾 の 如き 天才が 現れた ので ある。 その 內容 からい 

へば， 元祿 以前 は主ミ して 太夫の 妙音ミ 人形 及舞臺 構造に 支配 せられて 叙事詩 又は 劇 文學ミ して， さして 特色の 認められなかった 脚色 

も， 近 松 門左衛 門の 出現 ミ 共に 一 鬮 光輝 を 發し. 筑 後の 音量 ミ座本 竹 田 父子の 巧妙な 舞臺 装置 (からくり )-、〕 相俟って 形式 內容殆 さ 完全 

の 域に 達した ので あろ。 殊に 從來は 說經、 金平 風の 説話 や、 傳奇的 材料の み を 扱うた 時代物から， 歌舞伎の 世話 狂言 を摸寫 した 世話物 

(會根 崎 心中) が 上演せられ るに 及んで， 茲に 人生に 對 して 深さ を もつ 寫實 劇の 樣 式が 創められた。 まさに 淨 るりの 黄金 降 代で ある。 (近 

松 以前の 作品 を總稱 して 古淨 るり ミ いふ) かく 發 達し 来った 淨 るり は 近 松 を 起點ミ して 更に 轉 廻し、 その後 繼者 なろ 竹 田 出 雲 又は 近 松 

半 二の 手に 移されて いったが * これらの 人々 の 工夫に よって、 舞臺も 人形 もい よく 複雜 精妙に 赴く 一方に は， 主- /』 して 興行 物-/】 して 

の 目先の 效果 のみ を 重んじる 弊が 加 はり， 所謂 趣向に 墮 して， 內 面の 自然な 發展ミ 流動性 ミを缺 き， 近 松 物に 見ろ やうな ふつく りミし 

た 味 を 失うた。 こミに 世話物の 妙 作 は 再び 見られ なくなって しまった- 

た、  C  人形と 舞 臺の發 達が，  なほ 人の 心 を 引つ けて 寳曆 頃まで は 隆盛 を 見た" 淨 るり も その 樂 劇的 要素が 逆に 歌舞伎の 方に 移植せられ 

準 樂劇ミ しての わが 「舊 劇」 の 型が 出来 上って 來るミ 共に， 淨 るりの 方 は 次第に 凋落の 影 を 見せた ので ある。 しかし 今日で も 大阪に 唯 一 

っ文樂 座が 残って 過去の 尊い 形見と して 世界に 類のない 人形劇 ミ して、 未 來の國 劇の 上に も 多くの 嗜 示を與 へて るる， 

一、 せっき やう かる かや (sekkys  scarukaya) 

作者 不  詳 

體裁半 紙 本 合一 冊 

出 版 寬永 十六 年 京 上る り や 喜 右衛門 板 

內 容 說經は 御伽草子 ミ 共に 室町 時代の 中流 下層 社會の 慰め ミ して 流行した 語 物で ある。 かろ かや は 現^す ろ 正本 中で も 最古の 一 

つで 寬永ー 一年の 「高 館」 に 次ぐ 繪入淨 るり 本であって， 柳 亭種彥 が 用捨 箱に 載せて るるの も 即ち これで ある。 なほ 同書に 引いて ゐ 


ろ 六 字 南無 右衛門の 正本 「やしま」 に は寬永 十六 年 正 3 吉 3*  ニ條通 1： 幸 町 西へ 人 丁. 上ろ り や 喜 右衛門 開之ミ あろの は. この 奥 付の J 

るり や 喜 右衛門と 同じ 扳元ミ 思 はれろ。 內容は 所謂 本 地 物で， 信 濃 善 光寺の 傍に あろ 親子 地蔵 (莉萱 堂) の 由来 をのべ たもので ある" 挿 

繪こは 簡素な 丹綠の 彩色 を 施し， 普通 淨 るり 本の 六 段 形式 をミら すに， 上中下の 三 段に 分って ゐろ ミころ にお 伽草子の 俤を存 し、 雅 g 

掬すべき ものが ある。 

園 ^  ^J5M  丁 表 § 中段の 終 湖 下段の 挿 書 ^本文の 最後 

二、 公 法 門 讓 (Kimpira  Hsmon-arasi) 

作者 不  詳。 天下一 上 總少掾 正 信 正本 

體裁 繪入 半紙 本 一 冊 

出 版 寬文 三年 九月 京 ニ條通 正 本屋 九 兵衛板 

內 容 これ は寬文 三年の 年號が 明示され てね る。 賴光 跡目 論ミ 共に 上方 金平 淨ろ りの 双璧で ある 筋 は. 源 賴義が 東 山の 満容 上人 

を 信仰し 愛子 加 茂 次 郞義宗 を 出家 させろ 意が あろので， 金平 怒って 上人 ミ法門 諍 ひ を やり 暴力で これ を逐ひ * 主人の 討 手 を 引 5 

けて 義宗を 擁して 自らの 館に こもる。 討 手の 大將渡 邊兄第 その 志を憐 み、 兩人戰 死と 披露して これ を 落して やる。 加 賀掾が 「忠 

臣身替 物語」 ミ 改めて 語った 時には * 加 茂 次郞の 身眷を 立てろ ミ いふ 一段 を 加へ てこれ を 中心に してろ ろ" 暴灵 武骨 一遍の 關東 

の 金平 物が， 義理 人靑の 上方 趣味 を 加味して， 0 る-こころに その 特徵 が存 する。 身 替の段 は 謠曲仲 光の 翻案で ある こミは 明かで あ 

る。 上 總掾正 信 は 明曆頃 京都に 於け る 金平 節の 名手で， 通 稱次郞 兵衛ミ いひ * 江戶 虎屋 源 太夫の 門人で あろ。 

圔錄 g 表娥 S- 邙發 IT 第一 丁 表 £ 揷 菡 

一一 一、 大  竹  集 (otakeahG) 

作 者 宇治 加 賀掾編 

六- 1 
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體 裁 美 濃 版 大形 本 一 冊 

出版 延寳九 年 京 つ ほ 屋吉左 衛門開 板 

內 容 淨 るり 革新の 先驅 者なる 宇治 加 賀掾が 京都で 姝 上け をした のが 延寳ニ 年で， これ は 同 九 年. その 得意の 節 事 を 集めて 出した 

最初の 出版 ミ 見られる。 

寫眞に 見えて ゐる 目次の 以外に も， 虎 遁世 記 * 惟喬 位 諍. 虎之 卷， 榮花 物語， 十六夜 物語. 五百羅漢、 戀塚 物語の 詞章 を 採り. し 

かも その 大部分 は 近 松の 青年期の 作品に 屬 する。 就中 * 虎 遁世 記 は 加 賀掾が 出世 興行の 出し物で あるし、 種々 な 意味に 於て 貴重 

な 段物 集で ある。 

序文の 終りに 見える 加賀掾 校合の 署名 は、 彼 自身の 筆で， こ、 に 表紙， 序文、 奧附の 一部 をのせ た。 なほこれ ミ 同系の 宇治 物の 

板 本に 小 竹 集， 紫 竹 集な^ が 現存す る。 

圖錄 § 表 紙 ？奥 書 ^ 目 * 裏 及第  一 T 表 

四、 世 繼  S  我 (Yotsugi  soga) 

作 者 近 松 門 左衛門 

體裁半 紙 本 一冊 

出版 天 和 三年 九月 京 山 本 九 兵衛板 

y 容 これ は 元来， 宇治 加賀掾 の爲に 書かれた 正本で あるが、 貞享ニ 年 二月 竹 本 座 創立の 際に 用 ひた 語物ミ して 有名で ある。 

會我 兄弟の 討 入より *  二人の 死後 虎少 將が會 我の 里に 老母 を 尋ねて， 夜 討の 有樣を 物語り， 叉賴 朝の 御臺 所の 所望に よって. 兩 

人が 風流の 舞 を 舞ふミ いった 筋 立で， 近 松の 初期の 作品に 見ろ 景事、 節 事 を澤山 挿入した 花の やうな 作風で、 文章 も 流麗で ある。 

卷 末に 天 和 三年 九月- 、.-、 年 號の存 する の は 極めて 珍ら しく， 淨 るり.^ 上 貴重な 材料で あろ。 

圆 錄 W 赘端第  一 丁 表 H£ 最後 S 臭附開 


五ゝ曾 根 心 中 (sonezalu ひ nlnju) 

作 者 近 松 門 左衛門 

體裁 大形 半紙 本 一冊 

出版 元祿 十六 年大阪 山 本 九 兵衛板 

內 容 文學 史上 一時 朗を 割した 名高い 作品で， 世話 淨 ろり の嚆矢 であろ。 元祿 十六 年 五月の 上場に か、 ろ。 近 松の 新機軸 ミ， 人形 

遣 ひ 辰 松 八 郞兵衛 の 工夫 ミ， 竹 本義 太夫の 美音-、】 が 相俟って， 一世の 大當 りをミ つたので あろ。 この 正本 は 普通の 八 行 本よりも 

形ゃゝ 大きく， 紙質 板 下 共に すぐれた 六 行 本で ある。 そして 卷 頭に 竹 本 筑後掾 巢林 子-二の 序文が のって ゐ るの も 珍ら しい 

元祿 十六 年 秋の 板 行で ある。 

圖錄 S 作者 序 ss  £ 發端第  一 丁 表 

六、 遊 女 誠 草 (Yolo  Makotogusa) 

作者 不  詳 

體裁半 紙 本 一冊 

出版 未  詳京 山 本 六 兵 衛改板 

內 容 元祿 十六 年 曾 根 崎 心中が 现れ てから は， 感じ やすい 世 問に さまぐな 刺戟 を與 へたので、 その 改作 や， 後日 ものが 數 多く 出 

た" これ は 曾 根 崎丸屋 しけ-、〕 いふ 遊女の 一人 心中 を 描いた もので， 愛する 男が， 自分の ために 身の 治らぬ の を 悲しむ 情-じ， お 初 

の 死 を 追慕す る 念から， 一 周忌の ころに 自殺した 事實を 材料に して ゐ る- 

行文 も 輩 調な 抒情 句が 多く、 迚も 近 松 ほさの 筆力 は^られまい 筋の 上に お 初の 兩親 や， 敵役の 九 平 次な^ を 出して 曾 根 崎 追善 

の 心 を こめた-/." ころに 一 寸 した 趣向が 見られろ。 道行の 段に は 「はり まぶし」 ミ 註して ゐる。 井上 播 磨の 曲 風 を 用 ひた もの ミ 見え 

六 五 


六 六 

る。 寳永 元年 五月 大阪竹 本 座の 上演で， 板 式 も 粗末な 十 行 本で ある。 

圖 錄 g 發端 一 丁 表 

七、 心中 二つ 腹帶 (sinja  Futatsu.hs.aobi) 

作者 紀海音 

體裁半 紙 本 一 冊 

出版 不  詳 

內 容 享保七 年 四月 六日 大阪豐 竹 座 上場、 お 千代 半 兵衛の 心中で ある。 そして 同材を 潤色した 近 松の 心中 宵 庚申に 先つ こと 僅に 十 

六日、 紀海 音の 當り 作で ある。 

事實は その 前年 四月 十六 日拂瞟 のこ ミで、 生 玉 馬場 先の 大佛 殿勸進 所の 門前で 緋毛耗 を 敷き、 男女 共に 腹帶 をし めて 一 っ^に 伏 

したの が 評判 5 なり， 同時に この 外題の 由来す る ミころ- /.- もな つたので ある- 

海 音の 淨 るり は、 近 松に 較べて 正本が 遙に 乏しい 恨 は あるが、 この 十 行 本 は 表紙 暧箋 共に 整 ひ * 當 時の 院本の 體裁 をよ く 示して 

ゐ る。 

なほこの 作の 系統 を 引いた ものに， 初物 八百屋 默立 (明 和 六) なさが あり、 歌舞伎の 方に も 花毛耗 二つ 腹帶 (享保 七. 中 村 座) 以来 

今日まで も w じられ て ゐ る。 

圔錄 § 表紙 厘菱 § 發 端  一丁 表 


：、 化 镜丑滿 鐘 (Bakekurabe  ushimitsu.no.Kane) 


作者 曲 亭馬琴 

體裁 半紙 本 


出版 安政 十二 年 江戸 蔦屋重 三郞板 

內 容 題箋板 式す ベて 院本 を 摸した 所謂 讀本淨 るり ミ よばれる もの、 代表 をな す もので、 寬政 十二 年 五月の 板 作で ある 

馬 琴が 草 表紙 洒落 本 作者の 氣 分から、 讀本 作者 ミ しての 自覺に 達する までの 過渡期の 作品 ミ して 興味が ある" 化物 仲間の ろくろ 

姬 7.- 白狐 \！ 介 ミの戀 仲 を 中心に， 文ぶ く 茶釜 ミ 白狐の 玉ミの 紛失 ミ いふ 筋 を 絢 ひ 交ぜて 歌舞伎 風な ぉ家騷 動物で ある。 

「聲 もへ だての からかみ を、 さつ ミ 開けば 白狐 之 介 * かう べにいた、 V く 天靈蓋 * 腰に 馬 骨の 太刀 を はき， 藻屑の 直垂 さわやかに 

立いで 給 ふ」 云々 の 文句に よって、 V も， その 洒落 氣分 がよく わかる ミ思 ふ。 京傳 にも 「捷徑 太平 記」 ミ いふ 同種の 淨ろ りが ある 

園錄? rr 發 端 § 見 返 g 禅 繪 


卸本ミ いふ こ ミを廣 義に解 すれば， すべての 演劇の 筋立ミ いふ こミ になる から、 單 なる 歌舞から 獨立 しに 歌舞伎の 創始 時代す でに 存 

在した わけで ある。 寬永 ごろ 流行した 猿 若 狂言 や、 海道 下りの 如き もの もす ベて これに 屬 すろ。 けれ さも 狂言 本ミ して 今日 世に 存 する 

もので は. すべて 元祿 前後の もので * 富 永 平 兵 衛ゃ近 松 門左衛 門ら の 趣向になる ものが 多い。 これらの 貴重なる 材料 も， すべてた、 V あ 

ら 筋の 記述 ミ簡單 なさり ふの 俤をミ ^'める 位で、 僅に その 挿 靄に よって 豐 富な 舞 臺面を 想像す るに ミ^ まる。 この 中から は 何ら 文畢的 

(戯曲 的) 感銘 も 得られぬ ほさ 粗末な ものである。 そして 舊 歌舞伎 時代の 遊戯 氣 分ミ、 寫實 的な 新技藝 (所謂 地藝) なさが 妙に 融合し 切ら 

ぬ- /.- ころに 元祿 狂言の 興味 ミ物 足らな さが あるので ある。 

上方 は 坂 田 藤十郞 なさの 演じた I 好色本 式の 味 を もつ 傾城 買の 狂言. 即ち 和 事が 中心 ミ なり、 江戶は 金平 淨 るりから ヒ ントを 得て 

創めた-/】 いはる、 市 川 圑十郞 の 荒事が もてはやされ、 この 和事ミ 荒事 ミが 寫實ミ 夢幻 ミ の わが 演劇の 1 1 要素 をな したので ある. 

かう した 流れが 享 保から 賨曆に 入って， 次第に 舊欧舞 伎の 臭味 を脫 離し、 筋 立の 自然 ミ 直接な 社會の 摸寫を 喜ぶ やうに なり. 世話き 

るりに 見る やうな 甘い 透明な 內容を もつ 世話 狂言が 出る やうに なった。 並木 正 三の 宿無圑 七の 如き は その 先薩 をな す ものである。 けれ 

さも 歌舞伎の 基調 をな す もの は， やはり 時代物-こ 世話物-、. -の間 を ゆく お 家騷動 ものであって、 寶 物の 紛失 ミ いった やうな 型が 千篇 一 律 

に 行 はれ * 世話物 もた、 > 挿話的な 意味し かもたない ので あつたが * 後 並木 五瓶の 如き 才人が 出て、 上方から 江戸に 遷り、 その 劇界 を 支 

配す る やうに なつてから， 時代 ミ 世話と は 全然 分離し， 各自が それぐ 獨 立した 情緒の 上に 立つ やうに なった" ついで 鶴屋 南北 は 江戸 

歌舞伎の 夢幻 氣分を 世話物に 應 用し， 醜 ミ怪ミ 血の 狂言 1 物凄い 超 實 的な * そして あくまでも 寫實 的な 狂言 を 描いて， 世み 驚嘆せ 

しめ t ので ある。 最後に 出た 河 竹 新 七 (默 阿彌) は、 老近 松に 見る やうな 大きい 常識の 上に 立ち、 過去の すべて を 綜合して * 主知的な 上 

方 狂言 ミ、 主情的な 江戶 狂言 を 巧に 融合せ しめ、 南北に よってな された 惡の 讃美 は、 默阿彌 の 白浪 物に 見ろ やうな 惡の 淨化ミ なり， 抒 

情 詩的なる 情緒 を寫實 的な 趣向の 中に 宿す こミ によって、 純 文學の 領域に 確な 地歩 を 占める やうに なった。 

この 作家の 大きな 手で、 三百 年の 歴史 を もつ 典 味 本位の 舊 歌舞伎 は、 思想 及 個性の 描寫 を主ミ すろ 近代劇の 精神に 結びつけられた ミ 


考 へる ことが 出來 る。 

一、 ナ 、，せい 若紫 (Keisei  wakamurasaki) 

作者 不  詳 

體裁中 形 本 一 W 

出版 不  詳京 八文字 屋八左 衛門板 

內 容 これ は 上 卷を缺 いてる るので 筋の 全體 はわから ぬが、 御手洗 三左衛 門が 傾城 若紫 ミの戀 の爲に 金に 窮 した あまり、 一夜 泊め 

た 高野聖 を 刺し殺して 金子 を 奪った が， その 怨念が 兩 人の 間の子 供 (七 ツ子-、) いふ) に 宿り、 親に つき 纏ふミ いった 變 つた 囚果咄 

である。 

この 三左衛 門ま^ 田， 十郞か 演じ 「身の上 懺悔ば なし」 ミぃ ふ 長 せりふで * この s; 果應報 を 物語る ひミり 狂言の 場-: m が ある。 傾城 

佛ケ 原で、 晦房文 i が 喋り 文て ろ やうな 陽氣な 長咄- へ〕 はか はり. 一味 凄 凉の氣 が 流れて * よく 藤 十郞の 末期の 按藝を 想 はせ ろ あ 

ろ ものが ある。 

園 ^  § '中 卷發端 一丁  ^表紙 題箋 f 挿麄は 山路 姬 道行。 轧 の 森で 主 膳 ミ 兩 人で 謠曲 「海人」^ 舞うて ゐる さ、 ろ 

一一、 けいせい ふたつ 石 (Keisei  Futatslishi) 

作者 不  詳 

體裁中 形 本 一冊 

出版 不  詳京 八文字 屋八 左衛板 

Hv  ^ この 狂言 本 は 題 妻に 見える 通り， ，.： 小 大和 屋甚 兵衛 座で 當りを 取った 雄 床山 を， 澤 村長 十郎 座で 二の 替の 興行 ミ して、 夫 立お 

六 九 
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ミ 題して 出した ものである。 

「追 付 上 木いだ し 候 」-、.- あるから. もっと 委しい 筋 書 も 出.；： こ ミと思 はれろ • 役者 附は缺 けて ゐ るが， 享保 三年 ミ 推定の 出来る 

日本 振袖 始に顏 を 出して ゐる片 山 小左衛 門， 坂東彥 三郎 なさの 名が 挿？ I の 各所に 散見して ゐろ から. 表紙 書 入の 通り 正 德六年 

(享保 元) 春の 興行ら しい。 

例の 褸雜 なお 家 騒動で、 大 井家の 若殿 安之 亟の 遊蕩 * 弟 吉次郞 の 苦心な さに 女敏 討の 趣向 を はめ込んで ゐろ。 

大切， 安之 亟が禹 歳に なって 太夫よ しだ ミの 口舌の 段 は， 夕霧の 俤を 舉んだ 世話物で ある。 

圖 錄 ^表 颍超奚 ？發端  一丁 表 ゅ揷窗 太夫 吉 田が 安之 返の 肩代り ミなリ 灯^ 涫. して 討 たれる W  、、るで ある。 

一一 一、 曰 本 振 铀 始 (Nippon  Furisdehajime) 

作 者 近 松 門 左衛門 

體裁半 紙 本 一冊 

出版 不  詳 京ニ條 鶴屋喜 右衛門 板 

內 容 近 松の 淨瑨 璃. 日本 振袖 始は享 保 三年 二月 二十 二日の 興行で * 素蓋嗚 尊-、 -蘇民 將來ミ の 傳說を 巧に 取 入れた 作品で あるが， 

この 狂言 本 も 全く その 筋 通りに 仕組んだ もので、 普通の 三番つ、 V きの 形式 を 採らす、 全 場 五段に 分って ゐ るの も， 時代 淨 るりの 

通りで ある。 京都 早 雪 座の 興行で， 芝居 淨 ろり ミ して 都 一中の 名が 出て るる" も 7〕 より 近 松の 筆で はない： 立 役柴崎 林左衛 門の 

動靜 から 推斷 して， 享保 三年 二の 替の 興行- /.- いふ 高 野 博士の 考 證は當 つて ゐるミ 思 ふ。 表紙 題箋 * 拉に 外題 脇の 赤紙 も 完全に 殘 

つて ゐる。 

圖錄 g 表紙 題 麹 g 發攝一 丁  ，挿 畫 


四、 サ、， せいへ 萬 日 (Keisei  Hachlmannlchl) 

作者 不  詳 

體裁 中形 潢本 一冊 

出版 不  詳京 八文字 屋八左 衛門板 

內 容 これ は 普通の 狂言 本ミ異 り. 珍重すべき 潢 本で， 挿講の 上に は 別に 役者 評判記が のって ゐる。 

これによ る.、 一 柴崎林 左衛門 はすで に 老境に 在り. 音 羽 治 郞三郞 も 上々 吉の 位附を 有して ゐ るから， 正 si 莩 保の 頃に 相違な く、 殊 

に柴 崎が 享保四 年の 暮は 京都 萬 太夫 座に 出て ゐる こミ から 推して * 享保五 年 一 一の 替の 興行 ミ^ら れる" 

坂 本西敎 寺の 八 萬 日 回向の 趣向 を 採った 例のお 家 騒動 もので * 挿 讒 の ミころ は 家老 貫兵衛 (音 羽治郞 三役) がお 家の 爲に 小さい 若 

君に 紙 衣 をき せて 逐ひ 出す ミ いふ 變 つた 愁歎 場で あろ。 筋 は あまりに 入 組んで ゐて 何の 統 一 もない が， 兎も角も 當り 狂言で あつ 

たミ見 わる。 作者 はわから ぬが 多少 文筆の 才 のあった 音 羽治郎 三の 作で はない か-、. -思 はれる。 

園 錄 £ 表紙 題箋 ^ 役者 附 § 挿麄及 役者 評判 

l、l_JB 無團七 時雨 傘 (Yadonashi-Danshichi  shigureisjcarakasa 一 

作者 並木 正 三 

體裁 繪入 半紙 本 三 冊 

出版 不  詳 

內 容 この 根本 は 明 和 五 年の 七月 興行に 大阪竹 田の 芝居で h 場した もので * 並木 正 一一； (享保 一 五— 安永 二) の 傑作で は あろが *  ^實 

は その 頃道頓 堀の 岩 井 風呂に あった 殺人事件 を 脚色した * 所謂 一 夜漬の 世話物で ある。 元來淨 6 り 作者 並木 宗輔 (千 柳) の 弟子 ミ 

して 操 芝居の 技巧 装置に 精通して ゐ たこの 作者 は， せり 上 や 廻り 道具の やうな 新 工夫に も， 作品の 內容 にも 多く 淨 ろり 芝居の 喑 
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示 を うけてる ろ。 この 曲 も 夏祭 浪花 鑑で 流行した 圑七 縞の 人形 & 装を應 用して. 凉 しい 夏 芝居の 仕組み を 立て ゝゐる 會話は 純 

上方 風の 甘い 寫實 で， 脚本 中に 正 三 自身 (本名 高 砂屋平 右衛門) が 舞臺に 現れて， 遊蕩 兒茂 兵衛を 意見す ろ 一 5K を 加へ てるる" 筋 

もよ く 通り， さらく ミ して 上 乘の 世話 狂言ぶ りで ある。 

圈錄 g  SS 丁 裏 ミ五丁 表 W 役者 附 

六、 文 月 恨 切 子 (1-umiNukl  uraml.n?Klr§) 

作者 近 松德三 

體裁 繪入 半紙 本三册 

出版 不  詳 

內 容 软舞 伎の 根本 は * 大阪 S 正 本屋 利 右衛門が 世間の 嗜好 を考 へて 臺帳 を寫 本に 仕立て * 明 和 頃 同好者に 回霓 させた のが 始 りで 

これが 筋を迎 り， 理を逐 ふ 浪花 人の 好 尙に叶 ひ * 其 後、 曉饉 成-か 上梓して 卑俗な 繪入 半紙 本ミ して^ 十 種の 新 古 狂言 を 公に した 

ものであって， これ も その 一つで ある。 

作者 近 松德三 (寶曆 一 一 I 支 化 七) は 大阪坂 町の 娼家の 主人で * はじめ 淨 るり 作者 近 松 半 一 一の 門に 入り， 後软舞 伎に 鞾 じて 並木 五 

瓶ミ肩 を竝 ベる やうに なった" 作風 は 讀本種 や 際物 を 巧に 脚色す る やり方で、 蹈 創の 才に 乏しく， 大抵 は飜 案の 傾向 を もってる 

ろ。 恨 切 子 は 今日 も 演じられる 名作で、 古い 祭文に も 唄 はれた 古手 星 八 郞兵衛 のお 妻 殺し を 書いた もので， 上方 唄の 情緒な 利用 

し、 寂し 味の 勝った 世話物で ある。 

園錄 §B 搶 W 表 紙 8 役者 附 


小唄 ミ よぶ 名稱は 古く 王朝 時代の 文^に 現 はれて ゐ るが， これ は 今日の やうな 流行 唄 を 指して るろ もので はない。 宮^の 大歌に 對す 

る稱呼 ミ して 狹ぃ範 園に しか 用 ひられて ゐ ない。 又 記紀の 中に 見える 有名な 童謠 (ヮザ ウタ)， 催 馬樂の 中に ある 早 歌 * 下って 鎌 倉の 白 

拍子た ちの 今樣， 雜藝の 類 もす ベて 近世 小唄 ミ內容 の 上の 聯絡 は 保って ゐ ろが， 嚴密に 言へ ぱ 室町 末期に 出 來た隆 達 小唄 (一節 切の 尺 

八に 合せた もの) を 出發點 -、. - して， これが 三味線の 渡来 及び その 傳播 につれ て 近世 的の 情緒 を釀 成し、 お 國以來 の 歌舞伎 小唄 や、 遊里 

の歌謠 なる 弄 齋投節 ミ流轉 して、 五 七 五の 短歌 調から V- 七 七 五の 小唄 調へ ミ 移って いったの である。 

今日から 見て、 かう した 近世 的 歌曲の 流れ を大體 二つに 分ける こミが 出来る。 一つ は 上方の 撿校 たちに 培れ * 筝 三絃に 合せて 成長し 

た 地唄 ミ * 江戸 歌舞伎の 舞 臺に用 ひられ、 主ミ して 歌舞に 伴うて 謠 はれた 江戸 唄と である。 が この 兩者は 互に 混淆して 形式の 上で 判然 

たる 區割は 出来 兼ねろ が， 共に 室町の 歌謠 から 出て、 地唄 は 箏曲の 古雅な 今 樣調を 含み、 江 戶唄は 放縱な 歌舞伎 踊 歌の 性質 を帶 びて ゐ 

る。 

かの 「松の 葉】 は * この 地唄 を 集成した 代表的の もので， 組 唄 端 手うた の 古曲-/ 長唄 端 唄の 如き 新曲 ミ^-網羅し， 元 祿文學 の 中に 可憐 

の 紅玉 を 投じて るる。 

近 松の 作品に 現れて ゐろ俗 謠の類 も、 多く これらの 歌曲 集の 中に 發 見せられる。 延 いて これの 增補ミ も 見ろ べき 「落葉 集」 や * 「若み さ 

り」 の 如き もす ベて この 書に 傚うて ゐる。 

「若み^ り」 以後， 上方に 刊行 せられた 多くの 地唄 本 は， た^ '徴溫 的な 補綴 をく り 返した もの ぱ かりで * 淸 新の 趣 を 全く 失うた が， こ 

れに 反し * 江戸 唄の 血脈 は. 江 戶 長唄 を 本流 ミ して， それに 江戶淨 瑠璃の 系統 を ひいた 半 太夫 節， 河 東 ii が 加 はり. 又 上方の 一中 節 か 

ら 出た 宮 古路 豐後 (豐後 節) の 一流が 常 盤津ミ なり、 富 本、 清 元 或は 新 內， 菌八ミ なって. 京阪の 義太夫節 及び 地唄 7:- 對 立し. 豐 富な 音 

曲の 淵叢 をな して ゐ るので ある： 


七 四 

一、 知 音 の 媒 (chiin,no,Nakadachi) 

作者 松風 軒 

體裁繪 入 小 本 一 冊 

出版 元祿 十二 年 永 田 調 兵衛板 

內 容 「ちいん のなか だち」 ミ よむ。 琴 唄の 害 物で は 最も 古い もの かミ思 はれる。 次の 大怒 佐， 紙 鳶ミを 合せて 糸竹 大全 ミ よび、 元 

祿 十一 一年 己 卯 板 行で 氣の 利いた 繪入小 本で ある。 

尤も その 以前， 良 享年 中に 輩 行本ミ して 公刊せられ たもの を， 再 板した ものである ミ いふ。 が， 元 祿七年 吉田邑 琴 子の 著した 松 

月钞ミ 比較す るのに 大同小異で、 共に 八橋 檢 校の 十三 組の 唱歌 をのせ、 新曲 は 加へ てるない。 そして 古拙な 註 を 加へ て ゐる點 や 

ら、 師宣 風の 挿 翥 を はさんで ゐる ミころ に稚 味がない ではない。 

序文に 伯 牙鍾子 期の 古事 をのせ て 知 音の 意味 を說 き， 琴の 初 門に 入る 手引 ミ する ミ 記して るる。 松風 軒ミ いふ 名前が 出て ゐ るが 

何人の 著述 かわからない。 

圈錄 g 表紙 

二、 大  怒  佐 (aia) 

作者 不詳  、 

體裁 繪入小 本 二 冊 

出版 元祿 十二 年 永 田 調 兵衛板 表に 「三味 せん 初心 書」 ミ小 書き あり 

內 容 大ぬ さは 小 本ニ册 * 內容は 四卷に 分れて ゐる。 知 音の 媒ミ向 装 同種の 書物で ある。 これ は 三味線 唄 を 集めた もので， 名高い 

「よしの 山」 や 「すが $ き」 を はじめ、 投 ぶし 本手 破 手の 唱馱が 載って ゐる。 なほ 四の 卷には 新曲 (端 唄， 長唄) を 加へ、 三味線の 手 


まで こまかに 書きし るして あって， 書體 さし 繪、 刊行 年月す ベて 知 音の 媒ミ 同一で あろ。 

一二の 卷は 三味線の ひき やう， 三に は 本手 破 手の 組 歌、 四に は 新曲 ミ いふ 順序に なって ゐろ。 

大ぬ さは 「引く手あまた」 ミ いふ 伊勢 物語の 耿 によって 題した ものである。 

園 錄 | 表紙 超箋 g 上卷 二十 三 H? 二十 四 丁 表 挿 書 

一一 一、 紙  裔 clkanobolrt) 

作者 不  詳 

體裁繪 人 小 本 一冊 

出版 元祿 十二 年 永 田 調 兵衛板 

內 容 これ は 一節 切の 指南 書で， 糸竹 初心 抄. 洞箫 曲に ついで 刊行され たもので あろ。 これに は 笛の 吹き や、？ を 委しく 説明して る 

るの が 珍しい。 良享四 年 山 本 五兵衛 板の ものが 世に 存 する ミ いふが まだ 見ない。 但し 元祿五 年の 書籍 目^にい かの ほ わ 一一 冊 ラ 

ぬ さ 四 冊 * 知 音の 媒ー 一冊 ミ あれば， 三 書ミも 元綠五 年 以前にす でに 刊行され た 事 は 確かで ある。 (寫眞 は元祿 十一 一年 糸竹 大全 ミし 

て 公に せられた ものに 據る) 

內容は 上中下 二部に 分れ、 上に は 小唄 亂 曲の 歌譜 をのせ * 中 下に は 笛の 手 吹き 方を敎 へて ゐる 

いかの ほりの 表題 は 「吹けば あがる」 ミ いふ 洒落で あろ 

圜錄 g 序 文 § 奧 書 九 丁 裏 及 十 丁 表揷衋 

四、 松  の  葉 (Mats-no-Ha) 

作者 秀松軒 

體裁半 紙 本 五 冊 

七 五 


七 六 

出版 元祿 十六 年 京 井筒屋 庄 兵衛、 萬 木 治 兵 衛板行 

內 容 元祿 十六 年 六月に 出た 三味 せん 小唄 集で、 編者 は秀 松軒ミ あるが 何人 かよく わからぬ。 墨譜 もな しに 歌詞ば かり を 示した も 

ので あるが、 元祿の 盛期に 於け る耿謠 の粹は 悉く 集められて ゐろ。 一 卷は 三味の 古曲. 二 は 長唄， 三 は 端 唄 • 四 は 吾妻 淨 瑠璃. 

五 は 古今 百 首 投節ミ いった 工合に， 整然と 集められ てるる。 この 書 をもミ にして 落葉 集、 若み さりの やうな 名著が 續々 世に出た 

ので ある。 

「于時 元祿十 あまり 癸の 未 龍 集の 凉み 月、 秀松 軒の 木の もミに 書き集め ぬれば、 松の 葉ミ名 づけぬ る もむ ベなる べし」 ミ 自ら 序に 

書いて ゐる。 

圖錢 § 卷ー 目錄 及第 一 丁 

五、 若 み ど リ (wakamidori) 

作 者 靜雲閣 主人 

體裁半 紙 本 五 冊 

出版 贅永 三年 京 丹 波屋茂 兵衛板 

內 容 正德 三年 改題して 「續 松の 葉」 ミ よんで ゐる。 有名な 小唄 揃へ 松の 葉 (元祿 十六 年 板)、 落葉 集 (寶永 元年 板、 同 七年增 補の 跡 

を繼 いだ もので， 體裁板 式す ベて 前 二者に 倣うて ゐる。 編者 靜雪閣 主人 は 何人 か 明かで ない が、 野川檢 校の 作に 自作 を も 加へ て、 

全部 五卷 にした ミ 述べて ゐる。 

內容は 長唄、 端 唄に 吾妻 淨瑶璃 (江戸 半 太夫 ia) を 加へ， 前 二 集に 洩れた 曲 を 集め， 巢林 子の 鉞曲ミ も 深い 闢係を もって ゐ る。 た 

だ 松の 落葉に 見る やうな 芝居 唄 はなく、 短 かな 小曲の 數が增 してる る。 「續 松の 葉」 ミ 改めた 時に 吾 窭淨 瑠璃の 「かよ ひ路」 の 一 曲 

を 加へ てるる が， その他に 變り はない。 元 祿享保 頃の 温雅な 歌曲 は， この 集 を 最後に して 次第に 衰微して いったの である。 

園錄 g 表紙 疆塞 S 序の I 部 及揷衋 ^ 目錄 及第 1 丁 


六、 京 鹿 子 娘 道 成 寺 (K ず ganoko  Musume  Dsj5ji) 

作者 不  詳 

體裁半 紙 本 一冊 

出版 寶曆 三年 板 元い が屋ミ あり， 

內 容 江戶 長唄 は， 地唄の 長唄に 對 する 稱 である。 これ は 猿 若 勘 三 郞の弟 勘五郞 (杵屋 ) によって 創められた 芝居 唄で， 江戸の 歌曲 

を弋 表して ゐる。 京 鹿 子 娘 道 成 寺 は寶曆 三年 江戸 中 村 座で 中 村 富 十郞が 始めて 演じた もので、 男 達 初 買會 我の 四 番目に 織 込まれ 

た听作 事で ある。 筋は謠 曲の 道 成 寺に 胚胎して ゐ るが， これ 以前 元 鲦 期に 榊 山 小 四郞が 演じた 道 成 寺が ある ミ いふ。 

內容 の變化 抑揚に 富んだ 歌曲まして、 數 ある 道 成 寺 もの V 中での 白眉で ある。 

園 錄 g 搶入 表紙 

七、 仁  本  鳥 (Niodori) 

作者 不  詳 

體裁潢  本 二 冊 

出版 不  詳 鶴屋喜 右衛門 板 

^ 容 これ は 十 寸見河 東 (本姓 は 伊藤 藤 十郞ミ いふ) の 創めた 河 東 節の 歌曲 を 集めた もので， 最も 最初の ものである。 これ は その 師 

なる 江戶半 太夫の 語 物 を 多くの せて ゐる 上に， 河 東 自身 も 半 太夫の 弟子 ミ して 署名して ゐ るから， 遲くミ も享保 初年の 刊行 ミ思 

よ I;?- ろ。 特に 板 を 起した もので * 體 裁も裰 合せ もので なく， 和歌 集に 擬 して 部 立 を 設け * 歌曲 を 分類して るる。 兎も角も 助 六 狂 

言の 流行 ミ 共に， 江戶氣 分の^ 味 を 充分に 現 はして るるす ぐれた 唄 ひ 物で ある。 この 書の 拾遺 ミ見 るべき ものに * 享保 十七 年の 

^鳥 新 萬 葉 ft が あり， その他 有名な ものに， 夜半 樂 * 紅葉 集 * 幸 葉 集 * 十 寸見要 集な さが 年を逐 うて 刊行され てるろ。 

七 七 


七 八 

園錄 I 表 紙 S 一の 卷第 1 丁 

へ、 菊 嬉 團 睦 一言 (Flku  mo  ureshiki  neya  no  mutsu^otoj 

作者 不  詳 

體裁半 紙 本 一冊 

出版 弘化 元年 山 本 平吉板 

內 容 淸元節 は 富 本節から 出た もので， 淸 元延壽 太夫 (文政 八 年歿) に はじまる。 長唄、 常 盤 津に對 して 江戸 歌舞伎に 特種な 情緒 を 

與 へて ゐる 歌曲で ある。 その 卑俗な 味ミ、 繊細な リズム ミが强 く 時代 を捉 へたので あろ。 この 曲 は鶴屋 南北の 四 谷 怪談の 五 度 目 

キク 乇 ウレ シキ本 ヤノ ムヅ ゴト 

の 所演， 弘化 元年 七月の 中 村 座の 狂言に 加へ た景 事で 「菊 嬉閨 睦言」 ミ よばれる 陰慘な 怪談の 對照ミ して， 目 もさめ る やうな 

色彩 ミ 諧調 ミ で， 巧妙な 舞臺效 果を收 めた 有名な 語り物 である。 

圈 錄加 綠入 表紙 

九、 宮 菌 鼷 鵡 石 (Miyasno  amuseki) 

作者 不  詳 

體裁半 紙 本 二 冊 

出 版 安永 二 年 板 

內 容 菌八 is は宮 古路 豐 後の 高弟 宮 古路 菌 八から 起った 一流で 宫菌 節ミ もい ふ。 その 門より 出た 鸞風軒 は， 明 和 安永 頃 京都で もて 

はやされた。 鸚鵜石 は その 語 物 を 集めた もの、 中で 屈指の ものである" これ は豊 後節ミ 同じく 主として 淨 瑠璃 もの， 殊に 近 松の 

道行の 多く を收 めて ゐる。 江戸の 叙事 的 (所作事 風な) 歌曲に 比して， 抒情 的 傾向 を帶 び， 派手な 所作 や 踊 地に は 向かない が， 上 

方 好 尙に叶 ひ. 芝居 唄 V〕 しても 用 ひられた が， 江戶に 起った 數 ある 新 歌曲の 力に 壓 倒されて， 今日で は 殆んぞ 唄 はれ なくなって 


しまった。 

圖錢 W 目錄 及第  一 T 表 


七 九 


俳諧 は 元 來ま諧 の 連歌の 略稱 で， 即ち 滑稽 調の 連歌 を稱 したので ある。 室町 時代に 連歌が 盛んに 行 はれた のに 隨 つて， 俳諧の 連歌 も 

また その 餘興ミ して 汎く行 はれた。 特に 山 崎 宗鑑ミ 荒木 田守武 _/.- は， 一は 俳諧 撰 集の 嚆矢 たる 「犬 筑波 集」 S 撰^、 して， 一は 俳諧 千 句 

の 獨吟を 試みた 事に よって 名高く， 共に 俳諧の 鼻祖 ミ されて ゐる" しかし 俳諧が 遂に 連歌 を壓 倒して 獨 立した 一 の 文舉ミ 認められろ ま 

でに なった の は、 江戶 時代に なって からの 事で ある。 

江戸時代の 俳諧 は， まづ松 永貞德 によって その 基礎が おかれた。 彼 は 細 川 幽齋. 九倏^ 通. 里 村 siE 等に 寧んで， 和歌、 連歌の 造詣 

が 深かった が， 自分 は 俳諧 一 道の 宗匠 ミ して 立ち、 安原^ 室 . 北 村 季吟. 山 本 西武 . 高 瀨梅盛 • 鷄冠 井令德 等の 門人 を 率ゐて 俳諧の 普 

及に 努めた J 而 して 自ら 「新 增犬筑 波 集」 を 著 はして 附 句の 範を 示し， 又 「御 傘」 を 撰んで 俳諧の 式目 を 定めた。 しかし 彼 は 俳諧 を 「姅言 

を陚 した 連歌」 だミ 定義し， 連歌 ミの區 別 點を單 に 用語の 上に 置いた ので * その 滑稽-/ いふの も主ミ して 緣語 掛詞等 言語の 技巧に 終り 

未だ 眞の 文藝的 要素 を 持つ 迄に 至らなかった。 なほ 當時 名高い 俳人に は 松 江 維 舟 . 野.^ 口 立圃. 齋藤德 元 • 杉 木 望 一 等が あろ。 維 舟 . 

立 画の 二人 は 一時 貞德 に舉ん だが， 後師 から 離れて 各々 一派 を 立て， 共に 多くの 俳 害 を 撰んだ" 德 元は 石 田 未得丄 咼島玄 札等ミ 共に 江 

戶 俳壇の 古老 ミ して 知られ、 望 一は 伊勢に あって 守武の 遺風 をつ いだ。 しかし いづれ も その 俳 風 は 良 德に淤 ひ， 特に 異色 ある もの はな 

かった。 かくて 良德は 近世に おける 俳諧 勃興の 基礎 を 作った 點で， その 功績 を 認めねば ならない が、 その 俳諧 は 文舉的 憎 値に 乏しく， 

B つ 千篇 一 律の 句 風に 流れて 漸く 世人から 倦 かれて 來た。 その 際に 時流に 先んじて 新 俳 風 を 唱道した の は 西山宗 W である。 

宗因は 元 來連耿 を舉ん だので あるが， 後 俳諧に 志し 寬文 末年 頃から 一 種の 淸 新な 句 風 を はじめた その 門下に は 大阪に 井原西鶴 . 京 

に菅野 谷^ 政、 江戸に 田 代 松 意 等 新進 氣 鋭の 士が 多く， この 新風 は 忽ち 良 門の 古風に 代って 全國の 俳壇 を 風靡す るに 至った。 これ を 世 

に談 林風ミ いふ。 談 林の 俳諧 は ^門の 如く 法式に 拘泥せ す， 內容 形式 共に 自由で， 淸新潑 刺の 風に 富んだ" 且つ 滑稽 も 些か 內面 的に 進 

んで來 たが * その 根柢 はや はり 言語の 洒落 や 奇拔な 見 立に あつたので， 決して 藝 術の 第 1 義に ふれた ものではなかった。 それで 延寶末 

年頃から 俳壇 一 般の 間に • 渐く眞 面目な 自覺 •/.- 反省 V:- が 起って， 革新の 機； 連が 動いて 來た" 松 尾 芭蕉. 池 西 言 水. 椎本才 麿. 上 島鬼賓 


小 西 來山等 は、 即ち この 革新 運動の 中心人物 ミ なって， 先づ 動いた 人々 である。 特に 芭蕉 は そのす ぐれた 天分 ミ不斷 の 努力 ミ によって 

遂に 俳諧 を 文學ミ して 大成させる に 至った。 

芭蕉 ま も ミ季吟 に 舉んで 良 門 風の 句 を 作り， つ い で談 林が 盛ん になる ミこれ に 心醉し て 梅 翁の 風 を 謳歌し た。 しかも 遂に 良 門談 林の 

遊戯的 憨 度に 満足す ろ 事が 出來 ないで， 俳諧に 眞の藝 術 的 意義 を 見出さう ミ 努めた。 而 して 我を脫 して 造化に か へ るの が 風雅の 神髓で 

ある- /.-K5 つて， 非諧の 根柢 を この 風雅に 置いた。 かくて 貞享 以後 彼の 句 風 は 全く 面目み-新 たにし， こ、 に 始めて 俳諧 は單 なろ 遊 鉞文舉 

の 境を脫 して， 眞 面目な 文學ミ なる に 至った。 且つ 彼の 崇高な 人格 は 衆望の 撐 まろ 所 ミ なって. 蕉 門に 歸 する 者 は 日に 多き を 加へ た。 

就中 楦本其 角 . 服 部 嵐 雪 . 內藤丈 草 . 向井 去來 . 森 川 許 六 . 各 務支考 等 は、 最も 代表的の 人々 であろ。 芭蕉 歿後 俳壇 は 統制の 器 を缺ぃ 

て 四分五裂し， 其 角の 末流 は 洒落 風ミ稱 して， 立 羽不角 一派の £ 鳥 風ミ 共に 徒らに 險晦の 調 を 弄し， 支考 は平談 俗話 を 高潮して， 伊勢 

の 岩 田 凉菟. 中 川 こ 由 等の 所謂 麥林 風ミ 共に 卑俗な 美 濃 風の 端を發 いた。 かくて 享 保から 元 文. 寶曆 にかけ て は、 江 戶の水 間沾德 * 京 

阪の松 木 淡々 等が 益々 俳壇 を 俗化せ しめ， その 間に 五色 墨 一 派の 更新 運動な- どもあった けれ^も， 遂に 堕落の 大勢 を ぞうす る 事 も出來 

なかった。 

明 和 安永に 至って 俳壇 は 再び 目 ざめ た 俳諧 を 卑俗の 調から 拯 つて 高雅な 趣味に かへ らう ミ する 運動 は， 期せす して 諸方に 起った。 

江戸の 大島藝 太. 加舍白 雄、 尾 張の 久村 曉臺， 加賀 の堀麥 水. 高 桑 閱更. 伊勢の 三沛樗 良、 京都の 與謝蕪 村、 播 磨の 松 岡靑蘿 等が その 

中心人物 である。 蓼 太 は 三世 雪中 庵ミ して 從來 江戶 座に 壓 せられて ゐた雪 門の 興隆に カを盡 し， 白 雄 は 信 州 上田から 出て 江戶に 春秋 庵 

を 開いた。 曉臺は 貞享の 「冬の 日」 を 慕って 更に その 光 を かがやかさう ミし * 樗良は 支麥の 風に 慊ら すして 自ら 新風 を 起した。 麥 水. 闌 

更 も元來 伊勢 派の 人で あるが * 一は 「新虛 栗」 を 出して、 延寳 大和の 古 調を唱 へ， 一は 京都に 出て 南無 庵の 主ミ なり 門人 を 多く 養った。 

靑蘿 ミ 蕪 村 は 京阪 地方に あって また 新風の 勃興に 相應 じた。 就中 蕪 村 は 最も 藝術 家ミ しての 天分に 富み、 高雅な 古典的 趣味と， 盡 人- 

して 養 ひ 来った 客 觀的描 寫法ミ を 以て、 豐麗 巧緻な 句 風に すぐれた 作品 を殘 した。 その 門下た る 高 井 几董. 黑柳召 汲 等 も 亦よ く 師の風 

になら つた。 かくて 芭蕉 時代に 匹敵すべき 一 つの 新しい 所謂 天明 調の 新 俳 風が 確立され たので ある。 而し てこの 新 俳 風 は， 元來當 時の 

文壇 全般に 一旦った 復古 的 思潮に 基いて ゐ るので、 建部凉 袋が 片歌 を唱 へたり， 蕪 村 や 曉臺が 好んで 古典の 語 を 用 ひたりし たの も， その 
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傾向の 1 つの あら はれで ある。 なほ 天明 調の 先騸ミ して 橫井也 有. 炭 太祇の 名が あけられ るが. 也 有は實 は その 俳文に 才を 見ろ べきの 

みで， 天明 俳壇への 寄與は 多く 認められない， 太祇も 蕪村ミ 交りが 深く その 門人 几 董の句 風に は 多少の 影響 を與 へて はゐ るが， やはり 

獨り 自ら 句作 を樂 しむ 孤立 的の 人であった： 伹 しその 卒 俗に 墮 しないで 人事 趣味の 句 を 巧に 作った 技倆 は 頗る 見るべき ものが あった。 

天 明朗の 中興に カを盡 した 俳人た ち も寬政 頃に は 殆んさ 歿した が * なほ 享和 • 文化の 頃まで は 中興の 後 を 承け て その 餘光を 支持し 

た。 蓼 太 門の 完來 *大 江 丸， 白 雄 門の 道 彥* 葛 三. 巢兆、 曉臺鬥 の 士朗. 素檗， 蕪 村 門の 月 居 等 はな ほ師の 遺風 を傳 へ， 又 江 戶の成 美 

八 王子の 星 布、 奥 羽の 曰 人. こ 二. 五明， 信 濃の 一茶 等 も それぐ 一 家の 風格 を 具へ てゐ た」 就中 一茶 は 最も 特色に 富み， その 辛酸な 

生活 を 背景 ミ した 特殊の 性格が， 常に 强く 句の 表に にじみ 出て ゐる， かう して 文化 文政の 俳壇まで はな ほ 活氣が 見られた が， その後 俳 

諧は 盆々 汎く 普及され、 寒村 僻陬にまで 俳諧 宗匠の 名 を 見られる やうに なって、 却って 俳諧 そのもの、 調は甚 しく 墮 落に 傾いた： 小 主 

觀に 捉れて 何等の 詩趣 もない 句 風が 跋扈して 所謂 天 保の 月並 調 時代 ミ なった ので ある-. その 首領 7〕 して は 江戸に 田 川 鳳朗. 谷川 護 物 . 

上方に 成 田蒼虬 • 櫻 井 梅 室 等が あった。 かくて 俳諧 は實 質的に は 不振の ま、 幕末 を經て 明治に 至り， 正 岡 子規に よって 再び 改革が 叫ば 

れ たのであった。 

一、 油 糟 • 淀 河 (Aburakasu.  Yodogawa) 

作者 松 永 良 德 

體裁潢  本 二 冊 

出 版 寬永 二十 年初 春 野 田 彌兵衛 開 板 

內 容 油糟 は 犬筑波 集の 附 合の 前 句をミ つて， これに 貞德 自ら 附句を 試みて * 以て その 附 方の 範を 示した ものである。 例へば 犬筑 

波に 「霞の 衣 裾 は 濡れけ り」 を 前句ミ して、 「佐 保 姬の春 立ちな がらし ミ をして」 ミ附 けたのに 對し， 貞德は 「天人 や 天降る らし 春 

の 海」 な^ ゝ附 けて， 自家の 風 調 を具體 的に 示して 居る。 なほ 終に 俳諧 式目 十 箇條を 和歌に 詠 じた ものが 添へ て ある" 

淀 河 は 犬筑波 集の 附句を 前句ミ して， 更に これに 第三 句 を附け 試み， 且つ 犬 筑^の 附句を 批評し、 自家の 附 句に 説明 を 加へ て， 


作り物. 同意.^ 1. 俳 言 無き 句 等の 事に ついて 說 いて ゐろ。 油糟 ミ 共に 貞門 俳諧の 本領 を 知る ために は. 必す讀 まねば ならぬ 

書で， 同じく 貞德の 撰んだ 「御が. ーミ 共に 貞德 三部 書ミ稱 せられて ゐろ。 なほ 本書 は 普通 淀 河. 油糟と 二 書の 如く 思 はれて ゐ ろが 

實は 「新 增犬筑 波 集」 ミ題 すろ 書の 上卷が 油糟で， 下卷が 淀川で ある： それ は 淀川の 序文の 前に ある 內題ミ * その 柱に 「新 下」 ミぁ 

り， 油糟の 柱に も 「新」 ミ ある 事に よって 知られる， 

園錢^ 淀 河の 表綁 I  ^ 油 精の 最初 表 半 丁  ^ 淀川の 最初 表 半 丁 

一一、 5«  集 (Enokoshs) 

作 者 松 江 重賴編 

體裁 美 濃 形 大本 五 冊 なほ 外に 潢本 無刊 記). 潢本五 冊 「寬永 二十 一年 甲申驟 初秋 上旬 寺 町 通 治 右衛門 開 板) 等が あ 

るが， こ の 大本が 最も 早く 刊行され たもの ミ思 はれる" 

出版 未  詳 (寬永 十 年若く は その後 間もなくで あらう) 寺 町 二 條ニ町 上大炊 道場 存故開 板 

內 容 自序 二 よれば * 守武千 句. 犬筑汲 集に 旣に 入った もの は 除き， その後の 發句 *附 句の よいの を 書き集めて， 或ろ 古老 (貞德 ) 

の 閱を乞 ひ * 用捨の 詞を 加へ て 一 集と した もの だミ いふ。 良 德を 始め 德元. 正 友. 玄札. 望 一 . 正 章. 西武. 重 賴* 良德. 親 重 

等 門の 人々 の 作 を 主-/. "して 集め， なほ 別に 上古 俳諧の 一 卷に 古人の 附句 をも收 めて ゐ る。 その 撰 集の 業 を 始めた の は. 寬永八 

年 二月の こミ で， 同 十 年 睦月 半に 記し 終った ミ いふから * 貞 門の 句集 ミ して は 最も 早く 撰ばれた ものである。 しかも その 收 めた 

听の句 は. 發句千 五 百 二十 八 句， 附句 もまた 千餘 句に 上り. 作者の 數は 二百 人に 近い： まさに 貞門 最初の 代表的 句集 ミ いふべき 

である。 

圖 錢 川 序文の 始めの 部分 1 卷の 1 丁 裏 g 發 句の 最初の 部 1 卷 一丁 表 S 附 句の 最後の 部、 四卷 五十 1 丁 裏 ミ同五 士亍表 
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|ー1、 貪德 紅梅 千 句 (Te  一  toku  Ksbaisenku) 

作 者 安 厫正章 編 

體裁潢  本 一 冊 (寳 1  曰 年間に 半紙 本 ニ冊ミ して 覆刻され たもの も ある) 

出 版 明曆 元年 こ 未 五月 敦賀屋 久兵衛 開 板 

內 容 良德 . 友 仙 . 正 章 ■ 季吟. 安静. 可賴. 政 信 . 長久 等の 俳諧 百 韻 十卷 追加 一 卷を收 めて ある。 題名 は卷 頭の 長 頭 麿の 發句 

「紅梅 やかの 銀 公のから ころも」 によった ので ある。 季呤の 跋文に よれば， この 俳諧 は 友 仙の 催しに か、 る もので， それ を 正. 羊が 

淸 書して 板 行した のだミ いふ。 全卷貞 德の 懇ろな 捌き を 受けた もので、 良 門 連句の 作風 を 知る に は. 最も 恰好の 書で ある。 

固 錄 § 表 f  ss  ^ 卷 頭の 表 半 T  ^ 最後の 裏 半 丁  • 

四、 時 世 粧 (今樣 姿) (Imayssugata) 

作 者 松 江 維 舟 編 

體裁癀  本 七 冊 

出 版 寬文 十二 年 三月 上旬の 跋が あろ， その 時の 出扳 だら う。 

內 容 維 舟が 寬 文の 始め 頃、 洛陽銅 駝坊の 南 御所 八幡宮の 東に 居 を 占めて 以來， 十年ぱ かりの 間に 唱和 II 吟 した 連句 發り こ. 知犮 

の 人々 の 作 を も 集めて 六卷七 冊に した ものである。 單に維 舟 を 中心 ミ した 句集 ミ しての みならす、 彼が その 間遠く 陸 奥. 筑 紫に 

遊んだ 旅行の さま や， 當 時の 俳人の 消息 等 を 知るべき 材料 ミ しても 而 白い： 又卷 首に は 俳諧が 連歌 を基ミ すべき 事 を 始め、 發句 

脇 句 以下の 心得、 附 句の 種類 等に ついて 撰者の 意見が 述べて ある。 維 舟の 撰になる 俳 書 は 頗る 多い が. この 書 は 作品 集ミ して， 

俳論ミ して * はた 又 史的 資料 ミ して 最も 興味 多い もので あらう。 

圔 錄 第五 卷 表紙 ミ 題簽 ^序文 |  丁の 表 I- 第 六卷践 文の 最後 


Jd、  ^  s< 因 千 句 (S5in.senku) 

作者 西 山宗因 

體裁潢  本 二  W 

出版 未  詳 阿 誰 軒の 俳諧 害 籙目錄 によれば 寬文 十三 年で ある-、) いふが， 原本に はや 記が な I 

內 容 宗 因の 獨吟百 韻 十 卷を收 めた もので、 內 題に は 「西 翁 十 百 韻」 ミ ある。 古 來談林 派に おけろ 代表的 俳書ミ して 知られて 居ろ が 

實は寬 文 十三 年頃まで は， まだ 宗 因の 句 風は貞 門の 古風 を 充分 脫 却して は 居なかった。 況んゃ この 十 百 韻 は 全部が 同時の 作で は 

なくて、 刊行 以前の 舊作を 十卷 だけ 集めた もの ミ思 はれる から， この 書 を 以て 談 林の 句 風 を 代表す る もの ミ する は 當ら ない。 寧 

. ろ 後に 出た i 七 百 韻. 同 五 百 韻 等に， 談林風 S 特色 は 窺 はれね ぱ ならぬ。 しかし この 書の 最後の 1283 如きに は、 さす 

がに 輕妙淸 新の 趣が すで に 認めら れ， 少く ミも宗 因の 前半期に おける 連句の 代表的 撰集ミ して， 充分の 價値を も つ であらう。 

園 錄 I- 上卷の 表綁ミ ® 簽 g 上卷 IT の 表 g 下卷 三十 七 丁の 表 

六、 IS 俳諧 大句截 (Qkukazu) 

作者 井原西鶴 

體裁横  本 二 冊 

出版 未  詳 (延寳 五 年で あらう) 

內 容 延寳五 年 五月 二十 五日， 大阪生 玉本覺 寺で、 西鷂 がー 日 一千 六 百 句の 獨吟を 興行した。 それ を 梓に 上せた ものである。 當時 

この種の 速吟 多作 を 競 ふこ ミが 流行し * 日向で は 四百 句， 奈良 では 六 百 句獨吟 したな^、 いふ 噂が あった。 それで 西 鶴 もこの 獨 

吟 を 試みて、 大いに 氣を 吐いた ので あろが， その後な ほ 西 鶴 以上の 獨吟 者が 出た ので、 更に 延寶九 年 四月. 四千 句の 獨吟を 興行 

し， 遂に は 良 享 元年 住吉の 神前で， 一日一夜に 二 萬 三千 五 百句ミ いふ 破天荒の 神技に 成功して， 永久に 俳諧 大句數 の記錄 保持者 
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たる 榮譽を 羸ち 得た。 本書 は 上下 二 冊から 成る が， 今上 卷 だけ 傳存 し， 下卷を 蔵す る 所 を 未だ 閗 かない。 

園 錄 ^上卷 二  T 裏 ^上 卷三丁 裏、 獨吟の 第一 卷の表 八 句で ある 

七、 | 聽 精進 謄 (shojinnamasu) 

作 者 井原西鶴 編 

體裁中  本 一冊 

出版 天 和 三年 (明記して はない， 推定) 大坂伏 見 呉服町 書林 深 江 屋太郞 兵衛板 

內 容 西 鶴の 主催で， 天 和 三年 三月 二十 七日 高 津の南 見 庵で， 先師 宗 因の 一 周忌 を營 み、 「詠む ミて 花に もいた し 首の 骨」 を 立句ミ 

して * 脇 起の 本式 百 韻 一 卷を 興行した。 それ を 上梓した ものが 即ち 本書で あろ ■ 興行の 連 衆 は 西 鶴 を 始め 西吟. 春 林. 西 長. 西 

戎. 西 毛. 西 和. 西 虎. 武 仙の 九 人で、 すべて 西 鶴 門下の 人々 である。 僅々 十數 丁の 小冊子に すぎない が， 宗 因の 追善 集で しか 

も 西鷂の 撰になる ものであるから、 最も 珍重す るに 足る。 且つ 板 下 は 題簽に 至る まで、 すべて 西 鶴の 自筆で ある。 

圈 錄 § 表紙 ミ 題簽 g 最初の  一丁 表 ^一丁 裏 ミニ 丁 表 

八、 武  藏  曲 (Musashiburi) 

作 者 大原千 春 編 

體裁半 紙 本 一 冊 

出 版 天 和 二 年 三月 京都 寺 田 重德板 

內 容 京都の 俳人 千 春が 江戸に 遊んで、 諸家 ミ風 交して 得た 俳諧 を 集めた もので、 諸家の 四季 發句 及び 歌仙. 百 韻拉に 撰者の 蹈吟 

歌仙 一 卷 等を收 めて ある。 集中の 作者 は、 撰者 を 始め 談 林の 餘風を 承け たもの が 多く、 純蕉 門の 俳 書 ミは言 ひ 難いが、 卷 頭に 芭 

蕉翁 桃靑の 名で その 發句を 掲げて あり、 其 角. 素 堂. 嵐 雪 等の 作 もあって、 蕉風の 俳諧が 所謂 次 韻 時代から、 次の ffi 架 時代に 移 


る 過渡 明の 作風 を 代表す ろ もの ミ して 知られて 居ろ。 

園 錢 g 表紙 及び 履簽 8 序ー亍 裹ミ 本文 一丁 表 

九 、糠  蓑 (Sa2min。) 

作 者 去 來. 凡 兆 編 

體裁半 紙 本 二 冊 

出 版 元 祿四年 仲夏 跋 井筒屋 庄兵衛 板 

內 容 關 西の 俳諧 奉行 ミ稱 せられた 去来と、 精采に 富む 句 風 を 以て 知られた 凡兆ミ が、 芭蕉の 熱心な 後煖の 下に 編纂した 蕉門 諸家 

の發句 連句 集で ある。 所謂 幽玄 閑寂 を 主 •/.- した 蕉風の 特色 を、 最もよ く發 揮した もの ミ して， 俳諧 七 部 集中の 白眉 ミ稱 せられて 

居る。 これ を 許 六が 俳諧の 古今 集ミ稱 したの も敢 へて 溢 美の 言で はない。 全 體六卷 から 成り、 卷之 六に は 芭蕉の 幻 住庵ミ その 几 

右 日記 ミを收 めて 居る。 本書 初版 本に は 序文の 最後に 「元 祿辛未 歳 五月 下弦 雪 竹 書. さ- 識 した  一 丁が あるが， 再版 本 以下に はこれ 

を缺 いて ゐる。 

圖錄 § 乾卷 表紙 ミ 題簽 ^ 序文の 終りの 丁裹ミ 次の 丁 表 

I  o、 本 朝 文 選 (Honchs,monzen) 

作者 森 川 許 六 編 

體裁 美 濃 形 大本 十 冊 (後に 五 W  • 九册. 三 冊 等に したの も ある) 

出 版 寶 永 三年 九月 跋 京都 井筒屋 庄 兵衛. 野 田 彌兵衛 板。 なほ 後 刷 本が 頗る 多い。 

內 容 蕉門 俳人の 作になる 文章 を 集めた もので、 作家 ミ して は 芭蕉 以下 其 角. 嵐 雪. 去 來 • 丈 草. 許 六. 素 堂. 凡 兆等蕉 門の 逸才 

を 網羅し、 全 體を辭 • 賦. 譜等 二十 餘 類に 分けて， 體裁 内容 共に 蕉 門の 代表的 俳文 集ミ して、 最も 完備した もの ミぃ ふべき であ 

八 七 


八 八 

ろ。 本書 はも-/) 「本朝 文選」 ミ 翳して 出版した ので あつたが， のち 支考 なさが， 當 時の 俳文の み を 集めた ものに 「本朝」 ミ 題す るの 

不可な のを說 いたので、 その 勸告 に從 つて 「本朝」 の 二字 を 「風俗」 に 改め、 且つ 路 通の 「返 店の 文」 を 削り、 その他 二三の 改修 を 加 

へて 再版した。 その 改修の 事情 は 越 人の 「猪の 早 太」 によれば 許 六が 列傳 中に 路通を 罵った からだ •、) いふ。 

圜 0  g 卷 四の 表紙 題簽 g 路 通の 返 店 文の 一部 

二、 親  ^  (IJZUragoromo) 

作者 癀井也 有 

體裁半 紙 本 十二 册 (天 保 刷 は 四 冊) 

出 版 正篇は 天明 五年跋 蔦屋 重三郞 板、 續篇は 文政 六 年 序 蔦屋 板、 他 は 不詳。 天 保 十二 年 再版 大坂 鹽屋忠 兵衛板 

內 容 名古屋 藩の 重臣で 俳諧 を 善くした 橫井也 有の 自撰 俳文 集で ある。 也 有 は 多能 多才の 人で、 その 俳文 も 稚中俗 を 點じ俗 中 また 

雅味 を 失 はす、 頗る 縱潢 自在の 筆致 を 見る。 嘗て 蜀 山人が その 「借物の 辨」 の 一文 を 讀んで 感歎 措かす、 紀六 林が 寫 してお いた 

「鶉 衣」 の 全 本 を 乞うて、 遂に これ を 上梓す るに 至った ミ いふ。 のち また 石井垂 穗が殘 つた もの を 集め、 績篇. 拾遺の 二部- こして 

續刊 した。 也 有の 文藻 は 以て ほ f その 全豹が 窺 ひ 知られる。 

圖錄 i 正篇 上下 表紙 ミ 題簽 § 正篇 下の 奧附 

一 一一、 新  華  摘 (shi?hanatsmi) 

作者 與謝蕪 村 

體裁 美 濃 形 大本 一冊 

出版 寬政九 年大阪 鹽屋忠 兵衛板  ♦ 

內 容 蕪 村が 安永 五 年の 5, 其 角の 「花 摘」 に 倣って 一 夏 中^ 發句を 書け つけよう ミ思ひ 立った が、 病懶 これ を果 さす、 徒らに 餘白 


、ト. ir、  C  - よい ミ ぷく醇 き s して a いた。 それ を 蕪 村の ST 門人 月 溪自か 

のみ を殘 したので、 病 や 、癒えた 後 雲 遊の I 思 ひ 出て そこ はカミ なく 書き 霞 て . 

，え， 」 二：、 丰， i ゎヒゥ であ も 一 夏 の^は 果 さなかった けれ ぞも ために m 村 力 常 綿站フ I- 

ら翥を 加へ、 蕪 村 自筆の ま ゝを板 下と して 梓に 鏤め^の て ある 一， ひた^^ 

1 して 居た 時代の さまが 知られ、 彼の 自 it て も 興趣 多く、 きの 豊かな 文藻 をも 窺 ふ 事が 出来る 

錢^ 1 T 表 ^ 月！ SSS の - つ 


I 三、 春 泥 句 集 (shundei.kghn) 


作者 黑柳召 波 

體裁半 紙 本 二 冊 

出 版 安永 丁酉 (六 年) 冬 十二月 七日 序  113  一 I る" 召 12? 門下 ミ して、 几 董-大 f 共に 最も 

內 容 蕪 村 門の 逸 才黑柳 氏 春泥 塞 波の 句集で、 S に は 「春泥 發句 選」 ミ ある  ？，  is 、て その 死 を 卓ん 

俊 塞で 養が， $1011  !村は「我が俳諧西 せり」" つ； 一； 度""""" 

^<a 晝召輩 il? 謹 m， 板 下 は 几 1 に 力、 る なほ I 序文 は 彼 

の 俳薦ミ して、 最も 注意すべき もので、 その 慕の ま、 I 下ミ して ゐる 

圔 錄 | 上卷囊 I 簽 | 序 四 丁 奢 本文 IT 表。 序 I 衬の 筆、 本文 は 几 害 筆で もろ 


一四、 青 田 づ ら (AotaNura) 


作 者 太 山 亭素迪 編 

體裁半 紙 本 一冊 

出 版 文化 九 年 仲秋 刊 

內 容 建部巢 兆が 文化 九 年 四月 成 田 山に 詣で 


その 地 


の 門人 霞の 許に 旅寢 した をり、 主人の I に讒 I ふべき よしを 乞 はれ 

八 九 


九 〇 

たので、 江戸に 歸 つた 後書き 送った。 それが 即ち この 書で、 繪 ばかりでなく 板 下 も 全部 巢 兆の f: 耕に なって 居る。 集中の 作者 は 

巢兆. 成 美. 道彥. 一 茶. こ 二. 蒼虬. 雪 雄. 月 居. 素檗. 樗堂等 を はじめ、 全國の 俳人 を 網羅して 居り、 當 時の 俳壇 を 大觀す 

ろ槪が ある。 巢 兆の 序 V.- 成 美の 跋 (この 跋だけ 成 美 自筆の ま ゝを板 下にして ゐる) ミが 添へ てあつて、 素迪 の撰ミ はいふ もの 、 

實 はこの 一 一大 家の 大きな 後煖 があった 事 を 思 はせ る。 

圖 錄 g 表紙 ミ 題簽 g 巢 兆の 序の 終 リミ啬 g 成 美の 跋文 開き 1 丁 


雜俳ミ いふの は 前 句附. 冠附. 沓附. 五 文字 等 俳諧から 出て、 更に 簡單 卑俗 を 旨- /- する やうに なった 諸種の 小 詩形 を、 總括 的に 呼ぶ 

名稱 である。 而 して 是 等の 雜俳中 最も 古く 起り 且つ 最も 汎く行 はれた もの は、 前句附 で， 川柳 もまた これ を 母胎 ミ して 生れた ので あつ 

た。 前 句附ミ いふの は 俳諧の 一 句 を題ミ して、 その 前 句に 句を附 ける もので、 附合 修行の 一 方便 ミ して 夙く 萬 治 頃から 行 はれて 居た。 し 

かし それが 都鄙に 直って 汎く 流行し 出した の は元祿 以後の 事で， 當時 京. 大阪. 江戸の 著名の 俳諧師 は、 大抵 前 句 附の點 者 を 兼ねて 居 

り、 前 句 附高點 集も數 多く 出版され た。 特に 元祿 初年まで は、 まだ その 前 句. 附句共 普通の 俳諧の 附合ミ あまり 變ら なかった が、 段々 

前 句の 題が 簡單ミ なり、 例へば 「美しい 事く」 ミか、 「ぶら りく ミ ぶら りく ミ」 ミ かいふ やうに、 さんな 句で も附け 易い やうな もの 

になった。 かくて 勢 ひ 專ら附 句の 奇拔な 趣向の み を 競 ふやう になった。 かう した 傾向 は年ミ 共に 增 長し、 もミ 俳諧 修行の 一 方便で あつ 

た 意味 は 全く 忘れられた。 且つ 一方に は點 取の 弊風が 益々 盛んになって、 かの 三 笠附の やうな 博奕に 類す る ものまで 生す るに 至った。 

かくて 享^ 項の 雜俳 は實 質上甚 しく 衰運に 傾いた ので あるが、 文運が 江戸に 移る や、 こ、 に 又 新たな 發達を 見る に 及んだ。 

江戸で は 夙く 調和 • 不 角 等の 點 によって、 前 句附も かなり 盛んに 行 はれ、 その後 蝶々 子. 白應. 竹 丈 等 前 句附專 門の 點 者が 出、 特に 

收月は 最も 名高く、 その 寄 句 は 二 萬 を 越える とい ふ 盛況であった。 しかし 江 戶の雜 俳が 輕妙洒 脫の趣 を 具へ、 諷刺 皮肉の 人 を剌す 如き 

もの を 見る やうに なった の は、 是 等の 前句附 から 出發 した ミ いふよりも、 寧ろ 元 文 以後 江戶 座の 俳人 達の 間に、 俳諧の 附 合に 一 句 立て 

の 趣向 を 喜ぶ 所から 起った ミ いってよ い。 元來附 合の 高 點句を 競 ふ 事 は， 淡 々一派の 俳人が 好んで やった 事で、 この種の 高點 句集 は 元 

文. 寶 脣 の 交、 京阪の 方で 數 多く 出版され て 居る。 しかも その 多く は 前 句 を 省いて 附句 だけ を 集めて 居り、 從 つて 附 味よりも 一句 ミし 

ての 而白味 を尙ぶ 事が 主 v> なって ゐた • こ S 風 は 人事 趣味に 勝った 江戶 座の 俳人 達に は 特に 喜ばれ、 寳曆 以後 かう した 秀逸の 附化集 は 

江戶 でも 盛んに 出版され る やうに なった。 例へば 湖 十の 「眉 斧 日錄」 (資曆 二 年)， 祇德の 「橘 中 仙， 一( 費 暦 十四 年)， 紀逸 等の 「金砂 子」 等 

の 如きで， 又 r 童の 的」 . 「龍の 聲」 . 「 一 座の 華」 . 「俳諧 龋」 • 「種 卸」 等の 如く、 多くの 點 者の 高 點句 を槃 めて 出版す る もの も 出た。 就屮 

慶紀 逸の 「武玉 川」 は 最も 名高く、 寬延 三年 初篇 刊行 後 十八 篇 まで も賴刊 された. こ 0 一  句立ミ して 軽妙 奇警 を 喜ぶ 傾向 は， 直接 前お 附 


九 二 

に その 影響 を 及 ほさす に は 居なかった： かう して 明 和 一 一年に かの 名高い 「柳 樽」 の 初篇が 生れた- 

「柳 楫」 は， 江戶淺 草に 住んだ 前 句 附の點 者 柄 井川 柳の 點 になる 前 句附 集で ある- しかし これ は從來 出版され たもの ミ はちがつて、 前 句 

の 題 を 示さす 唯 だ附句 だけ を收 めて 居る ■ 即ち 前 句がなくても， 一句で 充分 立した 意 を 表 はした もの だけ を 集めた ので、 單に. s: 容の 

みから 言へば 從來の 前句附 がすで に 前. 1? にあ まり 重き を 置いて なかった の だけれ さも. しかもな ほ 形式的に は 前 句 を 題 ミ して 記して， 0 

た。 然るに 「柳 樽」 に 至って 全く その 前 句 を 示さ なくなった G は、 やはり 「武玉 川」 等の 形式 を まねた ので、 こ、 にかの 一 句 立 を 喜ぶ 俳諧 

の 影響が 認められる： 「柳 樽」 は 初 篇以來 好評 を 得た ので 相つ いで 續刊 され、 初代 川柳の 選になる もの 三十 ニ篇 * 更に 二世^ 下の 選集が 

幕末までに 百餘篇 出版され た： かくて 此 種の 前 句 を 省いた 前 句 附集は 他に も 盛んに 刊行され る やうに なった が、 川柳 點の 「柳 樽」 がかく 

の 如く 最も 名高かった ので， 一 般 にこれ を 川柳 ミか柳 樽ミか 呼ぶ やうに さ へな つた： 而 して 最初 はや はり 前 句の 題 を 出して 附句を 集め 

萬 句合ミ いふ 摺 物にして その 中から 佳句 を 選んだ ので あるが、 天 保 頃から は 全然 前 句な しに 作られる やうに なった。 

川柳 は 明 和 以後 民衆に 最も 近い 遊戯 文擧 して、 盛んに 流行 を 見た ので あるが、 その 輕 妙な 滑稽 ミ 皮肉な 觀察ミ は、 俳諧に も 狂歌に 

も 求められない 唯一な 味 を 持って るて、 單に 1 種の 風俗 資料 ミ しての みならす、 人間の 種々 相 を 喝破した もの ミ して， 今な ほ 充分の 生 

命 を もって ゐる。 しかし 一 一 代 川柳 以後 は その 趣味が あまりに 野卑 猥雜に 流れたり、 或は 謎 的の 趣向に よって 强 ひて 落ち を 取らう ミ した 

りする 傾向が 多くな つて、 殆 さ文擧 として 取る に 足りない ものと なった。 その 間纔 かに 四 世 川柳の 時代に や、 初代の 俤を傳 へたの みで 

あった。 要するに 小說も 俳諧 も 川柳 も、 すべてが 幕末の 頹麼氣 分の 中に 潑剌 たる 生氣を 失って 行った ので ある。 

一、 唉 や 此 花 (sakuya.konohana) 

作 者 靜竹窓 菊 子 編 

體裁潢 小 本 一冊 

出 版 元 祿五年 十月 江戸 萬屋. 京 松葉 屋. 大阪 雁金 屋板 

内 容 編者の 自序に、 「前 句 時勢の 卷軸を も ミめ賞 呤妙句 をミ、 V め、 是を 攝花宗 達の も ミ にう かが ひま ふで 云々」 ミぁる 如く， 當時 


大阪の 點者ミ して 名高い 由 平 . 萬 海 • 來山 等の 點 になる 前 句附の 高點を 集めた ものである。 なほ 外篇ミ して 似 船 點の發 句 及び 附 

句の 評語、 言 水. 又玄 等の 點 した 前 句 附高點 句 を 添へ て ある。 その 附句は 普通の 俳諧の 附 句に 比して， 特に 前 句附ミ しての 特色 

を まだ 充分に は 表 はして ゐな いが、 この種の 前 句 附萵點 集中 最も 早く 刊行され たもの ミ して、 注目され ねばならない。 

圆 0  § 序文 一丁 表 g 十四 丁 裹ミ 十五 丁 表 

二、 家  の  風 (lenokaNe) 

作者 堀 e 雲 鼓 

體裁小  本 一 册 

出容 正 德ニ年 九月 京都 野 田 治 兵衛板 

ガナメ 

內 容 京都の 點者雪 鼓の 點 した 笠附の 高點蕖 である。 雲 鼓 はこの 外 笠附. 前 句附の 撰蕖ミ して、 西國 船. 銀 要 等の 編が あり、 いづ 

れも 京都に 於け る雜 俳の 句 風 を 最もよ く 代表した もの ミ言 ふべき である。 なほ 本書 は 例へば 「て も 扨 も、 表 太々々 とい ふ はフゥ 

ン あれ かいの」 ミ いふ 句に、 「表 太 ミ云者 酒 を 樂て月 花に 遊ぶ 也」 ミか、 「よい もの ぢゃ、 赤圑 子から 坊ンが 無事」 の 句に 「赤圑 子、 

灸也」 ミか 注して あって、 當 時の 風俗 言語 資料-、 一しても 面白い。 

園錄 S 序文 裏 ミロ 繪 

一一 1、 | 武 玉 川 (初 篇) (Mutamagawa) 

作者 慶 紀逸 

體裁小  本 一 册 

出版 寬延 三年 江戶 松葉 軒 植村藤 三郞板 

^ 容 自ら 序の 中に 「日々 愚 判の 卷々 秀逸 ミ する 句々 書留め 置 侍る を、 此度 書肆の 需に應 じて 梓に 行 侍る。 ぉ附合 S 句々 その 前.？ 
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を 添 侍るべき 所 を、 事繁 ければ これ を 略す ピ-、 -言 つて 居ろ 通り、 紀 逸の 判した 卷 中高 點句 だけ を 抄出した ものである。 爾来な ほ 

續刊 して 寳翳六 年に は 第 十篇を 出し、 その後 超 名 を r 燕 都 枝 折」 ミ更 め、 十八 篇 まで 出版され た。 句 は 元来 俳諧の 附句 であるか 

ら、 五 七 五の も 七 七の 句 も あるが、 その 句 風 は 例へば 「丈 くらべ 手 を 和ら かに さけて 居る」 の 如く、 全く 一句 立 ミ しての 興味 を 喜 

ん だので、 後の 柳 樽 等に 本書 中の 句が 多く 燒 直されて 居る の を 見ても、 思 ひ 半ばに 過ぎる であらう。 

圈 錄 g 表紙 ミ 題簽 g 扉 ミ 序文 一 丁 表 

四、 誹 風 柳 樓 (初 籯) (Yanagidaru) 

作 者 吳陵軒 可 有 編 

體裁小  本 一 册 

出 版 明 和 二 年 七月 江戸 花屋 久治郞 板 

內 容 江 戶の前 句 附點者 柄 井川 柳の 點 になる 萬 句 合の 摺 物の 中から、 前 句 を 省いて 一句 だけで も 句意の わかり 易い もの を 選び出し 

て， その 門人 可 有 (別號 木綿) がー 册に 編し、 明 和 二 年始め て その 初篇を 刊行した。 爾來 この種の 書中 最も 汎く行 はれ、 初 世 川柳 

の 殘後も 五世に 至ろ まで 年々 續刊 して、 天 保 三年に は 百 二十 ニ篇に 及んで ゐる。 なほこの 柳 樽 は 後 刷の ものが 多く、  丁附の 順序 

等 も 初版 ミは 大分ち がって ゐ るが、 特に 寬 政の 改革 以後 風俗 上面 白から ぬ 句 は 削られた、 め， その後 出版され たもの は、 句に も 

多少の 異同が あろ。 

圆 錢 ^序文 裏ミ 本文  一丁 表 g 本文 最後 四十 三 丁 裏 ミ奧附 


狂！^ を 定義して、 滑稽なる 短歌 ミ するならば、 「萬 葉 集」 の鉞唤 歌、 「古今 集」 の 誹諧 歌、 「金 葉 集」 の 連歌、 及び 鎌倉時代の 軍記 物に 散見 

する 落首の 類 は， すべて 狂歌 7) 云 ふべき である。 しかし 鉞唉歌 は 槪ね單 なろ 人身 攻擊 なる 點に 於て、 誹諧 歌 は 優美に 過ぎろ 點に 於て、 

連歌 は 作者が 二人な ろ點に 於て、 落首 は 滑稽より は 寧ろ 諷剌を 狙 ふ點に 於て、 それぞれ 後世の 狂歌から は區 別され る。 そこで 更に 狂歌 

をば、 近代の 俗語 を 以て 自由に 滑稽 を盡 した 短歌、 ミ 定義す る。 此の 定義に C。E て はまる 歌、 即ち 眞の 狂歌 を 詠んだ 人 は、 先づ 鎌倉時代 

では、 曉月坊 位な もので あらう： その 頃 は 歌人 や 連歌師 も， ま、 狂歌 を洩 したが、 無論 餘技ミ して、 V あった" 曉月坊 以後 專 門の 狂歌 師 

なく、 狂歌 は微々 として 振はなかった- 

室町 時代に 入って は、 「七十 一 番 職人 歌合」， 「十二 類歌 合」， 「調度 歌合」， 「永 正 歌合」 なさが 出て、 狂歌 は 稍々 復活され た觀が あろが 

それ 等の 作者 は 不明で ある。 

ミころ が 此處に 注意すべき は、 山 崎 宗鑑の 俳諧の 連歌で ある： 俳諧の 連歌 は、 そのこ、 ろの 滑稽なる 點に 於て， その ひ" £ の 自由な 

ろ點に 於て， 正に 狂歌の 連歌で ある" 宗鑑の 後に 出た 松 永 良德 は、 俳諧師で かつ 狂歌 師 であった。 「良 德狂 歌集」 の 著が ある。 その 門人 

半井ト 養. 石 田 未 得 は、 共に 江戶に 在って、 俳諧の 連歌から、 狂歌 を 分離せ しめた 3 ト 養に は 「ト養 狂歌 集」 が あり、 未 得に は 「吾呤 我 

集」 が ある。 この 故に 近世 狂歌の 源流 は、 鎌倉時代 以来の 狂歌、 及び 俳諧の 連歌の 二方 面に、 求むべき である。 

良 德は 和歌 ミ 連歌 を， 細 川幽齋 に擧ん だので あるが、 その 幽齋 S 姉の 子が、 雄 長老で あり、 「雄 長老 詠 百 首 狂歌」 なろ 家集が ある。 

「新撰 狂歌 集. 一は、 元 和 年中 この 人に よって 編まれた； 雄 長老より は 少し 後れて、 豊藏坊 信 海 ミ， 生白 堂 行 風が 出た。 信 海 は 耨 屋^ 柳の 

ねで， 家集 を 「鳩 杖^」 ミ いふ" 行 風 は 烏 丸 光廣 卿 を 通じて 勅許 を 仰ぎ、 寬文六 年に 「古今 夷 曲 集」， 同 十二 年に 「後 撰 夷 曲 集」 を 出した 

が、 自身の 狂歌に は 秀逸が 少ぃ。 

寶 永から 享 保に かけて は、 浪花の 油煙 齋貞柳 及び その 門 流が、 上方 狂歌 壇の 牛耳 を 執る ので ある： 良 柳の 家集 は 「家 土產 .「 「繽家 土產」 

ミ いふ" 江戸の 狂歌、 天明 調の 狂歌 は、 唐衣 橘洲. 朱樂菅 江. 四方 赤 良 等に よって 創められた： その 第 一 歌集が 「若葉 集」 である- 次い 
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で 天明 三年 赤 良 撰 「萬 載 狂歌 s、 同 五 年 同人 撰 「後 萬 載 集」、 菅江撰 「故 混 馬鹿 集」， 同 七 年 赤 良 撰 「才猱 集」 以下， 夥しい 狂歌 書が 出版 さ 

れて、 こ、 に江戶 狂歌の 黃金 時代が 現出され るので ある。 

先づ赤 良の 四方 側、 橘 洲の醉 竹 側、 菅 江の 一連 を始 として、 本 町 側. 壺側. 巴 水 連. 芍藥 連. 五 側 なぞ， 頻りに 社中 を 結び、 月並 會 

を 催して、 武士 も 町人 も 俳優 も藝人 も、 各々 狂歌 を樂 しんだ ので ある。 

その後 文化の^、 四方 側の 狂歌 堂 置 顔ミ五 側の 宿屋 钹 盛が， 狂歌の 淵源に 對 する 見解 を 異にし、 前者 は 狂歌 誹諧 歌說、 後者 は 狂歌 落 

首說を 主張して 互に 譲らす， 各々 三千の 同人 を 率る て 爭ひ續 け、 それが 為に 狂歌 壇 は、 未曾有の 活 氣を呈 した。 各社 中 は續々 ミ 同人 集 

を 出す。 それが 皆繪 入の 仲々 凝った ものであった。 「四方の 巴 流」 は その 1 例で ある。 

文政 六 年に は、 江戸 狂歌 界の 第一人者なる 赤 良が 死に、 同 十二 年に は眞 顔が 死に、 翌天保 元年に は 飯 盛が 死んで、 こ、 に 天明 調沒落 

の 日が 来た。 芍藥亭 長 根 は、 文政 調ミ いふ 俳諧 體の 狂歌 を 以て、 頹 勢の 挽回に 力めた" か、 駄目であった。 

天 保 以後 は內外 多事の 秋、 他の 一般 文藝 -、〕 、もに、 狂歌 もまた 衰 威して 了った ので ある。 

一、^ 撰 狂 歌 集 (shigen  Ky5kashs) 

作者 雄 長老 

體裁 美 濃 半裁 本 一 冊 

出 版 刊行 年月 不明。 卷 末に 大阪 冬の 陣 (慶長 十九 年) の 落首が、 收 めら れて 居る から， 多分 元 和 中の もの ミ 推定す る。 

內 容 狂歌 撰 集の 陣吳 であり、 全 一 册が 上下 一 1 卷に 分れ、 上卷は 一 一十 九 丁で、 春. 夏. 秋. 冬. 戀. 覉旅. 述懷、 下卷は 一 一 十七 丁 

で、 釋敎丄 お 傷. 神祇. 雜ミ なって 居る。 それぐ 古今 自他の 狂 詠 を、 集めた ので あるが、 流石に 滑稽 奇拔な ものが 多い。 

冬の 夜の し-、. - しが てらに 見ろ 月 は 面白し ミて やがて 引つ こむ  (大 江の こ ゑ もち) 

吳 けの ふしみ にもな く はるばる ミ 京まで ミり にの ほり 掉 かな  (雄  長 老) 

下 卷の雜 に 落首の 多い 事- 俳諧の 連 敬な、 その ま、 狂歌-こして、 收 めて 居る 事ミ は， 共に 注目に 値する。 


圆錄 § IT 目の 表 

一一、 詠 百 首 狂 歌 (Ei-hyakghu  Ky5ka) 

作者 雄 長老 

體裁 美 濃 半裁 本 一 冊 (紙數 二十 五 丁) 

出 版 刊行 年月 不明 多分 寬永 頃の もの 

內 容 幾 德の 狂歌 は 平明 溫雅 であるが、 雄 長老の は 奇矯 飄逸 である。 良 德は 落首 を 詠まなかった が、 雄 長老 は 好んで 詠んだ。 だか 

ら 面白い が、 それだけに 往々 卑猥に 流れる 憾みが ある。 

ま- /.- ひつ 、藤に した  >- か しめられて なんぎ さ、 プ なる まつ ふぐり かな 

金 ひろ ふ 夢 は ゆめに て 夢のう ちに はこす るミ 見し 夢 は まさゆめ 

圃 0 お 二 丁目 裹ミ 三 丁目 表。 各 題の 下に 小 書. して あるの は、 也 足 軒 (中院 通 勝) の判詞 であ も。 

一一 一、 吾 呤 我 集 (Gogin  wagashsl) 

作者 石 田 未 得 

體裁美 濃 钊ニ册 

出 版 刊行 年月 不明 但し 慶安 年中の 京 版 だ ミ 言 はれる。 その後 寶曆七 年に は 江戸、 安永 五 年-/〕 寬政八 年の 兩 度に は、 大阪で 重 

刻され て 居る。 

內 容 未 得の 家集 十 卷を收 めた もので、 書名 は 古今 和歌 集 をもぢ り， 序文 も 同書 假名 序 をもぢ つて 居る。 これが 狂文の 最初で あら 

0  0^ 上卷 本文の 最初 

九 七 
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四、 古今 夷 曲 集 (Kokon  Ikyokgh5) 

作者 生白 堂 行 風 

體裁美 濃 版 二 册 (元は 五册) 

出 版 寬文六 年 五月 元 祿五 年 さ 兀文五 年に 重刻 本が ある。 本書 は 元 文 五 年 版。 二 册本は 內容 不足して 居る、 天 保 頃に それ を 補 

足して 寬 文の 舊に復 した ものが 刊行され たミ いふ。 

內 容 その 名の 示す 如く、 古今の 作者 二百 四十 一人の 狂歌 千 五十 餘 首 を、 十卷 に輯錄 した ものである。 「後 撰 夷 曲 集」 の 淡 こよれ，. 

本書 は 後陽成 院の 八宮、 直 院 門跡 良 純 鏡 王の 御手 を經 て、 後西 天皇の 襲に 供 へられち 大體の 撰 は 承應筆 迄に 出来 上 

り、 それに 近詠 九 首 を 追加し， 寬文五 年 冬 迄に 稿 を 整へ、 翌年に 刊行した ので ある。 

園錄 g 上卷 本文の 最初 開 一 丁 

五、 若  葉  集 (wakabauhG) 

作者 小島 搔洲 

體裁美 濃 版ニ册 

出版 天明 二 年初 夏江戶 近 江屋本 十郞板 

內 容 橘 洲と置 来の 序が ある。 置？ は 內山椿 軒の 長子の 匿で あろが、 此の 序 は 實は椿 軒 自身の 筆なる 由、 蜀 山人の 「籃」 こ， 3 

えて 居る。 椿 軒 は 和漢の 學に 通じ、 議 にも 秀で、 居ち 橘洲. 菅江. 赤 良の 徒 は、 彼に 就いて 和歌 を攀 ぶ 中、 いつしか 狂歌 の 

方へ 傾いた ので ある。 橘洲は 「弄 花 集」 序に 於て、 「蠢. ト 養の 風 を 庶幾 I」 と 揚言して 居る から、 彼等の 謹 は、 傳 銃の I 

力ら は、 全く 解放され た S5 ものである。 上 卷は內 山 椿 軒. 朱 樂菅， 江. 謹黑 人. 娃 面坊. 平秩東 作. 柔網 以下。 下 卷は四 

方 赤 良 . 智？ . 棄部眞 顔 • 大根 太 木 . ふ るお 勝 雄 . 唐衣 橘洲 以下の 詠を 收 めて f- 自由で 淸新 で輕 快な ろ 天明 調の 第 一 


聲ミ して， 注目すべき 書で ある。 

園 錄 ^上卷 の 表紙 ^下 卷の卷 頭  ， 

弋、 TOI 方 の 巴 流 (YomonohanI) 

作 者 狂歌 堂 鹿津 部， 眞顔 

體裁中  本 一 册 

1^  一、  1^1 一  年 

內 容 初 こ嘉五明褸 の 遊女 花 扇の 題字， 次に 門人 萬 攀江戶 住の 序文、 及び I 自身の. |絶等| け、 本文 は I 田 鶴 丸 以下 

全 國に亘 ろ 連中の 狂 詠に、 故人 橘洲 . 菅江 . 木 網 . 全交 • 三 和 • 京傳 . 白 猿 . 杜若 . 路考 • 焉馬等諸 名家 の詠を交 へ、 その 間路 

考 . 圍十郎 . 京傳 な^  、署名した 繪を、 挿んで 居ろ。 

圆錄^ 圑十郎 自筆の 禅糟 S 本文の 初 
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狂  詩 

曰く 黃 表紙， 曰く 酒 落 本， 曰く 川柳、 曰く 狂歌、 曰く 狂文、 何でも 洒落の めし 滑稽 化しよう ミす るの は， 明 和から 安永. 天明に かけ 

て S 江戸 文壇の 風潮であった- 狂詩 もまた この 時代相の 反映 ミ して 現 はれた 一種 戲謔の 文字で ある。 勿論 漢詩の 體を假 つて 滑稽の 言 を 

弄する の は、 必 しも 當 時に 始 つた 事で はない。 平安朝 以来 行 はれた 事で、 例へば 「本朝 文粹， 一中の 源 順の S 夜行 舍人 狂歌の 如き、 三 浦 安 

载 はこれ を 以て 狂詩の 權興 V.- して 居る 程で ある。 降って 五山の 緇 徒の 間に 聯句が 大いに 行 はれた 頃、 餘興 的に 狂詩 體の作 を 行った もの 

も 多く、 又 江戸時代に 入って は、 野郎 遊女の 評判記 等に， 狂詩 を まじへ ろ こ ミ が 流行した 更に 寳暦 年間に は 「古文 鐵砲 前後 集」 ミ いふ 

古文 莨 寶に 敬った 狂詩 文 を 集めた もの も 刊行され、 都賀庭 鐘の 「漢國 狂詩 選」 なさ も 出た。 しかし 狂詩が 少くミ も文學 史上に 小さな 1 分 

野 をで も 占める や 、フ になった の は、 寢惚 - 銅 脈の 1 1 先生 を 得てから の 事であった。 

寢惚 先生 ミは いふまで もな く、 大田南 畝の 事で ある" 彼の 行く ミ して 可なら ざるな き才 は、 狂詩に 於いても 亦 一生面 を拓 き. 明 和 四 

年まづ r 寢惚 先生 文集. 一 を陴 奮翰ミ いふ 戯 名で 出し、 更に 安永 年間に は 「李 不盡通 詩 笑 知」 を 始め 數篇を 世に 公に した" これ- /.> 時 を 同じく 

して 京都 聖護院 の 寺 侍 畠 中賴母 は、 明 和 五 年まづ 「太^ 樂府」 を 出し、 爾來銅 脈 先生の 名み-以て 上方の 狂詩 壇に 覇を唱 へ、 寬政ニ 年に は 

南 畝と 共に 「二 大家 風雅」 の 著が あり、 兩 者の 技倆 相 伯仲して、 まさに 狂詩 壇場の 二 大家 u る 名 を 辱し めなかった。 其の 外 江戶に はな ほ 

娛息 齋. 方 外 等の 輩-か あり" 上方に は愚佛 • 安 穴 等の 徒 相つ いで 出た が、 いづれ も 寢惚. 銅 脈 二 家の 後塵 を拜 する に 過ぎす、 特に 天 保 

以後 は その 格調 も 頗る 素れ て、 徒らに 卑野猥 雜の詞 句 を 弄すろ やうに なった" しかし その 流行 は 益々 盛んで、 文政 以後 狂詩 集ミ して 單 

行され たもの だけで も 約 四十 種に 上り、 又 明治に 入って は 各種の 新閒雜 誌に、 必す 狂詩の I 攔が 設けられろ 程の 盛況であった。 だが 狂 

詩の 本領 は、 この 一 一大 家 時代に 旣に發 揮し 盡 されて 居た ので ある。 

一、 太 卒 樂 府 (Taihei-gafu) 

作 者 胡 逸 威 方 海 (畠 中 銅 脈) 


體裁小  本 一朋 

出 版 明 和 五 年 八月 序 京都 錢屋惣 四郞板 

內 容 江戸の 寢惚 先生 ミ相對 して、 上方に 於け る 狂詩 界 S 雄であった 銅 脈 先生が、 最初に 出版した 狂詩 集で ある。 その 體甚 しく 亂 

れす， しかも 滑稽の 才が 縱潢に はたらいて 居て、 實に 狂詩 ミ しての 代表的 風 調 を 具へ てゐ ろ。 その後 自ら 新 編 太^ 樂府. 太平 遺 

蟹 一 ー篇ケ 選び， 又 安 穴の 太平 新曲 • 太平 一 一曲 . 太平 三曲、 愚 怫の績 太^ 樂府 • 太平 文集 . 太平 詩集 . 太平 風雅 等， 太平の 名 を 冠 

した ものが 多く、 明治に 至っても なほ 明治 太： 牛 樂府が 出るな さ， 狂詩 集に 本書 を 規模 ミ した ものが 多 いのは 尤もな 事で ある。 

圔 錄 g 序文 四 丁裹ミ 本文 IT 表 

一一、 本 町 文 醉 (Honchs.monNui) 

作者 ^唐" 秋 人 (中 井 喜お 衛門) 

體裁小  本 一 册 

出版 天明 六 年 正月 江戸 天 作 堂 板 

^ 容 本書の 後 刷 本に は、 その 見返しに 「江戶 繁昌 記」 ミ 題して 居る 如く、 主ミ して 江戸の 景物 を 詩 題 ミ した 狂詩 集で ある。 その 體 

は 五 古. 七 古. 五 律. 七 律. 五 絕* 七絕 Li 直り、 格調 も 後の もの、 や 5 にあ まり 俗惡 でない。 書名 は 作者が 江戸 本 町に 住して 居 

たのに 因んだ ので、 「本朝 文粹」 のもぢ りたる こ ミは言 ふまで もない。 

圃 錄 柳 序文 二 丁裏ミ 本文  一丁 表 

一二、 狂詩 諺 解 (Ky5shl.genkai) 

作者 四方 山人 (大田 南 畝) 

體裁小  本 一 册 
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出版 天明 七 年 正月 江戸 蔦 星 重 三郞板 

內 容 作者が 嚮に著 はした 李 不盡通 詩選 笑 知 (五 絕) 及び 李 不盡通 詩選 (五 七 言 古. 五 七 言 律) につぐべく， 七言絕 句の 體で 作った 狂 

詩 を 集めて ある： その 諺 解 v 一 題した の は、 自ら 詩 中の 文句 を 解して、 例へば n 一丁 町詞」 中 ss 詩句 「牡丹 紅葉 菊 香 凝」 を， 「牡丹 紅 

葉 を 一 說に 吸物の 事ミ す" 甚非 なり。 牡丹 は 福 牡丹に て 三 升の かへ 紋、 紅葉 は四ッ もみ ぢ にて 新車の かへ 紋、 菊 は 名代の 瀨川帽 

子 濱村星 大明神 さま/^ — - 云々」 等ミ 註して ゐ るからで ある： 本文 も 註 も 共に 輕 妙で、 作者の 行く ミ して 可なら ざるな き才 を 

見る 事が 出来る。 

園 錄 § 序文 二 丁 裏 ミ 本 表 一丁 表 び 本文 最後 二十 六 丁 »w 奥附 (この 奧附の 刊記は 他 本の 奥 附^ 流用，.^ もの ミ思 はれる) 


咄 本と は、 落語 を、 文字に よって、 固定した もので あろ。 それ は 歌舞伎の 脚本 や、 淨瑨璃 の 院本 ミ 同じく、 犟 なろ 落語の 筋 書に 過ぎ 

ない。 だから それ は 落語の 總て^ はない。 

落語 *、』 云 ふの は、 1 篇 のうちに、 必す 笑の 中心 ミか， 笑の 極 點ミか を 含む 小話 を， ジ "スチ ユア を 交へ て 話す 一 種の 話術で あん。 そん 

な 話術 を 創めた の は， 安樂 庵策傳 である。 策傳は 京都 誓願 寺 塔 中 竹林 院の佾 で、 茶の湯と 落語 を 以て， 廣く 諸侯の 門に 出入し， 至ろ 所 

で重寶 がられた。 その はなし を 集めた のが， 「醒睡 笑」 であろ。 r 咋日者 今日 能 物語」 も， 彼に 似た お 座敷 向の 落語家が， 書いた もので あ 

らラ o 

「醒睡 笑」 の刊本 は、 寬永五 年に 出た ので あるが、 その後 慶 安元 年ミ、 萬 治 元年の 兩 度に 直って、 重刻され て 居る の を 見れば， 最初 大 

名の 間に 喜ばれた 落語が、 漸く 民衆 一般に も， 享樂 される 樣 になった 事が 解る。 

寬文 頃に は、 「私 可 多咄」 で 有名な 中 川 喜 雲が 居り、 元祿 頃に は、 京に 露の 五郎兵衛、 大阪に 米澤彥 八， 江 戶に鹿 野 武左衛 門 等が 居つ 

た。 孰れ も 街頭 或はお 座敷で 落語 を 演じ， また 咄本を も 刊行して、 名 聲を馎 した。 

その後 も 依然として、 落語家 は 存在した が、 名人が 出す、 從 つて 新作 も 無く， たまく 出版され た咄本 も、 前書の 摸倣-/〕 到竊に 終始 

して 居ろ。 「鹿の子 餅」 なさ も， その 例に 洩れない" 安永. 天明の 頃、 風來 山人、 蜀 山人、 戀川春 町、 市場 通 笑， 朋誠堂 喜 三 二、  ゃ焉 

馬 等が， 文士と して 落語の 創作 を 試みて 以來、 斯界 は 急に 活氣 を呈 した。 殊に 焉馬は 熱心で、 屢々 落語の 會を 催し、 同人が それぐ 新 

作 を 持ち寄って， 自ら それ を 演じ、 互に 批評し 合ったり した。 彼が 江戸 落語 中興の祖 ミ云 はれろ の は， その 爲 であろ" 

黄表紙 や 洒落 本 や 狂歌で 以て、 人生 を 洒落の めした 其の 頃の；：； I 戶人は *  ^うして 落語 を 見落さう" 咄本は 大いに 歡迎 された。 そして 

寬政 三年に は、 江戸に 始めて 寄席が 出來、 職業的 落語家が 輩出した。 その 先 ii をな す 者 は、 櫻 川 慈悲 成で ある。 その 門人が、 吉原ゃ 深 

川で， 男 藝者ミ して、 お 座敷 を 動めた 事 は、 「梅暦」 な^にも 書かれて 居る。 

文化 文政 頃に は、 三笑亭 可樂， 三 遊亭圓 生、 船遊亭 船橋、 桂 文治、 朝寢坊 夢樂， 林 屋庄藏 等の 名人が 現 はれ、 咄本 も辏々 刊行され た r 
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彼等 は 扇子 一 本、 手拭 一筋、 湯 呑 一 個ミ、 た、 > これ だけで 以て、 凡ゆる 世界 を 表現す ろ。 その 素晴 しい 藝當 は、 實に 驚嘆に 値する。 

十返舍 一九、 式亭三 馬， 瀧 亭鋰丈 等の 滑稽本 は、 孰れ も 落語 ミ 密接な 關係 を、 持って 居ろ。 即ち 滑稽本 は 落語から、 その 素材 を 得， 

落語 は 滑稽本の 影響 を 受けて、 人生 或は 社會の 描寫を 細かくした。 從來 短かった 落語が、 段々 ミ 長くな つた s は， それが 爲 である。 

I、 昨 曰 者 今 曰 能 物語 (Kin5waky5-n?Monogatari) 

作者 不  明 

體 裁 美 濃 版 大形 本 二 冊 (木 活字。 序も跋 もない) 

出 版 刊行 年月 不明。 但し 京傳 は、 その 「骨董 集」 の 上 編 中卷に 於て、 「きの ふ はけ ふの 物語、 刻 梓の 年號 なし ミ雖 も、 寬 永の 霄ミ 

定 むべき 證 あり」 ミ 述べて るる。 書中に 粽豊 時代の 事實が 多い 事、 及び 「秀忠 公より 禁中 樣 御作 事の 時 云々」 なさの 記事 ある こミ 

から 推して、 大過 はないで あらう。 

內 容 も ミは寫 本で 上下 二 冊に 分れ、 百 五十 三條の 笑話が、 收 めら れて 居る。 中には 隨分 猥雜な ものが あり、 上の 卷の 終が 殊に ひさ 

い。 刊 本に は それら は 多く 省かれて 居る。 

圖録 S 本文の 始 g 上卷 本文の 終 

二、 鬮  睡  笑 (seisuishs) 

作 者 安樂 庵策傳 (本名 平 林 平 太夫) 

體裁中  本 三 冊 

出 版 慶安 元年 初秋 (寬永 版. 萬 治 版 も ある) 

內 容 全體を 八卷、 四十 項に 分ち、 三百 餘條の 笑話 を 類聚し、 時に 詩歌 や 短評 を 挿んで 居る。 多く は 自作 或は 他 作の つくり 咄 であ 

るが、 中には 戰國 時代の 落 書， 及び その他の 事實談 も 交って 居る。 兎に角 滑稽 小咄の 鼻 組で あり， 後世の 輕ロ 落語な^ の 基 を、 


開いた もので あろ。 作者の 自序に よれば、 此の 書 は 元 和 九 年に 出来 上ったら しいが、 京都 所 司 代 板 倉 重 宗の奧 書に よれば， 元 和 

元年 稿 を 起し， 一 兩 年後に 書き 了へ て、 彼に 贈られた ミ云ふ 事に なって 居る。 且つ もミは 話の 數も 千有餘 あつたが， 刊本は その 

1 部分 を拔萃 したので ある U 

圆 錄 W 第一 册の 作者 自序 S 第三 册の終 

三、 鹿 の 卷 筆 (shika,n?makifude) 

作 者 鹿 野 武左衛 門  - 

體裁半 紙 本五册 

出版 貞享 三 年 江戸 版 

^ 容 通卷 三十 四篇の 笑話 を收 めて 居る。 三の 卷 「堺町 馬の 顔 見 世」 の 如き は， 實に 人情の 機微に 觸れ たもので、 思 はす 噴き出さす 

に は 居れない。 古來 馬が 物言 ふ咄 して， 有名で あろ。 作者が 罪 を 得た の は 此の 咄の爲 で、 同時に 本書 は 絕版を 命ぜられた。 

園 錄 ^第二 册 本文の 始 g 第一 册の 總目錄 § 第四册 「表具屋の 掛物」 の挿稳 

四、 輕 口 露 が 嫩 (Karukuchi  Tsuylrga.Hanashi) 

作 者 露の 五郎兵衛 

體裁半 紙 本五册 

出版 元 祿四年 

內 容 通卷 八十 八篇の 小咄 を 集めた もの" 元祿十 一年の 「露 新輕ロ 咄」， 寶永ニ 年の 「軽口 あられ 酒」. 同 四 年の 「露 休 置 土産」 は、 い 

づれも 本書の 姉妹 篇 である。 

圆 錄 ^第二 册 HI 錄 の終ミ 本文の 始 ^同 挿繪  <： 十五、 舞 まひ ミ 百姓 ミロ 論の 所〕 

1〇 五 


lo 六 

五、 p 鹿  子  餅 (Kanokomochi) 

作者 山  風 (木 室 卯 雲) 

體裁小  本三册 

出版 明 和 九 年 正月 江戸 紙屋 德八版 

內 容 「桃 太郞」 以下 小咄 六十 一 篇" 後篇 は「譚 囊. 一 ミ いひ * 同じく 明 和 九 年に 出た。 馬場 雪壺 なさい ふ 隱名を 用 ひて 居る。 

圖 0  § 第一 册の始 C 肖像 は 卯 雲で あらう) g 第三 册の終 


江戶時 戈の 町人に， 與 へられた ろ 自由の 世界 は、 遊里 7 一 芝居で ある。 何程 金 を 積んでも， 町人 は 町人で ある。 この 事が 自然に， 彼等 

を享樂 主義者たら しめた。 而も 一方で は， 嚴 格な 儒 敎道德 が 男女 閼係を 極端に 窮屈に して 了った 結果、 抑へ きれぬ 性慾の 安全瓣 ミ して 

社會は 必然的に、 遊女 ミ 野郎の 存在 を、 認めざる を 得 なくなった。 此處に 於て 各地の 遊里が 繁昌し、 殊に 京の 島 原、 大阪の 新 町、 江戶 

の吉原 は、 夫々 の 特色 を もって、 大いに 賑 つた。 また 遊女の 中に も， 多少 文藝 遊技の 素養が あって， 身分 ある 人の 遊び 對手ミ しても， 

决 して 恥し からぬ 者が 多かった ので、 町人 は 勿論、 武士まで も 遊里に 出入し、 それ を 無上の 樂 しみ または 誇ミ、 考 へたので あろ。 そこ 

で 遊里 遊女の 消息に 通じた 粹人 は、 慰み半分に、 遊廓 案 內の樣 な もの を 書いた。 それが 遊女 評判記、 或は 遊里 細見 記で あろ。 

遊女 評判記の 一等 古い もの は、 明曆 元年 版の 「桃源 集」 である。 次いで 「難 波 物語」， 「朱 雀 遠目 鏡」， 「島 原 大和 曆」、 「島 原 袖 鏡」 な^が 

あり， 吉 原に は r 吉 原大雜 書」、 「吉原 讃嘲記 時の 太 鈹」、 「吉原 雀」、 「吉原 呼子 鳥」， 「胡椒 頭巾」， 「吉原 三 茶 三 幅 1 對」， 新 町に は 「まさり 

草」， 「新 町お かし 男， r 「難 波 鉦」 なぞが あろ。 

延賨九 年の 「長 崎 土產」 は， それ 以前の 評判記の 凡ゆる 形式 を 集大成し たもので、 單 なる 品定めで はなく、 小說的 記述 を 含んで 居る。 

即ち 延寶五 年の 「たきつけ. もえく ひ. けしす み」 が、 老人 ミ 若者 ミの會 話に よって、 島 原の 花魁 を 評判した の ミ同樣 に、 之は鏢 客- 、- 遊 

女 上りの 女 ミの會 話の 間に、 丸 山の 遊廓 を 描き W さう ミす ろので ある。 元來 問答 體を 以て、 あろ 物語 を 展開せ しめろ の は、 江戶 初期の 

假名 草紙に、 よく ある 手法で あろ。 「長 崎 土產」 は それに 淤 つて、 行き 詰った 評判記に， 新生 而を 開いた ものである。 

西 鶴の 浮世 草紙 は、 此の 種の 評判記 や 細見 記に、 負 ふ 所が 多い。 この 故に 遊女 評判記 は、 野郎 評判記 ミ 共に、 假名 草紙 ミ 浮世 草紙 ミ 

の 間 をつな ぐ 飛石で ある： その 點に 於て 相當 の文學 史的 價値を もつ。 

役者 評判記 は， 最初 野郎 評判記であった。 即ち 技藝 より は 寧ろ 容貌 風姿の 批評に、 重き を 置いた ので あろ。 その 最も 古いの は 明 暦 二 年 

の 「役者の 噂」 である ミ いふ。 次いで 萬 治 一 一年に、 京から 「野郎 蟲」 が 出た。 體裁 は明曆 元年の 「桃源 集 / 同一 一年の 「まさり 草」 ミ 全く 同 一 で 
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ある， 序文 は 第三者の 談話に 擬 して、 野郎の 害を說 き， 本文 は 各 役者の 名前の 上に、 それぐ の 定紋 をつ け， 評語の 終に その 名 を 詠み 込 

んだ 狂詩 狂歌 を 添へ て 居ろ。 寬文ニ 年江戶 版の 「剝 野老」 以下、 同じ 樣な ものが 追々 出た が， 元祿五 年の 「役者み、 かき」 に 至って、 初めて 

位附 をした。 これ も 遊里 細見 記からの 影響で ある。 元祿. I ハ 年の 「雨 夜 三 杯 機嫌」 から， 同 十一 年の 「役者 機櫚 箒」 に 至る 間に、 位 付 は 段々 

細密に なり、 その 批評 も 容色の みに 止まらす、 俳優の 所作 や 科白にまで 及び， 正しき 劇評た らん- A- する 傾向 を 示した。 かくて 元祿 十三 

年 三月に は、 「役者 口三味線」 が 出版され た。 作者 は 江島屋 其磧、 麄ェは 西川祐 信、 版元 は 八文字 屋自 笑で ある。 正 本屋 や 鶴屋も 評判記 

は 出した が、 作者 翥ェ 製本の 三拍子 揃うた 八文字 屋 のに は、 ミても 叶はなかった。 そこで 評判記の 出版 は， 八文字 屋が獨 占した。 

初 は 顏見世 狂言の 評判 を、 翌年 正月 二日に、 賣り 出す のみであった。 それが 後に は 二の 替り 即ち 春 狂言の を 三月に 出し、 更に 三の 替 

り 即ち 盆 狂言の をまで も、 出す 樣 になった。 それ 等 は 敦れも 小形の 潢 本で， 京の 卷. 大阪 の卷. 江戸の 卷ミ、 三ケ 津三册 になって 居り 

小説め いた 序文が 附 いて 居る。 

其磧の 死後 は、 八文字 屋の 評判記 も、 面白く なくなった。 がそれ でも 撗本 三册 なろ 傳統的 形式 を 守って、 維新 前後まで， 年々 の 出版 

を 怠らなかった。 それが 爲め 文運 東遷の 後ミ雖 も、 江戸 は その 役者 評判記 を * 京の 八文字 屋に 仰がねば ならなかった。 その 小說的 序文 

も、 所謂 八文字 屋 本の 浮世 草紙が 出てから は、 槪 して 簡單ミ なり、 之に 反して 位 付 は 益々 細かく、 藝評は 愈々 精し く 成って 行った。 

I 、桃  源  集 (TsgeghG) 

作者 未  詳 

體裁中  本 一 册 (紙數 三十 六 丁) 

出版 明曆 元年 

內 容 遊女 評判記 ミ して は 一等 古い。 京 島 原の ものであるが、 跋 にも ある 通り • 島 原の 音讀が 桃源に 通す ろ 所から、 かくは 名 づけ 

たので ある。 松の 部 十三 人、 梅の 部 ra 十 人の 容色 その他 を， 品評した も s で、 各々 その 名 を 詠み 込んだ 狂歌-、】 狂詩 を 添へ て 居 


る。 序文 は 古今 集 序 を 傾城 事に もぢ つた もの、 跋は 和漢 女色 史ミも 云 ふべき もの を * 漢文で 書いて 居る。 

掘 錢 卿 序文 C 右方に 貼って あるの は、 表紙の 暖簽の は. しくれ) ，松の 部 八千代 • 小 藤 評判の ミ、、 ろ §跋 

一一、 吉原 一一 一茶 三 幅  一 0  (Yoshiwar?sancha  sambuku.Ittsui) 

作者 不  明 

體裁半 紙 本 一 冊 (紙數 三十 六 丁) 

出版 延寶九 年 春江戶 桝屋版 (本書 は澎寫 本) 

內 容 吉原散 茶 女郎の 評判記で ある。 散 茶 はも ミ 風呂屋 女ミ して、 市中に 散在して 居た が， 寬文五 年に 廓 S へ收容 された。 太夫 や 

格子 ミは 違って、 减 多に 振らぬ ミ いふので， さう 呼ばれた らしい。 寬文 以後 は 武士の 嫘 客-か 減じ、 吉原は 全く 町人の 世界- なつ 

t ので、 手 輕な散 茶が よく 賣れ たので ある。 その 散 茶 を 買 ふ 人の ために 、「女郎の 面體、 髮 のか 、り、 立す がた、 藝 能の 善惡， 1 

座の はたらき、 お茶つ ほの 持 かけんまで」 精し く 調べた ミ、 序文に 書かれて 居る。 延寳 三年の 「山 茶 やぶれ 笠」， 延寶八 年の 「散 

茶 評判 胡椒 頭巾」 なさ も 本書の 類で、 散 茶の みの 評判記で ある。 太夫. 格子の 評判記 は、 また 別に 存在し. U ので ある。 

圜錄^ 序 文 § 禅 0  ^ 本文の 始 

一一 一、 役者 略請狀 (Yakusha  Yatsshi.ukejs) 

作者 江 島其磧 (讒師 西川祐 信) 

體裁 小形 潢本 三册 (京の 卷. 大 阪の卷 ♦ 江戸の 卷) 

出 版 元祿 十四 年 三月 京 八文字 星 版 

內 容 各册に 小說的 結構 を 有する 序文 を附 け、 役者 評判 を 開く に 至った 徑 路を說 明して 居る。 この 序文が 發 達して、 所謂 八文字 屋 

本 ミ なる ので ある。 京の 坂 田 藤 十郞. 水木 辰 之 助、 大阪 S 嵐 三 右衛門 • 片 岡 仁左衛 門、 江戸の 中 村 七三 郞. 市 川 圍十郞 以下の 諸 

1〇 九 


1  一 o 

優の 藝を、 上々 吉 から 中までの 六 級に 分って、 それぐ 品瞎 した ものである。 

園 0  § 京の 卷の 目錄 (八文字 屋 本の それ w 、書き方が 同一で もろ) § 立 役 上々 吉阪田 藤十耶 評判の 所 g 大阪 の卷の 揷箝 (道 ® 堀立慶 町 

の 役者 評判 所へ 諸人 参集 L 口々 に 意見な 述べる 所) § 江 戶の卷 の 終 
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